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さよなら王子様




「え？　今、なんて言いました？」

　なんだかとんでもない冗談を聞いたような気がする。

　ううん、まさかね。王子様のようにイケメンで優しい常務が、突然そんなことを言うわけない。

「こんなこと、二回も言わせないでくれよ。君のことは、今日限りでクビにしようと思う」

「あっ、ですよね！　そういう冗談って、二回も言うの恥ずかしいですよね。申し訳ありません！」

　常務って、ユーモアもある人なんだ！

　なにからなにまで完璧な自分のボスに、ついニンマリしてしまう。

「いや、そうじゃなくて……」

　私は常務の新しい一面を発見したことにニヤニヤしながら、重役室の上品なタイルカーペットの上に広がっていく黒いシミをせっせと拭き取る。

「すみません、すみません。大丈夫ですよ、こうやってすぐ拭けば、目立たなくなりますから！」

　常務にコーヒーをお出ししようと思ったんだけど、デスクに辿たどり着く前に転びそうになって、手が滑ってカップを落としちゃったの。そしたら常務が、いきなり『クビにする』なんて冗談を仰るから、とっさに反応できなかった。

　せっかくの常務のユーモアにうまく応えられなくて残念だったけど、こういうシミって、最初が肝心なの。時間が経つと、どんどん汚れが落ちにくくなってしまうから。でも、この部屋のカーペットは黒とグレーのタイル模様で、私がコーヒーをこぼしたのはちょうど黒いところだったから、しっかり落とせば目立たなくなると思う。

「おい、顔を上げて、よく聞け」

　床にしゃがみ込む私の頭に降ってきたのは、確かに常務の声だ。なのに、初めて聞く地を這はうように低いそれは、とても彼のものとは思えない。

　視線の先に、隅々まで磨かれた焦げ茶色の革靴が映り込み、手元に影が落ちた。

　今日の常務は、深い群青色のスーツを身にまとっていて、上品なそのスーツに合わせ、シャツもネクタイもそれぞれ濃度の違う青で揃そろえてある。背が高く、程よく引き締まったしなやかな肢体を持つ彼は、いつでもセンスのいいスーツをびっくりするほどサラッと着こなしてしまうのだ。

　目の前にある長い脚を辿って恐る恐る顔を上げれば、均整のとれた身体の上に、小さくて端正なお顔が乗っている。きちんと整えられた黒髪に、濡ぬれたように光る黒い瞳。その瞳を、くっきりとした二重のまぶたと長いまつげが囲う。

　特に印象的なのはまっすぐな鼻筋で、高い頬骨とシャープな顎のラインがその造りを際立てていた。

　いつもはため息が出るほど甘い微笑みを浮かべている常務だけど、今は腕を組んで目を細め、ギロリと私を見下ろしていらっしゃる。黒々としたオーラを背負う彼のおかげで、室内温度が二度ほど下がったのではないかと思う。

　そんなに飲みたかったのかな、コーヒー。でないと、こんなに怒るはずないよね。

「あ、えっと、申し訳ありません。コーヒーはちゃんと淹いれ直しますから！　あっ、もちろんこのシミも、しっかりキレイに……」

「コーヒーなんて、どうでもいい」

　なんとか取りなして怒りを鎮めてもらおうと思ったのに、ぴしゃりと遮られてしまった。

「いいか、何度も言わすな。もうお前のおっちょこちょいには付き合いきれないんだよ！　クビだ！」

「……どうしたんですか？」

　いつもニコニコしていて、紳士的で優しくて、まるで本物の王子様みたいな常務の豹ひょう変へんぶりに驚く。

　口調が荒いし、顔が怖い。これは本当に私の素敵なボスですか？

　ポカーンと口を開けて見上げると、舌打ちをした常務が私の腕を掴つかんで引っぱり上げる。

　舌打ち？　今、王子様が舌打ちした!?

　常務はどうやら、初めて見るお怒りモードのご様子だ。威圧感漂う常務の前に立たされて、そのただならぬ雰囲気に、端正なお顔を直視することができない。

　精一杯勇気を振りしぼって、少し見上げた先にあるネクタイの結び目に視線を留める。すると常務は、私がこの一週間でしでかした数々の失態を早口に並べ立てた。

「理由が知りたいなら教えてやる。ファクスは裏表を逆に送るし、電話を保留にしたと思ったら切ってるし、ホテルの予約もまともにできない！」

「うっ、そ、それは……」

　事実だから言い返せない。だけど常務は私がおっちょこちょいをやらかすたびに、笑って許してくれた。

　常務が怒るとこんなに怖い人だったなんて、知らなかった！　詐欺だ!!

「だからお前は、どう考えても秘書には向いてないだろ！　なんでアイツは、こんなへっぽこを連れてきたんだ!?」

　常務はこれまでの彼からは考えられないほど乱暴な言葉遣いで叫んで、つい力が入ったかのように私の腕をギューッと握った。

　ひー、怖いー！　この人誰なのーっ。こんなの、私の知ってる常務じゃない！

「へ、へっぽこ……」

　涙目で見上げると、グッと寄せられた眉の下で鋭く細められた黒い瞳と目が合って、私の頭はようやくこの状況を理解しはじめた。

　常務は猫を被っていたんだ。裏表の激しい外面王子だったんだ。だけど今、そんなことよりもっと重要なのは、私のクビだ！

　やっと就職できたのに、ほんの一週間でクビになるわけにはいかない。

「い、いきなりクビだなんて……！　まだ一週間しか経ってないじゃないですか」

「ああ、そうだ。この短期間で、どうやったらそれだけアホなミスを連発できるのか逆に不思議なくらいだ」

　常務は、すがりつく私を小バカにしたようにフンッと鼻で笑って、ツンと顎を上げて見下ろしてくる。

「でっ、でも、一週間で覚えたこともちゃんとありますよ！」

　たとえばさっきのコーヒーだって、常務の好みに合うように気を遣っている。

「常務は、コーヒーには砂糖をひとつと半分入れるのが好きなんですよね。もう覚えました！」

　一度ブラックで出したら『砂糖をひとつと、もう半分足してほしい』と指示されたのを、その後は言われなくてもしっかり実行している。

　それなのに、常務は片方の眉を意地悪く吊つり上げて、まるで幼い子どもをあしらうように片手をひらひらと振った。

「お前、砂糖を半分入れてくれと頼んだら、なにを思ったのか、角砂糖をハサミで切ろうとしてたな。アホか。スティックシュガーを使えよ。常識だろ」

「うぅっ」

　そ、それは最初だけだもん！　それに、あのときは常務も笑って、やんわりと優しく教えてくれたのに。腹の中じゃ、こんなふうに嘲あざ笑わらっていたっていうの!?

　それでも今は、そんなことに腹を立てている場合ではない。必死に頭を巡らせて、私が常務の役に立てたエピソードをなんとか思い出そうとする。

「……あっ、この前の会議の資料！　常務が言っていた数より多めに準備していたから、突然足りなくなってもちゃんと対応できました！」

「そりゃ、お前が数を間違えただけだろ。しかも資料は全部右綴じだったしな」

　常務はそう言って私の言葉を切り捨てながらも、掴んでいた腕を離し、なにかを思案するようにもう一度腕を組んだ。

　そのことに、ひとまずホッとする。

　腕を引っぱられて、そのまま会社から放り出されるんじゃないかと思った……。

「まあ確かに、あのときはお前のへっぽこぶりに助けられたな」

　常務はどこか遠くを見据え、腕を組んだままポツリと呟つぶやく。少しは怒りが収まったようだ。

「あ、ははは、どうも……」

　だけど『へっぽこぶりに助けられた』って、一応認めてくれたってことなの？　むしろバカにされているみたいで、全然嬉うれしくないんですけど。

　私が秘書としてここで働くようになってからの一週間を思い出そうとしているのか、常務は「うーん」と唸うなりながら視線をさまよわせている。

「それに、お前は字がキレイだな。整っていて、癖がなく、読みやすい」

「え、あ、ありがとうございます」

　さっきは私のことを『へっぽこ』だなんて言ってたくせに、今度はサラリと褒めるから、なんだか混乱してしまう。

　なんなの。常務って、二重人格な上にツンデレなの？

　すると常務はなにかを思いついたように頷うなずいた。そして役員用の濃い茶色のデスクをぐるりと回り、引き出しを開けると、ホッチキスで留められた数枚の紙を差し出した。

「それじゃあ、これを頼む」

「え？」

　私がそれを受け取ると、常務は人の悪い顔でニヤリと微笑む。

　あーあ、もうどうがんばっても、この人を王子様とは思えなそう。数分前まではキラキラの王子様に見えていたのに、今では悪役にしか見えないもん。さながら、第一王子の暗殺を企む第二王子。……あれ、それでも王子様じゃん。

「礼状が必要な相手をリストアップしておいてやったんだ。明日までに終わらせろ」

「え!?　これ全部ですか!?」

　横暴な第二王子……じゃなくて、常務の無茶な命令に驚いてリストに目を通せば、その多さにクラクラしてくる。

「クビがイヤなら馬車馬のように働けよ」

　デスクの向こう側で、腕を組んで仁王立ちをする私のボス。

　後ろの壁一面の窓からは、高層ビルが立ち並ぶ街並みと、突き抜けるような七月の青い空が見える。

　中でもひと際高くそびえ立つこのビルのように、尊大に立ち塞がる常務は、私を見下ろして意地悪そうに笑った。

　私はちょっと気け圧おされながらも、スッと息を吸い込んで、手にしたリストをバシッと常務に突きつける。

「わ、わかりましたよ。常務がびっくりするくらい、めちゃくちゃいっぱい働いてみせます！　その代わり、これができたらクビは取り消してください！」

　私が本当に礼状書きを引き受けるとは思っていなかったのか、常務は一瞬驚いたように目を丸くさせた。それから喉の奥でおかしそうに笑い、私の肩をポンッと叩たたいて部屋の出口へ向かう。

「お前は字がキレイだからな、さぞ美しい礼状がたくさん完成するだろうよ」

　今にも高笑いをしそうな口ぶりでスタスタと歩き、ドアの前でクルリと振り返った。

「それからわかっているとは思うが、『馬車馬のように働く』は、『めちゃくちゃいっぱい働く』って意味じゃないぞ。『脇目も振らず一途に働く』って意味だ」

　常務はそう言い置いて部屋を出ていき、私はひとり、重役室に取り残された。

　しんと静まり返った部屋にポツリと佇たたずみ、次第にフツフツと湧いてくる悔しさで地団駄を踏む。

　なんでそんな意地悪言うの!?　王子様みたいな常務はどこに行ったのよ。ずっと騙だましてたの？　いつも腹の中ではそんなふうに笑ってたのね。紳士で大人っぽい王子様なんて大ウソじゃん！

「ムキーッ！　なんなの!?　ドＳ！　意地悪！　スパルタ！　腹黒！　二重人格！」

　私は思いつく限り、常務の悪口を声に出して、彼が出ていったドアに投げつけた。

　渡されたリストをきつく握りしめながらしゃがみ込み、足元に転がったままになっていたコーヒーカップを拾い上げる。

　絶対、文句も言えないくらい完璧に書き上げてやる！　だって、ここで職を失うわけにはいかない。あの先の見えない就職活動にまた逆戻りだなんて、絶対無理。

　この一週間は、ちょっと舞い上がっていただけなの。こんな大企業の常務取締役で、しかもあんなイケメンの秘書になれたから。

　でも、それも今日で終わりだ。あれが常務の本性なら、私だってもっと気合いを入れて、ご要望通り馬車馬のように働いてみせますよ！

　コーヒーをたっぷり吸い込んだハンカチをギュッと握ってポケットに突っ込み、決意を新たにすくっと立ち上がる。

　左の足首に着けた華きゃ奢しゃなピンクゴールドのアンクレットがサラリと揺れて、小さなリボンのモチーフがくるぶしの上を滑り落ちた――。







第一章　目覚めるシンデレラ










邂かい逅こうのとき




　ジメジメした梅雨が明けるのを、今か今かと待ちわびる六月の下旬。

　本当なら、この春に四年制の大学を卒業した多くの友だちと同じように、一般企業に勤めて、平凡だけど幸せなＯＬ生活を送っているはずだった。

　だけど、私が内定をもらっていた会社は、なんと卒業間近になって倒産した。

　当然、内定は取り消し。次に行くところもナシ。

　困り果てた私は、学生時代からのアルバイトを続けながら、今も就職活動に励んでいる。

　私のバイト先は『ラーメン猫ねこ丸まる』という名の、個人経営の小さなラーメン店。

　飲食店が立ち並ぶ通りから少し外れた場所にひっそりと暖の簾れんを掲げる、隠れ家のような猫丸には、コアな常連客が多い。とてもいいバイト先で、店長も優しく、四年間で何人ものお客さんと仲よくなった。

　だけど仕送りがなくなった今、バイト代だけではとてもじゃないけど生活していけない。

「私だって、ちゃんとした職が欲しいのに……」

　大学時代の友だちはみんな職場にも慣れてきて、忙しくても充実した生活を送っているように見える。どんなに気丈に振る舞って、バイトに就活にと精を出しても、こぼれ落ちた本音は弱々しい。

　さっきまで猫丸で今日の面接のひとり反省会を開いていて、家への帰り道をひとりで歩く私の足取りは若干フラフラしていた。

　一瞬視界がぐにゃりと歪ゆがんだので、今日何度グラスに梅酒を注いだか数えようと思ったが、頭がガンガンしてなにも思い出せなくなったのでやめた。

　熱を持った頬を、生暖かい夜風がなでる。

　大学時代から借りているアパートは、大通りを進み、駅の反対側にある。

　それだって、ちゃんと就職できていれば、もう少しリッチな部屋に引っ越すはずだった。でも今の私にはそんな余裕もお金もないので、未だ八畳一間の部屋に居座っている。

　いいもん。ちょっと壁が薄いことに目をつぶれば、あそこだって、なかなかいい部屋だ。

　駅前の通りは人通りも多く、うだるような暑さに拍車をかける。一日の仕事を終えて家路に着くのであろうサラリーマンの波に、アルコールに酔って火ほ照てった顔を晒さらしながら取り込まれていくのは、なんだか恥ずかしくて息苦しかった。

　すっかり暗くなった空をふと見上げると、ぼんやりとした月が、まだ眠らない街に月明かりを降り注いでいる。

「あ、そういえば……」

　昨日の夜に見た不思議な夢が蘇よみがえる。

　幻想的すぎて、明らかに現実だとは思えない。でもなぜかすごく印象に残っていて、まるで自分の確かな記憶であるかのように、目を閉じれば今でもしっかりと思い出せる。

　教会とワルツと、そしてこんなふうに私を照らす柔らかな月明かり。それから見えてくるのは、黒いベストを着た男の子の背中で……。

「痛っ！」

　酔いが回って足元もおぼつかないくせに、目を閉じて歩いていたから、いきなり正面からなにかにぶつかって転んでしまった。

　硬い地面に尻もちをつく。

　脱げてしまった左足のパステルイエローのハイヒールを見て、私は駄々をこねる子どものように、両手でペチッとアスファルトを叩いた。

「もう、なんなのっ。私、まだ二十三歳なのに！　なんでこんなにお先真っ暗な、情けない感じなの!?」

　今の私、どこからどう見ても惨めすぎる！

　梅酒が体内を駆け回り、頭がグルグルして、わけもなく泣きたくなる。

「すみません、お怪け我がはありませんか？」

　転んだまま立ち上がることもしない私の頭上に、甘さを含んだ低い声が落とされた。同時に、男の人の手のひらが目の前に差し出される。

「へ……？」

　恐る恐る顔を上げると、濃紺のビジネススーツに身を包んだ男性が立っていた。

　え、なにこれ。どういう状況？　もしかして夢でも見てるのかな。だって……。

「お、王子様……？」

　目の前に王子様が見える。どうしよう、すごくカッコいい。

　そりゃあ私は小さい頃から『白馬の王子様』に憧れていたし、夢見がちだって友だちにもからかわれるけど、こんなに素敵な人が私に手を差し出しているなんて、そんなことが現実に起こるはずがない。夢だ、夢に違いない。

　自分にそう言い聞かせてみたけど、いくら酔った頭でも、目の前の彼が私の作り出した妄想ではないことはわかっている。

「大丈夫？」

　ポカーンと見上げる放心状態の私を見て、その王子様はためらうことなく私の前に跪ひざまずき、硬い地面の上で片膝を立てる。

　ああ、こんな往来で。しかも、そんな高級そうなスーツ！

　自分は尻もちをついたもっと情けない格好なのも忘れて、本物の王子様のような彼の姿につい見入ってしまった。

　たぶんだけど、私、目をつぶりながら歩いていたせいで、この人の背中に激突したんじゃないだろうか。

「よっ、と」

「キャア！」

　王子様は突然私のほうへ両手を伸ばすと、腰を掴んで抱え上げ、立てた自分の右脚の太ももの上に私を座らせる。

　私はとっさに彼の両肩に手を置いて、落ちないようにバランスを取った。

「あっ、あのあのあの……！」

「怪我はないみたいだけど、痛いところとかはない？」

　王子様は大きな手のひらと意外に力強い右腕で私の腰を支えながら、近くに転がっていたパステルイエローのハイヒールに手を伸ばす。

「は、はい……大丈夫です」

　あ、あのハイヒール、この前なけなしのバイト代で奮発した、お気に入りだ。今日履いていたのが、履き古したスニーカーとかじゃなくてよかった。

　王子様はハイヒールを手に取り、私の左足にそっと履かせてくれる。続いて、一緒に転がっていた私のバッグに手を伸ばそうとして、ハッとしたように動きを止めた。

　もう一度私の足元に視線を落としてから、ゆっくりと顔を上げて、じっと私の顔を見つめてくる。

　え、なに？　私、なんか変ですか？　そりゃ、あなたの整ったお顔に比べたら、さぞかしちんちくりんな造りに見えるかもしれないけど……。

　私を抱き上げる王子様は、艶のある黒い髪と、街の明かりを映してキラキラと光る魅力的な黒い瞳を持っていた。

　見つめられれば吸い込まれそうな瞳は、くっきりとした二重まぶたと、しっかり生え揃った長いまつげに囲われている。そして、高い頬骨にまっすぐな鼻筋、形のいい唇がバランスよく並んでいる。顎のラインもシャープで、精せい悍かんそのものだ。

　私はとっさに、自分の丸い頬が恥ずかしくなった。今は酔いと照れも手伝って、うんと赤くなっているだろう。

『お人形みたいだね』と褒められるクリッとした瞳も、小さくてふっくらした唇も、コンプレックスである童顔を助長していると思う。

　こんなにじっと見てくるなんて、彼もそう思っているのではないだろうか。

　私は恥ずかしさをごまかすように、曖あい昧まいに笑って首を傾げた。

「君、名前は？」

　真剣な表情の王子様に聞かれて、慌ててしどろもどろに答える。

「えっと、さ、さくらえみです。うーんと、大佐の〝佐〟に、倉庫の〝倉〟……それから、お絵描きの〝絵〟に、未来の〝未〟です」

「佐倉絵未……」

　王子様の魅力的な声に名前を呼ばれ、ただそれだけなのに身震いする。

「どこで働いているの？」

「えっ!?　あー……、えーっと……」

　学生でもないのにまだアルバイトをしているのが気まずくて、とっさに適当なウソをつこうかと思ったけど、やめた。

　今後、この王子様に会えることなんて二度とないだろう。それなら、こんな人と出会えた素敵な思い出を、つまらないウソで台なしにはしたくなかった。

「この通りをまっすぐ行ったあたりにある、猫丸っていうラーメン屋さんです。アルバイトなんですけど……」

　正直に伝えると、「そうか」と呟いた王子様は、少し考え事をするような素振りを見せる。だけどそれはほんの数秒のことで、またすぐにバッグに手を伸ばして私に持たせると、私を支えながらゆっくりと立ち上がった。

　王子様は背が高くて、ハイヒールを履いた私でも少し見上げるほどだった。なにか言いたそうな瞳で、私をじっと見つめている。

　うぅ、どうしよう。どうすればいいの？

　こんなに完璧な男の人に見つめられた経験なんてないから、どうしていいのかわからない。

　黙って私を見つめる王子様は、なにかを抑制しているような黒い瞳の奥に、堪えきれない熱を燻らせている。その熱に捕えられ、私は目を逸らすことができなかった。

「常務、そろそろ……」

「ああ」

　しばらく見つめ合っていると、ふいに側から声がかかって、王子様がその控えめな声に応えた。

　全然気づかなかったけど、どうやら王子様はひとりきりで歩いていたわけではないらしい。

　常務……。私よりはいくつか年上だろうけど、それでもまだ若いのに。その身なりからして、きっと立派な会社に勤めているんだろうと思ってはいたけど、それどころか、この王子様は立派な役員なんだ。

　王子様、もとい、どこぞの会社の常務様は、気を取り直したようにニッコリと微笑んで、鎖骨の下で切り揃えた私の癖のある髪をサラリとなでた。

「気をつけて帰るんだよ」

　そう言ってクルリと振り返ると、ずっと側に立っていた男の人と連れ立って、賑にぎわう雑踏の中へ溶け込んでいく。

「き、気をつけて、帰ります……」

　その背中が完全に見えなくなってから、ポツンと呟いた私の声は、彼に届くことはなかった。

　アパートの小さな部屋に帰り、眠りにつくまでの間、私はずーっとフワフワと浮いたような気分だった。

　それがあの王子様に出会ったせいなのか、梅酒を飲みすぎたせいなのかは、よくわからなかった。




　それから一週間が過ぎ、梅雨の明けた頃。

　バイト先であるラーメン猫丸は、お昼どきにはフラリと立ち寄るお客さんも多く、狭い店内とはいえ、店長と私だけでは猫の手も借りたいほどの忙しさだった。

　ちなみに店長は、真っ白いふてぶてしい猫をお店で飼っている。

　名前は『マル』。由来は、丸々とした、体格のいい猫だから。

　そのマルが看板猫のラーメン猫丸に、妙に身ギレイな見慣れない男性客が現れたのは、お昼どきの混雑が落ち着き、ちょうど店内には私と店長とマルだけになったときだった。

　ダークグレーのスーツを着たその人が暖簾をくぐっても、店長は調理場から動こうとせず、店先で寝ていたマルは片目を開けてチラリと見てから、またすぐに昼寝をはじめた。

　男性は短めの黒髪で、日本人にしては彫りの深い目元とひと際高い鼻が目を引く。健康的なオリーブ色の肌をしていて、若々しく見え、見た目からは年齢が推測しにくい人だった。

　二十代……では、ないか。三十代前半くらいかな。

「いらっしゃいませ」

　カウンター席に座った男性にお冷を持っていくと、その人は意志の強そうな焦げ茶の瞳でまっすぐに私を見た。

「佐倉絵未さんですね？」

「えっ、そ、そうですけど……」

　な、なに。私、なにかした？　なんだかこの人、刑事ドラマとかに出てきそうで、ドキドキしちゃう。

　とっさに、ここ数日にしでかした悪事を思い出そうとしたけれど、東北にある実家へ送る荷物を着払いで発送したことくらいしか思いつかなかった。

　突然名前を呼ばれてオドオドする私に、その男性はニッコリと笑った。険しかった顔つきがガラリと変わり、ちょっとおちゃらけた、いたずらっ子のような雰囲気になる。

「一週間ほど前にあなたとお会いしたのですが、覚えていませんか？」

「え？　い、一週間前……？」

　はて、どこで会ったんだろう。こんなに印象の強い人、一度会ったら忘れなそうなのに。

　私は自分の記憶をひっくり返して、「うーん」と唸った。

　思い出せそうで、思い出せない。どうしてだろう。この人と会ったとき、それ以上の、よっぽど印象的な出来事があったんだろうか……。

「まあ、無理もありませんね。あなたは少しお酒に酔っていたようだし、常務しか目に入らない様子でしたから」

　……はっ！　じょ、常務!?

「まさか、あのときの王子様と一緒にいた……あっ！」

　驚きのあまり、どこぞのお偉い役員をつい『王子様』なんて言ってしまい、私は慌てて口を塞いだ。

　だけど今さらそんなことをしても、時すでに遅し。目の前の男性は、深い目元の奥の瞳を三日月型にして、いたずらを企むようにニヤリと笑った。

「そうですよ。多くの女性は、彼のさまざまな面を称して『王子様のようだ』と言います。でもまあ、それは本人にはあまり……」

　言いかけた言葉を不自然に切ると、彼は思い直したようにスーツの胸元に手を忍ばせ、そこから取り出した名刺を私に手渡した。

　私は名刺に書かれている肩書きを読み上げる。

「あ、あしはら、ホールディングス……？　会長秘書？　秘書室長……？」

　そろそろと顔を上げると、人の好い、だけど、うろたえる私をどこか楽しむような表情を浮かべた男性と目が合う。

　これは、いたずらの成功を喜ぶ男の子の顔ではなかろうか。

「夏なつ目め 栄さかえと申します。あなたを、『株かぶ式しき会がい社しゃ葦あし原はらホールディングス』の常務取締役専属秘書として、ぜひともスカウトしたい」

「……は？」

　シーンと静まり返った店内にマルがノソノソと入ってきて、カウンターのいちばん端っこの丸椅子の上で丸くなった。




　かくして、私は晴れて葦原ホールディングスに就職し、秘書室に配属された。

　私のボスは、もちろん、あの夜に出会った黒髪の王子様。

　知る人ぞ知る、ひっそりと佇む小さなラーメン屋のアルバイトから一転、日本屈指の大企業に就職し、王子様のようにイケメンで優しい常務取締役のもと、秘書として働くことになった。

　自分でも、ものすごく幸運だと思う。内定をもらっていた会社が倒産したのも、その後の就職活動がいまいちうまくいかなかったのも、すべてはあの夜、王子様に出会うためだったのではないかとすら思う。

　そんな私を見つけてくれた、黒髪の王子様の秘書になれるなんて。これっていわゆる、シンデレラ・ストーリーなんじゃないの!?　キャーッ！

　……なんて、私は完全に浮かれていた。

　本物のシンデレラは、午前〇時になれば魔法は解けると知っていたのに。

　さしずめ私は、そのことを忘れて夜通し遊びほうけ、魔法が永遠に続いていくと勘違いしたマヌケなシンデレラ。しょせん、本当のお姫様にはなれなかった。

　マヌケなシンデレラは一週間後、王子様の本性を知り、夢が覚めてしまったことに気づいたのです。










月夜とワルツ




　葦原ホールディングスは、旧葦原財閥の流れを汲くむ日本屈指の財閥系企業で、都市交通を中心に、ホテル、旅行、百貨店、不動産など多様な分野で業績を上げる事業持株会社だ。

　二週間ほど前から、私はこの会社で常務取締役の秘書として働いている。

　私のボスの名前は、葦あし原はら大和やまと。私が出会ったあの夜に三十歳の誕生日を迎えたばかりで、つい四カ月ほど前に常務に就任したそうだ。

　彼は、葦原ホールディングスの会長である葦原浅あさ黄ぎ氏のひとり息子で、その家柄に負けず、有名大学を首席で卒業するほど優秀で、かつ容姿も満点。彼のすべては、女の子を釘くぎ付づけにしてしまう。

　まさに彼は、現代の王子様なのだ。

　……一応、表向きは。

「ふーん、気が利くな」

　常務は甘ったるい香りのするマグカップにめざとく気づくと、スタスタと私に近づいてくる。そして、大きく『待ちきれない』と書かれた表情をキラキラさせながら、私の手の中から直接それをもぎ取るようにして受け取った。

　今日の常務は、チャコールグレーのシャドーストライプが入った細身のスーツを着こなし、深いえんじ色のネクタイをしている。

　彼が動くたびに、女の子を誘惑する危険な甘さを含んだ清潔な香りが、しゃぼん玉みたいにフワフワと飛んできて、不覚にも私をクラクラさせる。

　くそう、常務ってば、香水のセンスまで完璧すぎる。

　常務はマグカップから漂う香りを吸い込んで、満足そうに目を細めた。

　そんな彼を見て、思わず小さくガッツポーズをする。

　私が目を輝かせて様子を観察していることにハッと気がついた常務は、バツの悪そうな顔をして、取ってつけたように言い訳をしはじめた。

「べ、別に、いつもはコーヒーでいいんだぞ。今日はたまたま、甘いものの気分だっただけだからな」

「ふふん、わかってますよ。本当は常務、甘党なんですよね」

　私がなんとなく勝ち誇った気分で意地悪く笑ってみせると、常務はグッと言葉を詰まらせ、恨みがましい視線を向けてきた。

　へへ、本当は甘いものが好きだって、図星なんでしょ。

　常務は居心地悪そうに身じろぎし、ココアの入ったマグカップを持って役員用のデスクをぐるりと回る。椅子に座ると、しばらく不機嫌な顔をしてから、観念したように私を見上げた。

「……なんでわかった？」

「えへへ、秘書ですから」

　そう言ってニヤリと笑うと、常務は少しおもしろくなさそうな顔をしたけど、すぐに気を取り直して、私が用意したココアをおいしそうに飲みはじめた。

　常務には強気な態度で出たけれど、お菓子を与えられた子どものようにほくほく顔なのを隠しきれていない常務を見ていると、私の勘が当たっていたのだとわかって嬉しくなる。

　常務の秘書になってからたったの一週間で解雇宣言を受けたのは、五日前のこと。

　私はあの日から、王子様の仮面に隠された、腹黒い常務の弱点を暴いてやろうと思い、注意深く彼を観察し続けた。

　常務は他の人のいるところでは相変わらず紳士的で、憧れの王子様そのものだ。だけど一度本性を見せてしまったからなのか、私とふたりきりになると、仮面の下の素顔を見せる。オンとオフの切り替えを間近で見られる私なら、きっと完璧王子の弱みを握れると思ったのだ。

　だって、普段自分を偽っているということは、なにか隠したいことがあるってことでしょ？

　でもそんな私が掴んだのは、今のところ、隠された弱点ではなく、どちらかと言えば隠された魅力ばかりだった。

　たとえば、常務が甘党だったこともそのひとつ。

　これに気づいたのは、昨日の会談後。相手は取引先の重役で、甘いものが好きだと聞いていたから、紅茶と一緒にチョコやクッキーをたくさん出しておいたら、会談が終了すると大量のお菓子はすっかりなくなっていた。

　てっきり相手の方が全部食べたのかと思ったが、それにしては空になった包み紙が少ない。そして、その後会った常務のスーツのポケットが不自然に盛り上がっていた。

　いやに気になって、こっそり観察していたら、常務が人目のないところでポケットからチョコを取り出し、嬉しそうに食べるのを目撃してしまったのだ。

　それで私は、常務が実は甘党なんじゃないかと疑い、今日はいつものコーヒーではなく、思いきってココアを作ってみた。ついでにちょっと砂糖を多めにして、ホイップした生クリームまで乗せた（もちろん砂糖は角砂糖をハサミで切ったのではなく、スティックシュガーを使った！）。

　他にも、移動中の車内でうたた寝する常務はあどけなくて子どもみたいだとか、仕事に対する姿勢は誰よりも真剣で、取締役としての責任を果たそうと、けっこう気を張っているところとか。そのぶん、私をからかって遊ぶ、気を抜いたときの屈託のない彼の表情は、意外とかわいいことだとか。

　それから、一緒に社内を移動するとき、ドアを押さえて待っていてくれるのは、王子様モードのときも素顔のときも変わらないとか。

　キラキラな王子様スマイルと同じくらい、意地悪なことを言うときの飾らない笑顔が魅力的で、そんな常務にも、胸がキュンとなる女の子は多いんじゃないかなあ。

　こんなふうに気づいたことはたくさんあるけれど、どれも弱みとは言いがたい。それどころか、なんていうか……いいなって、思ってしまう。

　最初の一週間の、王子様みたいな常務に憧れていたはずなのに、そうではない部分を見つけるたびに、私しか知らない本当の彼に近づけた気がして、なぜか嬉しくなってしまう。

　……変なの。

「でも意外だな。お前はなんかこう、もっとヘナヘナしたヤツだと思ってた」

　私がこの五日間を振り返っている間に、常務も同じようなことを考えていたのか、空になったマグカップから唇を離すと感慨深げに呟いた。

「私も、常務はおとぎ話の王子様みたいな人だと思ってました」

　小さい頃から絵本や小説で読むお姫様の物語が好きだったし、だからこそ、あの日私に手を差し伸べてくれた常務を憧れの王子様と重ねていた。

　だけど今では、王子様のような常務ではなくて、本当の彼のことをもっと知りたいと思う。

「言っておくが、俺は本気でお前をクビにするつもりだったからな。そうじゃなきゃ、素を見せたりしない。どうせ辞めると思ったから、ああしたんだ」

　イヤミを言ったつもりはなかったのだけど、拗すねた常務はプイッとそっぽを向いてしまった。

　その横顔は、これからも秘書として関わっていく私に本当の自分を見せたことを後悔しているようにも見えて、私は言わずにはいられなかった。

「言っておきますけど、私、今の常務のほうがいいなって思ってますよ。なんていうか、しっくりくるというか……。私には、もっとそういうところを見せてくれればって……」

　って、あれ？　私、なに言ってるの!?　思わず勢いでしゃべりだしてしまったけど、とんでもなく恥ずかしいことを言ってしまっている気がする！

　心の中でキャアキャアと騒ぎ、赤くなった顔を俯うつむかせると、常務がこちらを向く気配がした。

　顔を上げると、常務は黒い瞳をくるんと丸めて、驚いたように私を見つめながら、もう飲み終わったはずのマグカップに口をつけた。そして心なしか私と同じように目の縁を朱に染め、視線を泳がせると、カップの中でモゴモゴとしゃべる。

「……俺も、お前とはこっちのほうがしっくりくるよ」

「えっ？」

　すると常務は、空のマグカップを唇から離し、音を立ててデスクに置くと、ムスッとした顔で私を見上げた。

「くだらない理由でお前を秘書として連れてきた夏目を本当にお節介なヤツだと思ってたけど、これじゃアイツの思惑通りだな」

「夏目さん？」

　夏目さんは本来、常務の父親である会長の第一秘書だけど、四カ月前に現職に就任した常務のために、臨時的に秘書を兼任していた。そして会長命令で、常務にぴったりの秘書を探していたそうだ。

　まさか社外から、あの夜偶然出会った私を連れてくるとは、常務も思っていなかったらしい。

　ちなみに、常務は十歳の頃から夏目さんと知り合いなのだそう。当然、夏目さんも常務の本性を知る貴重な人物のうちのひとりだ。

　それにしても、夏目さんが私を常務の秘書にした『くだらない理由』ってなんだろう。すっかり浮かれて深く考えたことはなかったけど、常務のことをよく知っている夏目さんが、私を常務の秘書に適任だと考えてくれたって思ってもいいのかな……？

「それより、今日の予定は？」

「あっ、はい！　えっと、今日はですね……」

　突然話を打ち切り、お仕事モードになった常務につられて、私も急いでスケジュール帳を開く。ここに書かれているのは私の予定ではなくて、すべて常務のお仕事の予定だ。

　ボスの時間管理は秘書の大事な仕事のひとつだけど、私はまだ時間の使い方や予定の入れ方のコツがうまく掴めなくて、こっそり夏目さんに相談している。

　今日は午前中に会議がひとつ、午後からは子会社や関連会社の役員との会談がいくつか詰まっていた。さらに夕方からは、来月新しくオープンするホテル『アジュール』への視察がある。

「ホテルの視察の後、お前は直帰してかまわない。その代わり、後日ちょっとした時間外勤務を頼みたい」

「時間外勤務……ですか？」

　な、なんだろう。まさかまた膨大な量の礼状書きを命じられるとか？　いやいや、つい最近あれだけ書いたんだから、まだそんなに溜たまってはいないはず……。

「まあ、悪いことじゃないから心配するな」

　うむ、常務。そう言っているお顔が、なんだか悪いことを企んでいるように見えるのですが……？

　私はスケジュール帳をパタンと閉じ、それで口元を隠しながら、探るようにジッと常務を見つめた。

「ほら、早く戻って会議の準備でもして来いよ」

　常務はチラリと私を見たけど、その視線に答える気はないらしい。

「……はい」

　ニヤリと笑ってひらひらと手を振る常務にぺこりと頭を下げて、マグカップを持って部屋を出る。

　重役室を出るときにドアの隙間からほんの少しだけ見えた常務は、とても優しい表情で笑っているように見えた。

　王子様モードでもない常務に胸がキュッと締めつけられたような気がして、私は慌ててドアを閉めた。




　葦原ホールディングス本社の最上階には、会長室と、それに連なる重役室がある。

　エレベーターにいちばん近いフロアには、秘書室が配置されていた。

「あ、お帰りなさい、絵未ちゃん」

　私が秘書室に戻ると、専務秘書である新にっ田た香か乃の子こさんがデスクでコーヒーを飲んでいた。

「どうだった？」

「香乃子さん！　バッチリでしたよ」

　香乃子さんは肩まである栗くり色いろの髪に緩くパーマをかけていて、薄い茶色のぱっちりとした瞳を持っている。

　小さくてフワフワしたかわいらしい雰囲気だけど、しっかり者の二児の母で、秘書の先輩として私にもいろいろなことを教えてくれる。

　ボスの体調や気分を見極めて、その日の朝の対応を少しだけ変える。そんなふうにボスが気持ちよく一日をスタートできるよう気を配るのは、秘書の大事な仕事のひとつなのだと、ここへ来た初日に香乃子さんがいち早く教えてくれた。

　そして、そういうことはボスから直接言われる前に、自分で気づいてこそ秘書なのだとも。

『コーヒーには砂糖ひとつと、もう半分』なんて注文をつけた常務が、実は甘い飲み物のほうが好みなんじゃないかと気づけなかった私は、全然秘書の役割を果たせていなかった。

　だけどココアを受け取ったときの今日の常務は、いつもよりも嬉しそうだった。

　うへへ、常務が喜んでくれてよかった！

　彼の満足そうな顔を思い出して、自然と頬が緩む。

「そう、よかったね」

　ニッコリと笑ってくれた香乃子さんに頷いて、隣にある自分のデスクの椅子を引く。

　ウキウキした様子の私を見て、正面のデスクにいた葉は月づき遼りょう太た郎ろうさんがふと顔を上げて言った。

「佐倉さん、以前にも増して楽しそうだよね」

「えっ。そ、そうですか？」

　私が首を傾げながら椅子に座ると、葉月さんがコクリと頷く。

　葉月さんは私より三つ年上で、会長の第二秘書を務めている。短くさっぱりとした黒髪に、笑うとクシャッとなる目元が印象的で、初めて葉月さんに会ったとき、きっとこういう人を好青年って言うんだなあと思った。

　私がここへ来るまでは、夏目さんと一緒に常務の秘書を兼任していたらしい。

「うん、私もそう思ってた。なにかいいことでもあったの？　たとえば……そのアンクレットの恋人とか」

　私のほうに身体を寄せて、少しからかうように香乃子さんが言う。

「ええっ!?」

　驚いて声を上げる私に、香乃子さんと葉月さんは興味津々な視線を向けてくる。

　私はふたりの誤解を解くために、一生懸命に首を振った。

「ち、違いますよ！　これは、全然そういうのじゃないんです」

「そうなの？」

　まん丸な瞳をさらに丸くして、香乃子さんがパチパチと瞬きをする。

「そうですよ。恋人とか私、もうずっといないですし」

「なーんだ、そうなのね」

　がっかりしたように言って、香乃子さんは私から身体を離した。

　すると今度は、葉月さんが不思議そうな顔で聞いてくる。

「じゃあそれ、誰からの贈り物なの？　毎日着けてるから、てっきり大切な人にもらったんだと思ってたよ」

　私はその言葉に、目をぱちりと瞬く。

「どうして贈り物だって思うんですか？」

　だって、アクセサリーなんて自分で買うこともできる。贈り物だとは限らないと思うんだけど……。

「絵未ちゃん、知らないの？　アンクレットを左足首に着けるって、ちょっと意味深なんだよ」

「え？」

　い、意味深……？

　首を傾げる私に、香乃子さんがコクリと頷いて、心なしか嬉しそうに教えてくれた。

「左足首のアンクレットは、『恋人がいます』っていう印なの。男の人が、独占したい女性に贈るものよ」

　香乃子さんは右手の繊細な指先で輪っかを作り、自分の左手首をキュッと押さえると、ふふふと笑って言った。

　ど、どど、独占したい女性!?　ひゃあー、なにそれ！

「うわ、ぜ、全然違います！　これ、小さい頃に母がくれたもので……。あの、着けるなら、右足首のほうがいいですか？」

「別にいいと思うけどね。左足首のアンクレットの意味なんて、いちいち気にする人のほうが少ないよ」

　うわあ、どうしよう……！

　そのとき、私の頭の中に真っ先に浮かんだのは、なぜか常務のことだった。

　もし常務がこのアンクレットの意味を勘違いしてたら、って。

　でもそんなことを考えてしまう自分がよくわからなくて、自分の意思とは関係なく熱くなる頬を両手で押さえた。

　お、落ち着け、絵未！　別に常務がどう思っていようと関係ないでしょ。だいたい、常務は私がいつも同じアンクレットを着けていることにすら気づいていないかもしれないし。……うん、そうだ。きっとそう。私がどんなアクセサリーを身に着けているかなんて、気にしてないよ。

　私がぶつぶつと自分に言い聞かせていると、香乃子さんと葉月さんはこれで話は終わりとばかりに、それぞれ仕事に取りかかりはじめる。

　私もふうっと大きく息をついて、デスクの上に積み重なった資料の中から、会議のための資料をガサゴソと引っぱり出した。




　――私が左足首に着けているアンクレットは、物心ついたときから引き出しの中に大切にしまってあるものだった。

　どんな経緯で渡されたのかまでは覚えていないけど、自分にもいつか白馬の王子様が迎えに来ると信じていた私に、『いつか、あなたの王子様が現れるといいね』と母が手渡してくれた記憶がある。

　ピンクゴールドの華奢なチェーンのアンクレットで、中央にはキラキラ光る白くて小さな石が三個並んでいる。そして真ん中の石には、ゆらゆらと揺れるリボンのモチーフが繋つながっていた。

　あまりにキレイで、幼心に着けるのがもったいなくて引き出しにしまったまま、大人になってもなかなか身に着けるタイミングが掴めなかった。だけど三週間ほど前に突然、夢にこのアンクレットが登場し、私はその日から毎日それを左の足首に着けた。

　夢の中で私は、小さくてかわいい教会から逃げるように飛び出して、誰かの背中にぶつかって転んでしまう。

　辺りには柔らかな月明かりが降り注いでいて、濃紺の丸襟のブラウスに白いチュールスカートをはいた私の目の前には、黒いベストの男の子の背中が見える。

　彼が振り向いて私の手を取ると、どこからかワルツが聞こえてくる。私たちは手を繋いでクルクルと回る。男の子の黒い瞳は、星を浮かべたようにキラキラと輝いていた。

　そして音楽が止まったとき、男の子の手の中にはピンクゴールドのアンクレットがあるのだ。

　あまりに幻想的な美しい夢で、目が覚めたときにはため息が出た。

　……私って、妄想力豊かなんだ。

　すごく鮮明で、自分の幼い頃の記憶かと思うほどだったけど、現実とは思えない。だけどあのアンクレットが夢に出てきたのは、それを着けなさいってことなのかなと思ったのだ。左足に着けたのは、夢の中の男の子がそう言ったような気がしたから。

　そういえば、この夢を見た翌日は、お酒に酔ってフラフラと歩きながら、夢のことを思い出していた。

　今ではもう、ぼんやりとしか思い出せない。

　あの夜、男の子の背中を頭の中に思い描いた瞬間、私がぶつかったのは、背の高い常務の背中だった。










キスが合図




「わあ、すごい！　素敵～」

　外から見ても素敵だったけど、中はもっとすごい。このホテル、本当のお城みたいーっ！

「佐倉さん、ちょっと落ち着いて」

　私が興奮のあまり、キャアキャア騒いでいると、王子様モードの常務に優しく宥なだめられた。

　だけど無理。落ち着けないよ！

　目の前には、小さい頃に夢見た通りの、おとぎ話に出てくるようなお城の大きな階段がある。私の想像の中では、お姫様は王子様に手を引かれて、この階段から下りてくるのだ。

「気に入っていただけたようで、とても光栄です」

　今にもぴょんぴょんと跳ねそうな私を見て、黒いスーツを着た男性が目尻を下げて微笑んだ。

　彼は野の本もとさんといって、葦原ホールディングスが来月オープンするホテル、アジュールの総支配人だ。

　私は常務について、アジュールの視察に来ていた。

　野本さんは少し白髪の交じった髪をキレイに整えて、細身の身体によく似合うスーツをビシッと着こなしている素敵なオジ様だ。笑うと目元に刻まれるいくつかのシワが、優しさと寛大さを示している。

「本日はウエディング会場をメインに見学されるということでよろしいでしょうか？」

「はい。案内をよろしくお願いします」

　王子様モードの常務がニッコリと笑って頷くと、この場の雰囲気も相まって、本物の王子様のように見えてしまう。

　フロントで指導を受けていた女性スタッフが、目をハートにしているのが遠目にもわかった。

　違いますよ。この人、本当は意地悪だし、子どもっぽいし、ただの甘党だよ。エセ王子ですよ！

　私は心の中でそう叫んだけれど、もちろん声には出さなかった。

「かしこまりました。それではせっかくですから、この大階段を上がってみましょうか」

「ええ！　いいんですか？　嬉しいです～」

　野本さんの提案に喜ぶ私を、常務が苦笑して見下ろしている。

　ふたりきりになったときにバカにされるのは目に見えていたけれど、それでも抑えられないくらいテンションが上がっていた。

　アジュールのエントランスは左右に太い柱が建てられていて、数段の階段をのぼると、大きなガラス張りのドアが開く。

　フロントのある広々としたホールは白を基調とした開放的な造りで、五階分が吹き抜け空間となっている。頭上にはいくつものシャンデリアが輝き、白い光を降り注いでいた。

　中世ヨーロッパのお城をイメージしたようなデザインで、正面には二階へと続く大きな階段がある。その奥にあるエレベーターでも二階へは行けるようだけど、私はどうしてもこの階段をのぼってみたかった。

「私には佐倉さんより少し大きな娘がいるんですよ。もう結婚してしまいましたが、娘も幼い頃は『お城に住みたい』とよく言っておりました」

　野本さんは私と常務を案内しながら、ゆっくりと大きな階段をのぼっていく。

　私はその言葉にうんうんと相あい槌づちを打ちながら、常務と並んで野本さんの後ろをついていった。

　階段をのぼりきると、野本さんは正面にある重厚な扉を開き、私たちをその中へと案内した。

「こちらは披露宴会場となっております。ダンスホールとしてもお使いいただけますよ」

「う、うわあ……！」

　目の前に広がったホールは、私がついマヌケな声を上げてしまうくらい圧倒的な華やかさで、なおかつ厳かな雰囲気に満ちていた。

　長方形で奥行きのある会場には、上品なシャンデリアがたくさん吊るされ、左右に取りつけられたステンドグラスからも柔らかな光が差し込んでいる。天井は高く、床はツルツルの大理石で、二階と三階にあたる部分にはバルコニー席が設けてある。奥には、小さなステージのようなものもあった。

「すごいですね」

　目も口もポカーンと開けて立ち尽くす私の横で、常務も微かに驚いたように声を漏らした。

「中世ヨーロッパの舞踏会会場をイメージしてデザインされたのです。正せい餐さんなら二百六十席、立食形式なら最大四百人まで収容できます」

　野本さんはホールの内装や機能について軽く説明しながら、私たちを促してどんどん会場の中央へと向かっていく。

　私は常務と並んで彼の後を追いながら、きょろきょろと忙しなくそこらじゅうを見回していた。

　ドーム型の曲線を描く天井には、見上げれば繊細な装飾が施されているのがわかる。よく見ると、祝福のラッパを吹き鳴らす天使が描かれていた。

　それから愛らしい少女と、そしてあれは……馬？

「なんで馬……？」

「バーカ、あれはユニコーンだよ」

　首が痛くなるほど真上を見上げて呟いた私に、常務がこっそり囁ささやいた。

　私が驚いて視線を向けると、常務は一瞬だけニヤリと意地悪そうに笑ったけど、私がなにか言い返す前に再び仮面をつけて、野本さんのほうへ視線を戻した。

「わっ、わかってますよ」

　私は慌ててそう言ったけど、王子様モードに戻った常務は、まるでなにもなかったみたいにこちらをチラリとも見ない。

　くそう、なんか常務だけズルくないですか!?　そんな人の悪い顔でバカにしておいて、私には反撃の隙も与えないなんて！

　ふーんだ。あれでしょ、一本角が生えてるのがユニコーンでしょ。ちょっと見えにくかっただけだもん。

　ムスッとむくれながら心の中でこっそり言い訳をしたけれど、常務はそんな私にはお構いなしで、野本さんにキラキラの笑顔を向けている。

「とても立派な会場ですね。ここで行われるオープニングセレモニーが楽しみです」

　常務がそう言うと、野本さんは目尻を下げて満足そうに微笑んだ。

「ありがとうございます。東とう堂どう社長も先日ここへいらして、同じように仰っていました」

　東堂社長というのは、アジュールでのウエディングプランを任せているブライダル会社『株かぶ式しき会がい社しゃプレジ』の社長のことだろう。

　確か、東堂理り久くさんという名前だったような……。

　常務より少しだけ年上の、まだ若い社長さんだ。その東堂社長のお父様もまたド偉い方だったはずだけれど、あまりよく覚えていない。

　後で復習しておかなければ。

　ホールを後にした私たちは、野本さんの案内でお城のようなホテル内を回りながら最上階へと辿り着いた。

　最上階は他の階とは違い、エレベーターを下りると目の前は一本道で、アーチ状の小さなトンネルのようになっている。

　野本さんが先に立ってトンネルを進み、私と常務はその後ろを並んで歩いた。

　トンネルの床にはレッドカーペットが敷かれ、白い壁にはリボンがかけられた額縁だけが等間隔に飾られている。

「この額縁の中には、お好きな絵や写真を飾っていただくことができます。結婚式にリボンのモチーフを選ばれるカップルは多いのですよ」

　野本さんはそう言いながら、少しだけ曲がったリボンに手を触れてキレイに直す。

「リボンのモチーフ？」

　確かにかわいいと思うけど、額縁にかけられたリボンや、野本さんの含みのある言い方から、なにか特別な意味があるのではないかと不思議に思って首を傾げる。

「ええ。人の結びつきを表すリボンには、〝永遠に結ばれる〟という意味がありますから」

「へえ。素敵ですね！」

　わあ、そうなんだ。恋人たちを永遠に結びつけるリボンかあ……。きっとこのリボンで結ばれたふたりは、ツライことや悲しいことがあっても、たとえ離れ離れになってしまったとしても、何度でもお互いに恋をするんだろうなあ。ああ、すっごくロマンチック！

　思わず頬が上気する。ほわほわした気分のまま、常務にも『素敵だね』と言ってほしくて、隣にいる彼を見上げた。

　だけど視線の先にいる常務は、王子様モードの柔らかな微笑みを浮かべているわけでもなく、まして私のようにロマンチックな妄想に浸っているような顔でもない。ただ、真っ黒な双そう眸ぼうを遠くへ向けて、表情を失くしている。

　とっさに言葉が出てこなくて、私は慌てて目を逸らした。

　なんだろう、今の……。私、常務の表と裏の顔をしっかり見極められるようになったなんて思ってたのに、今の常務はそのどちらでもない気がする。

　でも、誰だってボーッとしちゃうときはあるよね。常務ってロマンチックな話とか興味なさそうだし、ちょっと気が抜けてしまっただけだよ。

　私は自分にそう言い聞かせて、常務の様子が気になってしまう気持ちをいったん頭の隅に追いやる。

　それから短いトンネルを抜けると、目の前には茶色い大きな扉が現れた。

　野本さんがその前で足を止め、私と常務も少し手前で立ち止まる。

「最上階はチャペル専用のフロアとなっております。白を基調とした明るい内装に、柔らかい照明で……」

　説明をしながら、彼が重厚な扉に手をかける。

　いよいよチャペルのお披露目に私が期待を膨らませたとき、野本さんのスーツのポケットでブルブルと携帯が振動する音が聞こえた。

「あ、申し訳ありません」

　野本さんはすぐに携帯を取り出して振動を止めようとしたみたいだけれど、画面を見てグッと眉を寄せ、難しい顔をする。

「すみません。ちょっと大事な電話で……。予定では、もう少し後にかかってくるはずだったのですが」

「大丈夫ですよ。僕と佐倉で、先に中を見ていても？」

　いつの間にか穏やかな表情に戻った常務が促すと、野本さんは申し訳なさそうに頷いて、足早にトンネルを戻りエレベーターのほうへ向かった。

　なんだ、常務、いつも通りだ。もしかしたら、さっきのは私の見間違いかもしれない。

　私はなんとなくホッとしたような、モヤモヤが残ったような気分だったけれど、常務が押し開けた扉の先の世界が目に飛び込んでくると、そんな気分は吹き飛んでしまった。

「わあ……」

　言葉を発することもできなくて、ただため息を吐き出す。

　白い壁に光が反射して、チャペル内を包み込む明かりが、入り口に立つ私たちを中へ誘うように溢あふれてくる。特別まぶしいわけではないのに、その景色に目を細めずにはいられなかった。

「行こうか、佐倉さん」

　立ち尽くすばかりの私に、隣から常務が優しく囁きかけ、左手でそっと背中を押す。

　私は常務と並んで、静かなチャペルへと足を踏み入れた。

　すでに開かれていた、もうひとつの大きな扉を抜け、左右の座席の間にまっすぐ伸びるバージンロードを声もなく進む。

　天井の高いチャペルには、私と常務の足音だけがこだまする。

　まだなんの飾りつけもされていないチャペル内は厳かな雰囲気に満ち、正面にある大きなステンドグラスから差し込む光の粒が私たちを照らしていた。

　祭壇の前に到着し、今歩いて来た道を視線で辿りながら振り返る。まだ野本さんの姿は見えなかった。

　隣に立つ常務へ視線を戻すと、彼はステンドグラスの下に掲げられた十字架を見上げていた。

「すごいですね。すごく素敵」

　この雰囲気を乱してしまわないように小さな声で言うと、常務はこちらを見下ろし、瞳の中にまっすぐ私を映す。

　なんとなく、この彼を知っているような気がする。柔らかな光の中に佇み、私を見つめる漆黒の瞳を。

　常務と出会ったのはつい最近のはずなのに、妙に見覚えのある光景だった。

「お前、こういう場所で結婚式をしたいと思うか？」

　常務は形のいい眉を寄せて眉間にシワを一本刻み、思い悩むような表情をしていた。

「え？」

　急にどうしたんだろう。

　常務がなぜそんなことを聞くのかはわからなかったけど、どことなく苦しそうな表情をとにかく和らげてあげたくて、私は慌てて頷いた。

「お、思います！　チャペルも披露宴会場も、ホテルの中も全部素敵でした。きっと一日だけでも本当のお姫様になれたような気分を味わえると思います」

　結婚式って、最愛の人と永遠の愛を誓う、ものすごく特別な一日だ。そんな日を、こんな会場で過ごせたら夢のようだと思う。

　だけど常務は、私の答えを聞いても難しい顔のままで、口の端を歪めてフイッと視線を逸らした。

「ふん、まあそうだろうな。お前、〝王子様〟とか〝おとぎ話〟とか好きそうだもんな。俺には、バカバカしく思える」

　皮肉げに漏れた呟きに、私はハッとした。常務の黒い瞳は悲しそうに沈んでいるようにも見えて、さっきの冷たい表情を思い出させる。

「そんなもん、信じてたってなんにもならないだろ」

　私から目を逸らしたままポツリと落とされた言葉は、自分自身に言い聞かせようとしているみたいに聞こえた。

　もしかしたら常務は、野本さんがしてくれたリボンのモチーフの話も、同じような気持ちで聞いていたのかな。まるで、運命を感じる相手やおとぎ話のような恋を信じたいと思う自分を、否定しているみたい。

　常務は、私がじっと見つめているのに気がつくと、バツの悪そうな顔をして、つい漏らしてしまった言葉をごまかすように黒い髪の間に指を差し入れた。

「あー、ほら。たとえば、ここで結婚式を挙げて喜ぶ人の顔がいまいち思い浮かばないんだよ」

　常務は明らかに話を逸らそうとしていたけど、本来こちらが本題なのだし、その疑問も常務の本音だと思ったから、私は「うーん」と頭を捻ってみる。

　もちろん、おとぎ話に憧れる私は、こんな素敵な会場で結婚式ができたら最高に嬉しいと思う。でもそれは、きっとそういうタイプの女の子に限ったことではないというか……。

「あの、確かに私、おとぎ話に出てくる王子様に対する憧れが強いと思います。でも、それとこれとはちょっと違う気が……」

　常務は片方の眉を器用に上げながら、おずおずと話しはじめる私を見た。

　真摯な態度とは程遠いけど、それでも私の話を聞こうとしてくれているように見えて、私は胸の前で両手をキュッと握りしめた。

「その……結婚する相手って、〝たったひとりの王子様〟なんです。カッコよくなくても、お金がなくても、この人となら幸せになれると思うから、結婚するんだと思うんです。だから、どんな女の人でも、結婚式を挙げているときはお姫様になれるっていうか。ここはそんな場所になるんじゃないかなって……」

　話しながら、頬がだんだん熱くなっていくのがわかる。

　うー、なんか恥ずかしいっ！　私なんてまだ二十三歳だし、結婚どころか恋人もいないのに、こんなことを大人の常務に語るのは変だと思う。もしかしたら『そんなの妄想だ』『現実はそれほど甘くない』と笑われるかもしれない。

　でも、私はずーっと信じてきた。いつか赤い糸で結ばれた私だけの王子様と出会って、彼だけのお姫様になることを。

　きっとそんなふうに願っている女の子はたくさんいると思う。だから、その思いをちゃんと常務に伝えたい。

「だから、えーっと、いわゆる〝白馬の王子様〟が迎えに来てくれることを夢見てるわけじゃなくて、自分だけの王子様だと思える相手と恋に落ちることを夢に見てるんです」

　私は常務のえんじ色のネクタイを見つめたまま、なんとかそこまで言い切って、それでも収まらない恥ずかしさにギューッと目をつぶった。

　はうー！　なによ、この羞恥プレイ。なんで私、こんな話を常務に熱く語ってるの!?

　本当はその場でバタバタと身み悶もだえしたいくらいだったけど、チャペルの沈黙に溶け込んでしまったかのように静かな常務の反応が怖くて、私は目を閉じたままジッとしていた。

　すると、ふいに繊細な指先が私の顎に触れ、クイッと上を向かされる。

　驚いて目を開けると、思いのほか近い距離に、常務の端整なお顔が迫っていた。いやが上にも、私を見つめる漆黒の瞳に引き寄せられる。

　濡れたように光る瞳は、今まで見たこともないほど真剣な色を帯びていて、一定のリズムを刻んでいた心臓が、その瞬間に一拍遅れたような気がする。

　私の顎に添えられた指先はそのままに、常務の親指が少しだけ唇に触れる。

　ゾクリと身体中に電流が駆け巡り、甘い毒に侵されたみたいに目が回る。かあーっと頬が熱くなり、極度の緊張から涙が込み上げてきた。

「お前って、そういうとこあるよな。へっぽこのくせに、俺じゃ考えも及ばない核心をつく。そのたびに俺は、そんなのもいいなって思わされて、それで、どんどんお前のこと……」

　そう言いながら、常務は徐々に顔を近づけてきた。私の視線は、低く魅力的な声を紡ぎ出す、形のいい唇に釘付けになる。

「あの、じょ、常務……」

　ドキドキと大きな心臓の音が聞こえてきて、私の喉から漏れた声はひどく掠かすれて小さく思えた。

　吐息がかかるほど間近に迫った常務の黒い瞳に見つめられるのが耐えられなくなり、私は再びギュッと目をつぶる。すると……。

「ガキみたいなヤツだなって、思うんだ」

「……は？」

　小バカにしたような声につられてパチリと目を開けると、常務はサッと身体を離して腕を組み、仁王立ちの姿勢になった。片方の眉を上げ、キレイな瞳にも形のいい唇にも意地悪そうな雰囲気を宿して、ニヤリと笑う。

「ここに来たときからキャアキャア騒いで、大階段をのぼれるってだけでアホみたいに興奮するし。へっぽこ秘書は健在だな」

「なっ!?　べ、別にへっぽこは関係ないじゃないですか！」

「そうか？　バカがだだ漏れだったぞ」

　常務はフンッと鼻で笑い、ひとりでスタスタとバージンロードを戻っていく。

　ムキーッ！　はいはい、わかりましたよ。こんな意地悪で子どもっぽい常務なんかに一瞬でもポーッとなった私がバカでした！　だいたい、ガキみたいなのはどっちだー!!

　私がプリプリしながら常務の後をついていくと、チャペルの出口で常務がふいに振り返った。

　頬を膨らませたまま見上げると、常務は思いがけず、目尻を下げた優しい表情で笑った。

　私は驚いて、ほっぺたに溜めた空気をぷしゅーっと抜く。

「だけど、そうだな……もしも俺にも、本当の自分をまっすぐに愛してくれるお前のような女がいるなら、ソイツがいつまでも夢を見ていられるように大事に守ってやりたいと思う」

　常務はどこか嬉しそうに告げると、またクルリと振り返って、小さなトンネルの中へと入っていった。

　私はボケーッとその後ろ姿を見つめて、しばらく動けなかった。ヘナヘナと力が抜けそうになる。

　まったく、子どもっぽいのはどっちなんだ、と今度こそ本気で思う。

　あんな無邪気な笑顔で、突然なにを言いだすのかと思った。

　私はさっきよりずっと激しく暴れ回る心臓をなんとか落ち着けて、フラフラする足で常務の後を追った。そして私は気がついた。

　王子様のような優しい顔でも、私をからかう意地悪な顔でもない。あれが初めて見た、本当に本当に飾らない常務そのものなんだ。

　そして厄介なことに、私にはその常務こそ、これまでに見てきたどの彼よりもいちばんキラキラして見えた。そして、できることならもう一度見せてほしいと思ってしまった。




　翌日の午後。

　常務が昨日、アジュールでウエディング会場を中心に視察したのは、これから行われる会談のためだった。

「コーヒーふたつに、砂糖とミルクとシロップ。スプーンも準備オーケー」

　私はひとり、給湯室の中で、用意したコーヒーセットに足りないものはないか最終確認をしていた。

　会談の相手は、東堂蘇す芳おうという方で、『東とう堂どう銀ぎん行こう』の元頭取。現在は東堂グループの会長で、プレジの東堂社長のお父様でもある。

　常務はアジュールでのウエディングプランに関して、今日の会談でどうしても話をつけたいことがあるらしい。

　私の代わりに葉月さんがエントランスまでお迎えに行ってくれたので、そろそろ会談もはじまる頃だろう。

　私はコーヒーセットをお盆に乗せながら、今朝の常務の言葉を思い出した。

　ニヤリと意地悪く笑った表情付きで、子どもに言い聞かせるみたいに、イヤミなほどゆっくりしゃべる常務の声が、頭の中で自動再生される。

『いいか、コーヒーを淹れて、お盆に乗せて運び、こぼさないようにテーブルに置くんだ。へっぽこ秘書のお前にはちょっと難しいか？』

　あれは絶対、私がコーヒーをこぼしてしまったときのことを暗にからかったんだ。

「フンッ！　常務ってば、へっぽこへっぽこって私のことバカにして。もうあんな失敗しませんよーだ」

　想像の中で数倍憎たらしくなった常務にべーっと舌を出し、決してこぼさないと誓いながらお盆を手に給湯室を出た。

　写真で見た東堂会長は、薄い肉付きの頬が精悍な顔つきのおじさんで、鋭い瞳に厳しさをたたえていた。東堂銀行の元頭取だけあって、現在でも経済界では要人中の要人なんだとか。

　だから応接室のドアをノックするときには、さすがに緊張して三回ほど深呼吸が必要だった。

「はい、どうぞ」

　思ったより大きく響いてしまったノックの音に私がビクリと肩を揺らすと、中から常務の柔らかな声が応えてくれた。

　悔しいけど、耳によく馴な染じんだその声に少しだけ肩の力が抜ける。

「失礼します」

　ドアを開けて、しっかりとお辞儀をした。

　どうか常務の秘書はへっぽこな使えないヤツだなんて思われませんように……。

　心の中で祈りながら、頭を上げる。

　応接室の中は空調によって適度な温度に管理されていて、壁一面の大きな窓からたくさんの光が取り入れられていた。

「……え？　あれ？」

　私は目の前の光景に首を傾げた。

　ローテーブルの周りには、高級そうな黒いソファが三つ置かれている。

　私から見て正面の小さなひとりがけのソファには、いつも通り王子様モードの微笑みを浮かべた常務。だけど、右側のふたりがけのソファに座っている人は……。

「あ、あのぉ……」

　私はそのソファに座る人物にそろそろと近づいて、そっと声をかけた。

　常務が私の行動に驚き、ギョッとした顔で私を見ている。

　あ、その顔、ちょっと素になってますよ。

「ん？　君は……」

　ソファに腰かけていた男性が私の声に反応して、振り返る。

　その男性はふくよかで恰かっ幅ぷくのいい身体をダークグレーのスーツに包み、頬にはたぷたぷとお肉が付いている。細められた目は鋭さなんて感じさせず、どこにでもいる優しいおじさんという印象だ。

　この人、東堂会長じゃないんじゃない？　写真とぜーんぜん違うもん。それに、このおじさん……。

「ああ、絵未ちゃんじゃないか！　猫丸の看板娘の！」

　おじさんは私の姿を認めると、つぶらな瞳をキラキラと輝かせて、ぱあっと表情を明るくする。

「キャー、やっぱり！　いつも金曜日にいらっしゃってたおじさんですよね。ふふふ、なにしてるんですか、こんなところで」

「絵未ちゃんこそ、なにしてるんだい。この前行ったら突然辞めたって店長が言ってたから、心配してたんだよ。しかめっ面の親父が出すラーメンじゃ味気ないしね」

　ほらね、ほらね。私の思った通り！

　そのおじさんは、ラーメン猫丸に毎週金曜日の夜に現れる常連さんだった。

　特別たくさんお話しをしたことはなかったけど、お店に来るたびに『絵未ちゃん』と呼んで私に声をかけてくれるし、ラーメンを『おいしいおいしい』と言って食べてくれる素敵なおじさん。たぷたぷと揺れる顎とお腹のお肉がかわいらしくて、いつもニッコリと微笑んでいる彼は、私の中でも大好きなお客さんのひとりだった。

　ちなみに、お気に入りのメニューはとんこつラーメン。トッピングはコーンとバターだった。

「おじさん、なんでこんなところにいるんですか？　今日は東堂会長がいらっしゃるって聞いてたのに……」

「うん、だから、大和くんに呼ばれちゃってね。彼、僕の友だちの息子だし、頼まれると断れない性格なんだよね」

「えっ、葦原会長とお友だちなんですか？」

　なんで？　なんの知り合い？　てゆーか、東堂会長はどこに行ったの？　なんだか全然話が読めないゾ。

「佐倉さん、いいからとりあえず、君もそこに座ってくれるかな？」

　キャピキャピとお話ししながらも、私が不思議に思って「うーん」と唸ると、常務の声が割り入ってきた。

「あっ、す、すみません」

　私はその声にハッとして、お盆をテーブルに置いてから、空いていたもうひとつのふたりがけソファにぽすりと座った。

　ふう、危ない危ない。おじさんは気づいてないだろうけど、常務、ちょっとイライラしてる。

　いつもと同じ優しい声の調子だったけど、私はその中に少しだけ素の常務を感じ取った。

「紹介します。こちら、僕の秘書の佐倉です」

　常務が私のほうに右手を差し出して、おじさんに改めて紹介するので、それに合わせてペコリと頭を下げる。

　そして今度はおじさんのほうに左手を差し出し、私に向かって怖いほどキラキラさせた笑顔を向けた。

　いや、この笑顔はギラギラと言ったほうがいいかもしれない。『とにかくお前は黙ってろ』と、テレパシーで繋がったかのようにヒシヒシと伝わってくる。

「佐倉さん、こちら、東堂グループの東堂蘇芳会長だよ。今日は、アジュールでのウエディングプランの料金に関する相談でご足労いただいた」

「……え？」

　私は常務の言ったことの意味がよくわからなくて、ポカーンと口を開けて常務を見つめ返した。

「ねえ、絵未ちゃんはどう思う？　もっと値段を下げたほうがいいと思うかい？」

　そんな私にお構いなしに、おじさん……いや、常務の言葉を信じるなら、東堂会長が、ニッコリと微笑んで話しかけてくる。

「え？　え？　東堂会長？」

「なんだい、絵未ちゃん」

　私が半信半疑で呼びかけると、事もなげに応えてくれる。

　ちょ、ちょっと、待って。

「ほ、ほんとに？」

「うむ、確かに私が東堂蘇芳だよ」

　え、ええー!?　だって、だって、だって……。

「だって、写真と全然違う！」

「あはは、いやあ、たぶん絵未ちゃんが見た写真、だいぶ若い頃のだと思うよ。ここしばらくは新しい写真を公式には出してないからね」

　ちょっと太っちゃったんだよ、と言いながら、東堂会長はたぷんとした自分のお腹をなでる。

　私がパチパチと瞬きをしながら常務のほうを見ると、彼は黒い瞳の奥で頷きながらこう伝えてきた。

『頼むからおとなしくしてろ』

　私は驚きと混乱のあまり、その視線に素直にコクリと頷く。

　猫丸の店長は、自分のお店にこんな大物が来ていたことを知ってるんだろうか。しかも、ほぼ週一で。

「ところで、絵未ちゃんはどう思う？　大和くんの話では、プランの料金をもっと下げたいということなんだよ。ターゲットを広げて、どんなカップルにも利用してもらえるようにしたいって」

「は、はあ……」

　な、なんでだろう。私の仕事は、コーヒーを淹れてこぼさないようにテーブルに置くだけだったのに。

　なぜか成り行き上、会談に参加してしまっている。

「だけど元はと言えば、ホテルの利用客と同じように少し裕福な層を想定していたし、それだけの料金を設定するだけの価値があるし、コストもかなりかかっている。息子の理久が、これ以上は下げられないと渋るのもよくわかるんだよ」

　東堂会長はぽちゃぽちゃした顎をなでながら、困ったように言った。

「でもね、大和くんの言うこともよくわかる。絵未ちゃんみたいな素直な女の子にも、夢を見ることを忘れてしまった女の子にも、おとぎ話の世界が実在することを見せてあげたい」

　えっ、常務がそんなことを言ったの？　私の言ったこと、『ガキみたい』だなんてバカにしてたのに？

　私が驚いて常務のほうを振り向いても、王子様モードの常務は微笑みの仮面を剥がさず、背筋を伸ばして東堂会長へまっすぐな視線を向けている。

「僕としては正直、どっちでもいいと思うんだよ。大和くんの提案はいいチャレンジだと思うし。プレジはウチの子会社で、息子が社長を務めているから、アイツの肩を持ってやっていたけど……」

　東堂会長は「困った困った」と言って唸り、首を傾げた。

　そして突然、妙案を思いついたみたいに、丸々としたこぶしで手のひらをポンッと打った。

「そうだ！　絵未ちゃんが約束してくれるなら、僕も息子を説得してみせると約束するよ」

「えっ、約束……？」

　はて、と私が首を傾げると、東堂会長は目を三日月型にして、たぷたぷしたお腹をポヨンと叩いた。

「絵未ちゃんが結婚するときは、きっとあそこで式を挙げてよ」

「はい、約束します」

　その提案に即座に答えたのは、私ではなく常務だった。

　ちょっと！　なんで常務が答えるの!?　しかも即答だし。

「え、いや、あ、私、結婚とかまだ全然……」

「いやあ、そっか。大和くんが約束してくれるなら大丈夫か。そうなったら、僕のことも式に呼んでくれるかい？」

　東堂会長は常務の答えにご満悦で、大きな身体を揺すって「ムホホッ」と笑う。

　常務もキラキラオーラを全開にして、これで話はまとまったとばかりに肩の力を抜いて「アハハ」と笑っている。

「え、あの……私の話、聞いてます？」

　ていうか、そんな簡単に決めちゃっていいんですか？

　さっきまで東堂会長は難しい顔で唸っていたし、常務だって朝から厳しい顔つきだった。それに、『今日の会談は長引くかもしれないけど、絶対に頷かせてみせる』と言ってたのに……。

「大丈夫です。きっとすぐに東堂会長にも佐倉の花嫁姿をお見せします」

　常務が有無を言わせぬ笑顔で言い切る。

　そりゃあ、あんな素敵な場所で結婚式を挙げてみたいと思ったのは事実だし、本当にそうなるならすごく嬉しい。だけど私の結婚なんて、いつになるかわからない。そんな適当なことを言っちゃっていいのだろうか。

　ていうか、その約束、私の恋人でもなんでもない常務から取りつけただけで、東堂会長は満足しちゃうの？　そんなのでいいの!?

　言いたいことはいろいろあったけど、どうやら話は常務の望む方向で落ち着いたらしいので、ここはひとまず黙っておくことにした。

　うむ、偉いぞ、絵未。それでこそ、この外面王子の秘書！

「それじゃあ、理久には僕から伝えておくから。今日は絵未ちゃんにも会えたし、楽しかったなあ」

　それから会談はあっさりと終わってしまって、東堂会長はいそいそと立ち上がり、応接室のドアへと向かう。

　私と常務も立ち上がって会長の後に続いたけれど、葦原会長のところに挨あい拶さつをしに行くので、ここから先の見送りは必要ないと言われた。

　東堂会長はドアを開けて廊下に出ると、部屋に残った私と常務を振り返ってニンマリとした。

「ところで絵未ちゃん、もう猫丸に戻る気はないのかい？　絵未ちゃんがいてくれないと寂しいよ」

「え、そうですか？　た、確かに、店長とマルにもずっと会ってないし、私もちょっと寂しいかも……」

　大げさに眉を下げて困った顔をする東堂会長に、私はつい嬉しくなってしまった。

　この会社に就職することになって、ドタバタと辞めてしまったアルバイト。隠れ家みたいなお店の雰囲気や、無口だけど優しい店長、真っ白くてふてぶてしい猫のマル、それから顔見知りになった常連のお客さんたちを懐かしく思い出す。

　早くちゃんとした会社で正社員として働きたいと思っていたけど、四年間アルバイトとして働き続けた猫丸のことは大好きだもん。

　すぐ隣にボスが立っているというのに、東堂会長の言葉につられて、つい猫丸のアルバイトに戻った自分を想像してしまったとき……。

　フワフワと浮気する私の心を繋ぎ止めるように、常務が私の右腕をガシッと掴んで引き寄せた。

「わっ！」

「東堂会長、僕はついこの間、やっと佐倉を見つけてくることができたんです。どうか取り上げないでください」

　常務が心底困ったように懇願すると、東堂会長は目を糸のように細め、声を上げて笑った。

「ははは、そうだろう。絵未ちゃんはいい娘だろう？　猫丸のアイドルを連れ去ったんだから、大事にしてくれよ。それじゃあ、またね」

　もうっ！　常務ってば、王子様モードだとスラスラと調子いいことが言えちゃうんだから。

　私は心の中で文句を言ったけど、『取り上げないで』だなんて、まるで常務が私を側に置いておきたいみたいな言い方で、ついクラクラしてしまう。

　常務が立つ右側の耳がぽわーんと熱を持って、その熱がじわじわと身体中に広がっていく。

　私はかあーっと赤くなった頬を隠すようにペコリと頭を下げて、東堂会長がいなくなるのを見送った。

「まったく、ついこの前までクビにするなって言ってたくせに。俺の側にいながらフラフラするなよ」

　ドアが完全に閉まる音がしても顔を上げられない私の頭上に、常務が呆あきれたように声を落とす。

「じょ、常務だって、本気でクビにするつもりで私に本性見せたくせに……」

　もちろん、さっきの言葉は本心から出たものじゃないとわかっている。それでもドキドキと音を立てる心臓をごまかすように、私はモゴモゴと文句を言い続けた。

「だ、だいたい、私をここへ連れてきてくれたのは夏目さんですよね。それに、常務が私を見つけたんじゃなくて、私が常務の背中に激突し……」

　ぶーぶーと唇を尖とがらせる私の目の前に、一瞬、常務の端整なお顔がどアップで映り込んだ。掴まれたままだった右腕を軽く引かれ、常務の黒い瞳の虹彩の境目までハッキリと見える。

　その瞬間、私を覗のぞき込む常務の形のいい唇が、私の唇から漏れる言葉をそっと塞いで遮った。フニャリと優しく触れて、すぐに離れる。

「俺が、お前を見つけたんだよ。俺はお前を気に入った。もう二度と、見失ったりしない」

　き、気に入ったって……。

「あ、は、はは！　じょ、ジョーダンですよね、ジョーダン。常務が私にキスするなんて、そんなことあるわけないです！」

「なんでだよ」

　私が乾いた笑い声を上げてフイッと常務から目を逸らすと、すかさず不機嫌な声が降ってくる。

　そうそう、これこれ。常務は子どもっぽくて、ちょっと横暴なんだよ。『クビがイヤなら馬車馬のように働け』とか言ったりね、うん。これだってアレだ、常務特有の意地悪だ。

「だ、だって、へっぽこ秘書だし」

「確かにへっぽこなところもあるが、俺のことをいちばんよく見てくれているのも、お前だろ」

「で、でも、常務には釣り合わないし」

「なにがだよ。容姿の話なら心配いらないぞ、俺は充分かわいいと思ってる」

「あ、う……でも、王子様が好きだし」

「だけどお前は、本当の俺をあっさり受け入れた」

　グルグルと頭が混乱する。

　常務はなにを言っているの？　それって、つまり、その、まさか私のこと……。いや、ないないない。そんなはずない。期待するな！　思い上がるな絵未！

　私はパクパクと口を動かすだけで、もう言葉が出てこない。

「あの、で、でも、えっと……」

　じょ、常務、私のこと『かわいい』って言ったよね。王子様モードでもないのに。…待って。そもそも、その前に私にキスした！　昨日は『ガキみたい』とか言ったくせに。

　ブルブル震えて今にも卒倒しそうな私の隣で、常務が大きなため息をついた。

「もういい。お前の頭はちょっと鈍いようだから、先に身体に教えてやる」

　そう宣言すると、私の腕を掴んでいた右腕で、熱に浮かされてフラフラな私の身体を操り、側にあった壁に思いの外優しく押しつける。

　常務の身体に視界を遮られ、腕の中に閉じ込められて、逃げ場を失う。驚いて、つい常務の顔を見上げてしまった。

　目が合ってしまえば、もうごまかせない。黒い瞳に吸い込まれ、息の仕方も忘れてしまう。

　私、この人にドキドキしてる。

「王子様だと思える相手と恋に落ちたいんだろ？　じゃあ、俺のとこに落ちてこいよ」

　呪文のような言葉を前に目を閉じることすらできない私に、常務はもう一度キスをした。

　今度は私に文句を言う隙も与えず、隙間を埋め尽くすようにしっかりと唇を合わせる。柔らかな唇になぞられ、食まれ、これが初めてのキスでもないのに、どうやって息をしたらいいのかわからなくなる。

「ひゃっ……んっ……！」

　熱い舌にペロリと舐なめられ、驚いて唇を開けば、その間に滑り込み、奥に縮こまった私の舌を見つけ出して捕まえる。絡め取り、翻弄する。

　思わず唇の間から吐息を漏らしてしまうと、それに煽あおられたように常務のキスはどんどん甘く激しくなっていく。

　足がフラフラして涙目になり、壁に身体を預けても立っていられない。

　常務は私の腰に腕を回し、ずるずると落ちていく私の身体をそっと支えながら、絶え間なくキスを降り注ぐ。

　完全に床に座り込んだ私に覆いかぶさるようにキスを続け、恐らく真っ赤になっているであろう私の顔を見て、黒い瞳が満足そうに笑った。

「ぷはっ……！」

　やっとキスから解放されても、私の視線は絡め取られたままで、その漆黒から目を離せない。

　常務の繊細な指先が、私の熱い頬をそっとなでた。

「身体のほうは優秀だな。どうやらすぐに理解したらしい」

　息を乱す私とは対照的に、不敵に笑う常務は髪の毛ひと筋乱れていない。

　ネクタイの結び目が少し緩くなっていて、そこから覗く男性らしい首元がとんでもなく色気を放っているように見えたせいで、私の胸がキューッと締めつけられる。

「いい顔だ。俺だけのものにしたい」

　耳元で低く囁かれた甘い声に、私の肩はピクリと跳ね上がる。

　常務はその反応にご満悦の様子で目を細め、身体を離してネクタイを直し、まだ放心状態の私を残してスタスタと部屋を出ていった。

　ああ、なんてこと。キスを、してしまった。

　おとぎ話に出てくる憧れの王子様が、いつか私を迎えに来てくれることをずーっと夢に見ていた。それなのに……。

　私は、王子様ではない人に恋をした。

　私にだけ見せてくれる本当の常務に惹ひかれているだなんて、今の今まで気がつかなかった。

　常務が素を見せてくれるのを嬉しいと思うのは秘書として認められた気がするからで、たまにドキッとしちゃうのはその姿が珍しいからなんだって、そう思い込んでいたのに。

　常務のキスは、私が無意識に封じ込めていた気持ちを探し当て、引っぱり出して、いつまでもおとぎ話の夢に浸ろうとする私を目覚めさせた。

　同時に、あのキスからはじまる、めくるめく甘い恋の予感が、私の心を震わせる。

　果たしてそのキスは、夢のはじまりか、それとも夢の覚める合図か。

　クラクラするほどのキスの余韻を感じながら、私はそっと目を閉じた。







第二章　恋するシンデレラ










王子様の好きな人




　金曜日の夜。

　私は王子様にエスコートされ、華やかなパーティーの只ただ中なかにいた。

「やあ、久しぶりだね、大和くん。ちょっと見ないうちに立派になったな」

「おやおや、大和くんじゃないか！　取締役になったんだって？　葦原会長に厳しく指導されているかい？」

「まあ、大和さん！　父がいつもあなたの話をするのよ、今度ウチの屋敷にも遊びにいらして」

　すれ違う人はみんな王子様に声をかけ、ひとしきり話し込んでから、こう言うのだ。

「ところで、お隣の女性は？　見ない顔だね」

　そうして彼の隣でたくさんの人の注目を浴びるたび、私は引きつった頬で精一杯、愛想よく見えるように微笑むしかない。

　もう、常務ってば、なんで私をこんなところに連れてきたのー!?

　事の発端は、今日の午前中。常務とキスをした日から数えて三日が経っていた。

　あれからというもの、常務のいないところではあのキスの意味を考えてしまうし、常務が側にいれば、ドキドキと派手な音を立てる心臓を無視して秘書として振る舞うのに必死だし、とにかく寝ても覚めても私の思考は常務に占拠されていた。

　一方彼は、キスの翌日からまるでなにもなかったみたいに爽やかな笑顔で「佐倉さん、おはよう」と微笑みかけてきて、それ以降も、ずっと落ち着かない私を知らんぷりだ。

　ふーんだ。常務は普段から素を隠しているから、キスなんてしてませんって顔をするのも、朝飯前なんでしょ。……もしくは、本当になんとも思っていないとか。

　そう考えると怖くなる。

　もし常務がこのままキスをなかったことにしたいのなら、私はどうすればいいんだろう。

　何事もなかったように振る舞う常務の態度にグルグルと悩まされて、ふたりきりになっても、なかなか知りたいことを聞けずにいた。

　そんな私に今朝、常務は例の時間外勤務を言い渡した。『秘書として、あるパーティーに同行してほしい』と。

「僕の秘書の佐倉です、小お幡ばた社長。素敵な女性でしょう？」

　常務は、私にはとても真似できない完璧な王子様スマイルで、もう何度目かの紹介を繰り返す。

「秘書！　こりゃまた、べっぴんさんを選んだなあ。かわいらしい人を連れているから、恋人かと思ったよ」

「いえ、残念ながらまだ恋人ではないんです」

「そうかそうか、『まだ』か！　こりゃ楽しみだなあ」

　小幡社長は口を大きく開けて「カッカッカ」と笑い、常務の肩をガシッと掴んで揺さぶる。

　もっ、もうやめてー！　みんなお世辞ばっかり。こんなキラキラ王子の隣にいて、私がかわいらしく見えるもんですか。私なんて、せいぜい〝侍女その四〟くらいなもんですよ！

　だいたい常務も、私にキスをするだけしてほったらかしのくせに、なんでそんな期待させるような言い方するのかな。常務はほんのリップサービスのつもりかもしれないけど、いちいちドキドキして振り回されるこっちの身にもなってよ！

　小幡社長がその場を離れてふたりきりになった隙に、私はムスッとむくれて不満を漏らした。

「常務、ここはとても私のような庶民が来るところだとは思えません。というか、帰りたいです」

　もし私が亀なら、縮こまって、手も足も首も甲羅の中に押し込めているところだ。

　そんな私に、今日も惜しげもなくキラキラオーラを振りまくのは、私のボス。キョトンと目を丸くした後、まぶしくなるほど甘い笑顔で私に囁いた。

「なに言ってるの。君は僕の秘書なんだし、今夜はとてもキレイだよ。だからまだ帰しません」

　ああ、これはつまり『わがまま言うな、へっぽこ秘書のくせに。まだ帰すわけないだろ』ってことだ。

　今、私は、常務に連れられて、葦原家の別邸とも言える『帝てい国こく葦あし原はら館かん』の周年記念パーティーに来ていた。

　帝国葦原館には、広々とした英国式の庭園をはじめ、大きなコンサートホールに、たくさんの部屋をもつ宿泊棟、それからプールまであった。

　こんなに大きくて立派な建物が葦原家の〝別邸〟だなんて、本邸はどれだけすごいんだと思ったけれど、『本邸は大したことないよ。別邸だからって、なんでもかんでも好きなものをここに詰め込んだんだ』と常務は言っていた。

　そして地味なグレーのスーツ（普通に仕事着だもん！）のまま、ここへ連れてこられた私は、控え室のようなところに押し込まれ、知らないお姉様方に着せ替え人形の如くドレスを取っ替え引っ替え着せられて、常務が迎えに来てくれたことでやっと解放された。

「よく似合ってるよ、そのドレス。佐倉さんには明るい色が似合うと思ってたけど、そういうのもいいね」

　着せ替え人形状態の私を常務が迎えに来たとき、たまたま着ていたのがこのドレスだった。

　群青色の鮮やかなミニドレス。シンプルなＡラインのビスチェドレスで、左の腰元についた大きなリボンと、そこから広がるドレープが、深い青色をさらに美しく見せている。

　髪も緩くアップにされ、お化粧も直された私だけど、左の足首に着けていたアンクレットだけは「センスいいわね」と言われ、生き残った。

　そして常務はと言えば、まさに王子様かと見まごうほどの立派な燕えん尾び服ふく姿だった。

　ジャケットは遊び心のあるミッドナイトブルーで、細身のスラックスが長い脚を際立たせ、白い蝶ちょうネクタイもびっくりするほど似合っている。いつもより丁寧にセットされた黒髪も、ライトを浴びてキラキラと輝く黒い瞳も、会場中の視線を釘付けにする。

　パーティーのメイン会場となっているこの舞踏ホールでも、常務は誰よりも目立っていた。

「うぅー……」

　常務のあまりのまぶしさに思わず両手をかざして目をガードすると、手首を優しく掴まれて引き寄せられた。

「キャア！」

「佐倉さん、『シンデレラ』って知ってる？」

　慣れないピンヒールによろめいた私をふわりと抱き止め、さり気なく左手を腰に当てる常務。

　す、スマートすぎる……。

　近すぎる距離におろおろするのは私だけで、常務はこんなの慣れっこなんだ。そう、だからあの日のキスにおろおろするのも私だけで、常務はちっとも気にする素振りを見せない。あんなのは蚊に刺された程度だとか思ってるんでしょ。いや、刺されたのは私だけど。

「知ってますよ、そのくらい。灰かぶり姫のことですよね、ガラスの靴の」

「違うよ、そのシンデレラじゃなくて……」

　ちょうどそのとき、私たちのところに銀のお盆を持ったウエイターさんがやってきて、常務が小さなグラスを受け取った。

「これが『シンデレラ』。ノンアルコールのカクテルだよ」

　そう言って差し出されたグラスの中身はオレンジ色で、さくらんぼがひとつ添えてある。

　反射的に手にすると、王子様常務は黒い瞳で私を見つめながら、「飲んでごらん」と言った。

「お、おいしい……」

　ひと口含んだ瞬間に甘い味が広がって、緊張と場違いな気まずさに固まりかけた私の頬を、自然と緩ませる。

「シンデレラは、オレンジとレモンとパインのジュースをシェークして作ってるんだ」

「へえ……」

　なんだ、ジュースばっかりじゃん。本当は甘党の常務のほうが、これを飲みたいんだろうなあ。

　そう思った私は、ただ単に、常務にもこの甘さを分けてあげたいと思った。

「常務もひと口飲んでみますか？」

　見上げた先の常務は一瞬目を丸くして驚いた顔をすると、ほんの少しだけ苦い顔になった。しかし、その表情もすぐに引っ込めて、私の腰に回していた腕を離すと、サッと距離を空ける。

「いや、それは君のために頼んだものだから。今日の君はまさにシンデレラだろ？」

　あれ、さっき一瞬だけ素の常務になったような気がしたのに……。

　常務はもう完璧にキラキラオーラの王子様で、私はちょっとだけ惜しい気持ちになる。

　それから私は、常務にエスコートされながら、いろいろな人にペコペコと頭を下げた。ときどきニュースで見るような人にも会ったし、私の知らない人も、肩書きを聞けば皆一様に、ド偉い方々だった。

　途中で夏目さんが常務を探しに来た。常務は会場のどこかにいる葦原会長に呼ばれたようで、しばらく側を離れる。

　代わりに私の元に残ってくれた夏目さんは、彫りの深い目元と、その奥で強く光る焦げ茶色の瞳が相変わらず印象的で、やっぱり刑事ドラマに出てきそうな佇まいだ。

　だけどその瞳も、常務に向けられるときは、うんと柔らかくなる。

　常務が十歳の頃から知っているわけだし、お兄さんのような気持ちなのかも。

　夏目さんとは、もちろん社内でも顔を合わせるのだけど、落ち着いて話をするのはあの日の猫丸以来だった。

「どうですか。彼の秘書には、だいぶ慣れましたか？　歓迎会のひとつもできなくて申し訳ない」

　夏目さんは、鋭い瞳にほんの少し気遣わしげな色を浮かべて、私の顔を覗き込む。

「いえいえ、いいんですよ、そんな……。みなさん、お忙しいですもん」

　私は慌てて首を振った。

　あそこで働いていれば、秘書室のみんながどれだけ忙しいかなんて、すぐにわかる。それでもみんな、右も左もわからない私をいろいろと気遣ってくれている。

　だけどひとつだけ、仕事以外で夏目さんとゆっくり話す機会があれば、聞いてみたいと思っていたことがあった。

「あの……夏目さんは、どうして私を常務の秘書にしたんですか？」

　いつだったか常務がその話をしてから、ずっと気になっていた。

　常務はそれを『くだらない理由』と言ったけど、私には見当もつかない。だって常務と初めて会った夜、私はお酒に酔ってフラフラで、彼に激突しちゃったような女で、まして夏目さんのことなんて覚えてもいないほどだったのに。

「うーん、そうですねえ……」

　夏目さんは眉を寄せて困ったように唸り、着飾った人々で溢れかえる会場をぐるりと見渡した。

「私が大学卒業後、葦原に就職してから数年が経ち、会長の第二秘書として秘書室に配属された頃、常務はまだ十歳でした。こういったパーティーがあれば、彼のお守りをするのは私の役目でしてね」

　夏目さんは、賑わう会場の中に幼い頃の常務を探すかのように目を細めた。

「私が思うには、彼は裏表が激しいというより、心を許せる人間が極端に少ないんですよ。葦原家のひとり息子としての責任も感じていたでしょうし、会長の奥様が亡くなられてからは、いっそう……」

「え……？」

　常務のお母様が亡くなっている……？

　初めて聞く話に私が目を丸くしてピシッと固まると、夏目さんは私と目を合わせてゆっくりと頷く。

「常務のお母上である満み咲さきさんが病で亡くなられたのは、常務が大学生の頃ですから、もう十年ほど前のことです。それ以来、彼はあの小難しい性格に磨きをかけたわけですよ。常務は幼い頃から、お忙しい会長よりお母様とのほうが仲がよろしかったですから」

「はあ……」

　小難しい、だろうか。確かに裏表のギャップはかなり激しいし、初めて知ったときは驚いたけど、それを難しいと思ったことはなかった。

　むしろ私は、憧れの王子様みたいだった彼より、本当の常務のほうに惹かれてしまったわけで……。

　夏目さんの言葉につい首を傾げた私を見て、彼は何度か瞬きを繰り返す。それから、とっても嬉しそうに目を細めて笑った。

「……なるほど、そうですか。彼の性格をそこまであっさり受け入れているなら、私の見立ても間違っていなかったということですね」

「え？」

　すると夏目さんはそっと顔を近づけて、内緒話をするように、指先でちょいちょいと私を呼び寄せる。

　それにつられてフラフラと耳を寄せると、彼はなにか重大なヒントを与えるかのように、随分と低く声を落として言った。

「私があなたを秘書として選んだのは、あなたならきっと、あの常務とうまく付き合っていけると思ったからです。そして常務も、いつか絶対にあなたには心を許すと思っていました。そうですね、その根拠は……」

　そこで夏目さんは、次の言葉を探すようにパチパチと瞬きをした。そして興味津々で話の続きを待つ私と目が合うと、猫丸で会った日にも見せた、いたずらを企むような人の悪い顔でニッと笑った。

「今は、秘密ということにしておきましょう」

「ええ!?」

　な、なんでー？　すごく気になる。というか、その根拠こそが知りたかったことなのに！

「常務には、そんなくだらない理由であなたを秘書にするなんて、と怒られましたしね。まあ、もし必要であればあなたも知るときが来るでしょうし、知らないままでも、それはそれでいいと思いますよ」

「そ、そんなぁ……」

　私ががっくりと肩を落とすのを、夏目さんは涼しい顔で笑って見ている。その表情を見る限り、お願いしても簡単には教えてくれなそうだ。

　うぅ、でもやっぱり気になる。それに夏目さんとこんなふうにふたりきりでゆっくり話ができる機会なんて、次はいつになるかわからない。

　ただでさえ、なにを考えているのかわからない常務の態度に振り回されているのに、これ以上モヤモヤを増やしていいの？　いやいや、そんなの耐えられない！

　私はグッと決意すると、夏目さんの意志の強そうな瞳を真剣に見つめて、必死にすがりつく。

「あの、お願いです。私、どうしても……」

　驚いたように目を丸くした夏目さんにはお構いなしに、私が彼の両手をギュッと握って懇願しようとしたとき……。

「ごめん佐倉さん、お待たせ。疲れただろ？　ちょっと休憩しようか」

　後ろから力強い腕がウエストに回され、すぐ近くにあった夏目さんの顔がグンッと離れていった。

　突然引き寄せられてよろけた身体は、硬い胸に受け止められる。慌てて顔を上げると、ムダにキラキラした常務が真上から私を見下ろしていた。

「あっ、じょ、常務……！」

「うん、疲れたよね。わかってる。早く行こう」

　常務はお腹に回していた腕をそのまま私の腰にスライドさせ、有無を言わせずホールの出口に向かって歩きだす。

「じゃあ夏目、ちょっと抜けるから」

　常務は口角をキュッと上げて笑顔のような表情を浮かべたけど、漆黒の瞳は鋭さを帯びて、夏目さんを威圧しているみたいだった。

　ひゃあ、なんで怒ってるの？　抜けるってことは、ふたりきりになるってこと？

　久しぶりのお怒り常務の降臨にブルブル震える私とは対照的に、夏目さんは余裕の表情でひらひらと手を振って、常務に連行される私を見送った。

　常務はたくさんの人を掻き分けながら、ずんずん進んでいく。

　広いホール内はタキシードで正装した男性がほとんどで、色とりどりのドレスや着物で着飾った女性を、それぞれがエスコートし、話に花を咲かせている。そんな談笑する人々の間を縫って会場を突っ切り、廊下に足を踏み入れかけたとき……。

「大和！」

　名前を呼ばれた常務は、その声に反応して足を止めた。

　この会場に来て初めて、常務のことを呼び捨てにする女の人の声を聞いた。

　そもそも、常務を呼び捨てにする人を、私はあまり見たことがない。常務はすごくモテるし、一緒に歩けば女の人の視線をヒシヒシと感じるし、ファンのような女性もたくさんいるけれど、王子様常務はそのすべてに丁寧に対応しつつも適度な距離を保っている。

　だから、特に常務の女性関係を激しいと感じたことはなかったし、こんなふうに彼を呼び捨てにする女の人と対面したこともなかった。

　常務が私の腰に手を添えたままクルリと身体の向きを変えるから、そのまま私もそちらを向かされる。

　思わずギュッと目をつぶってしまった。

　くうっ……！　どうしよう。常務のことを親しげに呼び捨てできる女性ってだけで、目にする前からモヤモヤしたものを感じてしまう。

「小こ鞠まりじゃないか！　久しぶりだなあ」

　だけど彼があまりに嬉しそうな声を出すから、つい気になってしまい、そっと目を開けてみた。

「……大和、その人だれ？」

　目の前の女性は腕を組んで、品定めでもするように私をじーっと見ていた。

　どひゃあ、キレイな人……！

　その女性は、漆黒の髪と、同じ色の黒目がちな猫のような瞳を持ち、雪のように白い肌をしている。長い髪を片方にまとめて下ろし、細くて長いしなやかな手足で着こなす上質な黒ドレスの胸元からは、華奢な鎖骨が覗いている。背はそんな高いほうではなく、細身ながら柔らかそうな、女性らしい身体つきをしていた。

　目の前の美女に圧倒された私は、じりじりとその場を退散して、潔く常務の隣を譲りたいくらい弱気になった。

　しかし常務はそれを許してくれず、私の腰をさらに引き寄せ、キレイな女の人の容赦ない視線に私を晒す。

「佐倉絵未さんだよ。俺の秘書」

　声を弾ませて私を紹介する常務。その口調や隣から感じる空気で、この人に対してはあまり気兼ねがないのかな、と思った。

　小鞠と呼ばれた女の人は、まだ少し幼さが残り、高校生くらいにも見える。目を細めて私のつま先から頭のてっぺんまでをじっくり観察し、もう一度足元まで視線を戻した。

「……アンクレットは素敵だね。大和が用意したの？」

「いや。ドレスは貸したものだけど、それは彼女の私物」

　私は女性の反応に、常務の隣にいるべき女性の身なりとして、一応合格点をもらえたのかなあ、とホッとする。同時に、ウキウキと応えた常務が、このアンクレットが私の物だと知っていたことに少しだけ驚いた。

　今の常務は、なんていうか、ニュートラルな感じだと思う。

　完璧に繕った仮面を被っているわけではないけど、ここはまだ人の目があるところ。それでも常務の黒い瞳はキラキラと無邪気に輝き、ただ純粋に、この女性と会えたことを喜んでいるみたい。

　そうか、こういうキラキラ王子モードもあるのか……。

「小鞠は、またキレイになったな。若い頃のお母さんにそっくりだよ」

「ありがとう」

　彼女は嬉しそうに微笑み返す。

　常務は隣に立つ私に視線を落とし、とっても大切な宝物箱の蓋を開けるかのように、彼女のことを紹介してくれた。

「佐倉さん、彼女は東堂小鞠さん。先日お会いした東堂会長の娘さんで、まだ中学生なんだ」

「えっ、ええぇー!?」

　ウソ。娘さん!?　しかも中学生なのー!?

　あまりにびっくりして、つい大きな声を出してしまい、慌てて口を閉じる。

　常務はいたずらの成功を喜ぶみたいにニコニコと笑っている。

　そんな私たちのやり取りを見ていた彼女は、組んでいた細い腕を解き、腰に当てて、ツンと顎を上げてみせた。

「娘といっても、私は後妻との間の子どもだから。お兄ちゃんとは十八歳離れてるの」

「小鞠のお母さんは葦原家の血筋だから、俺と小鞠は遠い親戚なんだ」

　そ、そうなんだ……。つまり親戚関係でもあるから、アジュールに入ったブライダル会社が葦原の関連会社じゃなくて、東堂グループの子会社だったんだ。

　目の前にいる小鞠ちゃんは、儚はかなげな見た目と強気な瞳が相まって、不思議な甘い魅力を作り出している。突き放されているみたいなのに、どこか放っておけないと思わされる。

　赤いハイヒールとお揃いの口紅が、彼女をさらに大人びて見せていて、なんだか妙にドキドキしてしまった。

　とっても上品で育ちのいい、赤い首輪をつけた黒猫みたい。

「大和、その人のこと、好きなの？」

　私が小鞠ちゃんの美少女っぷりに圧倒されていると、彼女はその猫のような瞳で常務をまっすぐに見つめ、ものすごい率直さで尋ねた。

　あまりにも唐突な質問に、私ができた反応はパチパチと三回瞬きをすることだけだった。隣に立つ常務も、キョトンとしているのが雰囲気でわかる。

　だけど小鞠ちゃんは至って真剣な様子で、探るような眼差しでただ常務のことをジッと見ていた。

「好きだよ」

　沈黙の上に優しく舞い降りた、低くとろけるような常務の声。

　肌を突き破りそうなほどに心臓が飛び上がり、私はギョッとして常務の横顔を見た。

　まさか今、『好きだよ』って言った？

　それは、三日前のあのキスの後から私が心のどこかでずっと欲していた言葉なのに、どう受け取っていいのかわからなくて、頭がついていかない。

「彼女はすごくかわいらしいし、健気に仕事をがんばってくれるし、とてもいい秘書と巡り会えたと思ってるよ。東堂会長や夏目のように、俺を支えてくれる人はみんな好きだ。もちろん、小鞠のこともね」

　で、ででで、ですよね！　好きって、そういう意味ですよね。人間として、みたいな！

　私はドタバタと暴れ回る心臓をおとなしくさせるために、意味もなく頷きながら自分にそう言い聞かせ、いつのまにか止まっていた呼吸を再開させる。

　そうだよ。常務なんて、あのキスの意味を教えてくれるどころか、まるで何事もなかったことにしたいように見えるくらい、無反応なのに。突然こんなところで、恋愛的な意味で『好き』だなんて、言うわけないじゃん。そうとわかっているのに、私はひとりでバカみたいにあたふたしてしまった。

　小鞠ちゃんもまったく、いきなりなにを言いだすのかと思ったよ。きっと彼女は私なんかよりもずっと、女の人にモテモテの常務を知っているだろうに。私みたいな平凡以下のへっぽこ秘書を、この人が好きになるなんて、あるわけないよ。

　ああ、なんだか悲しくなってきた。まったく常務ってば、本当になんで私にキスなんてしたんだろう。

　ひとりで勝手に落ち込む私をよそに、ニコニコと上機嫌な顔を崩さない常務と真剣な表情の小鞠ちゃんは、言葉を発することなく、ジッと視線だけを交えていた。

「……フンッ、ウソばっかり」

　最初にその沈黙を破ったのは、小鞠ちゃんの不満そうな声。拗ねたように常務を睨にらんで、唇を尖らせている。

　あ、そうなんです。よくわかったね、それウソだよ。この人、私のこと『へっぽこ秘書』とか言うんだよ。秘書としてでさえ、常務が私をよく思ってくれているかどうか微妙なところだ。

「まあ別に、私はそれならそれでいいんだけど」

　小鞠ちゃんは不機嫌そうに言って、私たちにクルリと背を向ける。

「ひとりで大丈夫か？　変な男について行くなよ」

　心配性な兄のように、常務がその華奢な背中に声をかけると、小鞠ちゃんは歩きながら肩越しに半分だけ振り返って手を振った。

「大丈夫、今日はお兄ちゃんがいるから。あの人の過保護っぷりは知ってるでしょ？　逃げてくるの大変だったんだから、会っても私のこと教えないでね」

　黒猫のようにしなやかで上品な後ろ姿は、するりするりと人の波を掻かき分け、賑わうパーティー会場の中ですぐに見えなくなった。

　私は小鞠ちゃんの姿が見えなくなったあたりを、呆あっ気けにとられながらしばらく眺めていた。

　すごい子だったな……。

　強気で、ちょっとツンとしてて、びっくりするほどキレイな女の子。それなのにどこか危なっかしく儚げな雰囲気があって、抗えない魅力がある。今日のパーティーで会った女の人の中でも、特別印象的な子だった。

「行くか」

　小さな声で常務が私を促して、私たちは今度こそ賑やかなパーティー会場から抜け出した。




　常務が私を連れてきたのは、舞踏ホールからは少し離れた場所にある、立派な英国式の庭園だった。季節の草花が生い茂り、どこからか水の流れる音が聞こえてくる。

　小さな橋を渡ると、花々に覆われたアーチが現れ、その奥には噴水と、白い八角形のおしゃれなガゼボがあった。風に吹かれて囁く木々が丸く囲むその空間には、柔らかな月明かりが降り注いでいる。

　私は噴水の前に佇み、星空を映して輝く水面を眺めた。水が星を打つたびに、波を作って夜空を揺らす。その幻想的な光景に、思わずため息を漏らした。

「お前もこっちへ来いよ」

　ガゼボの中のベンチに座り、くつろいだ様子の常務に声をかけられた。

　そのあまりに呑のん気きな声に、どうせあの日のキスの意味に悩んだり、ふたりきりになればドキドキしたりして、振り回されているのは私だけなんだと、沸々と怒りすら湧いてくる。それなのに私は結局、素直にその声に従ってしまう。

　変なの。本当の常務の声で紡がれる言葉はすべて、魔力を持った呪文みたいだ。

「あ？　なに怒ってんだよ。しかも遠いだろ」

　頬を膨らませながら、これ見よがしに距離を空けて座った私に、常務が不満そうな視線を寄越す。

　そこで私は、以前と同じ既視感に囚われた。

　月明かりの下で私を映す黒い瞳を、前にも見たことがあるような気がする。

「ほら」

「わっ！」

　漆黒の瞳に油断してしまった私は、常務に強引に手を引かれ、勢い余ってその胸の中にダイブしてしまった。

「ほーう、大胆だな」

　常務は片方の眉を器用に上げて、意地悪く私を見下ろす。

「こ、ここ、これは常務が……！」

　私は自分を囲う腕からもぞもぞと逃れて、熱くなった頬を隠しながら、おとなしく隣に腰を下ろした。全身が心臓になってしまったかのように、身体中がドキドキと脈を打つ。一瞬抱きしめられた身体に、冷めない熱を宿されたみたい。

「お前がムスッとした顔をしてるからだろ。かわいくなくなるから、やめろ」

「すみませんね、かわいくない秘書で！」

「くくく、そうは言ってない」

　常務は楽しそうに目を細め、見てわかるほどに肩の力を抜いている。

　みんなの前でもこの姿でいればいいのにと思う反面、この常務を他の女性にも知られてしまうのは、少しだけもったいないような気もした。

「で、でも、小幡社長は私のこと『かわいらしい』と言ってくださいました！　ちゃんと聞いてました？」

「はあ？　お前こそちゃんと聞いてんのか。俺だって何回も言ってるだろ」

　ムキになる私に、常務は『信じられない』と言いたそうな、呆れた視線を向けてくる。

「だって、常務はいろんな女性に『おキレイですね』とか、『お美しいです』とか、そんなことばっかり！　それに、それにっ……」

　さっきから胸の中でモヤモヤと膨らみ続ける気持ちを吐き出すように、ついそう言ってしまった。声に出したら、目を背けていた感情がジワジワと迫ってきて、なんだか泣きたくなってしまう。

　私、常務のことが好きで、他の誰にもとられたくない。あのキスを、なかったことになんてされたくない。

　常務は一瞬キョトンと目を丸めたけれど、すぐにかまぼこのような形にして、ニンマリ笑って私を見つめる。

　ムキー！　いやらしい顔！

「なんだよ、ただのヤキモチか」

「違いますっ！」

　常務の言っていることは、思いっきり図星だ。だけどそれを素直に認めるわけにもいかないので、ムキになって否定した。ここで『そうですよ』とかわいく言えるくらいなら、キスの意味をとっくに問いただしている。

「そりゃあ、美人は美人だろ。小鞠や他の女性がキレイなのは客観的事実だ」

　常務の淡々とした声が、私の胸に突き刺さる。当然のことを言っているだけなのに、涙を堪えられなくなりそうで、私はフイッと顔を背けた。

「だけど……」

　常務は小さく呟きながら、ふたりの間のわずかな距離を詰める。そして私の両頬を手で挟み、無理やり顔の向きを戻して、目を合わせる。

　挟まれて、タコのように少し突き出た唇を見て、常務がぷぷぷと笑った。

「むー。なにするんれすか」

　もう、私、きっと今ひどい顔をしているから、見ないでほしいのに。それに、泣きたいのか怒りたいのかわからなくて、心がぐちゃぐちゃだ。

「だけど、俺が誰をいちばんかわいいと思って、誰を他の男にはやりたくないと思うかは、俺の勝手だし俺の主観だ」

　不敵に笑い、尊大に宣言する。

　睨み上げる私の視線を軽く受け流し、常務はそっと顔を近づける。そして、突き出した私の唇に、自分のそれを優しく触れさせた。

「俺が誰にキスしたいと思ってるか、わかるだろ？」

　鼻先が触れ合うほどの距離で囁かれて、私の顔はゆでダコのようにボンッと赤くなる。尖らせた唇が、本当にタコみたいだ。

　常務の手に挟まれた頬は、特別熱く燃え上がっているように感じる。

　二度もキスを奪われて、本来怒ったっていいくらいだと思うのに、私はその意味を問うことさえできない。だって、そんなことをして常務がこの意地悪な顔を見せてくれなくなったら、私はもう本当に立ち直れないと思うから。

「しっ、しし、しっ、知りません！　そんなの」

「ほほーう。まだわかってなかったのか。つまり、もう手加減は必要ないってことか？」

　私はその言葉にギョッとする。

　あれで手加減してたの？　私なんて、強烈すぎて腰抜かしちゃったのに！

　でも、これってきっと、絶好のタイミングだよね。さっきの言い方だと、常務のキスしたい相手は、その、わ、私って思っていいってこと……？　ああ、ダメ！　期待したら、間違っていたときのショックが半端ない。だけどやっぱり、聞くなら今しかないんじゃないの!?

「大和さん？」

　あたふたする私の耳に、常務を呼ぶ、柔らかい声が滑り込んできた。ハッとして、そちらを向く。

　常務は名残惜しそうに私の頬から手を離すと、ゆっくりと立ち上がった。

「篠しの崎ざきさん、ですか？」

「ああ、よかった。こちらにいらしたのですね。今夜は会えないかと思った」

　少し離れた噴水の横に立つ、短めのボブの細身な女性が、ホッとしたように笑顔を見せる。柔らかな月明かりを浴びて、淡いピンク色のドレスは白っぽく輝いている。

　常務がガゼボを出て彼女のほうへ向かうので、私も慌てて立ち上がり、後ろをついていった。

　もう頬の熱が引いているといいんだけど……。

　または暗くて見えないことを祈る。

「お久しぶりですね」

　庭園に小さく響く常務の声からは、もう完全に意地悪な色は抜けている。

　篠崎と呼ばれた女性は、ハッキリとした顔立ちの美人さんで、スッと通った鼻筋と薄い唇が印象的だった。顎先で切り揃えた黒髪が、小さな顔をさらに小さく見せている。

　熱を宿す彼女の瞳はまっすぐに常務だけを見つめ、祈らずとも、私の身体からすうっと熱を奪っていく。その瞳に映る感情には私も覚えがあって、だからこそ、彼女がどんな気持ちで常務を探しに来たのかがすぐにわかった。

　目の前にいるふたりには月と星の明かりが降り注ぎ、なんだかとってもロマンチックな雰囲気に見える。

　私だけが、場違いみたい。

「佐倉さん」

　映画のワンシーンみたいな光景を前にひとり気後れする私を、常務が振り返って優しく呼ぶ。

　本当は、さっさと逃げ出すか、庭園の景色の一部になってしまいたい気分だったけど、ここで意地を張っても仕方ない。

　常務のお知り合いなら、秘書として、しっかり挨拶しなくては。

　私が常務の隣に立つと、彼は篠崎さんのほうへ視線を戻し、今日何度となく繰り返した紹介を同じようにスラスラとする。

「篠崎さん、こちら、僕の秘書の佐倉さんです。佐倉さん、この方は篠崎 雅みやびさん。篠崎副社長の娘さんだよ」

「え！　ふ、副社長の!?」

　常務の紹介に度肝を抜かし、慌てて頭を下げた。

「初めまして。さっ、佐倉絵未と申します！　えっと、二週間ほど前から、葦原ホールディングスで秘書として働いてます」

　私ってば、『篠崎』って名前を聞いたときに、なんでピンとこなかったんだろう。まさか副社長の娘さんだなんて！　また常務に好意を持つ女性だって、そればっかり考えて……。

「あら、この方が……。てっきり、大和さんについに恋人ができてしまったのかと思ったわ」

　副社長から話を聞いていたのか、篠崎さんは私が常務の秘書だとわかると、どこかホッとしたように微笑んだ。

「いえ、彼女はまだ……」

「もしかして、まだ探していらっしゃるの？」

　これまでと同じように、恋人疑惑を適当にごまかそうとする常務。しかし、その言葉を遮って、篠崎さんは心配そうに眉を下げた。

　探しているって、なに……？

「いつか仰っていましたよね。『僕には心に決めた人がいるから、他の女性と真剣にお付き合いすることはできない』って。その、確か……」

「秘密のシンデレラ」

　どこかツラそうに言いよどむ篠崎さんの言葉を、常務が引き継ぐ。

　その甘美な響きに、胸の奥がぶるりと震える。同時に、それが私に向けられたものではないと知っているから、心があっという間に冷たく麻ま痺ひする。

　私はそっと、月の柔らかな光に照らされた常務の横顔を見上げた。

　私になら、すぐにわかる。今の常務は、お世辞も建前もスラスラ言えてしまう外面モードだということが。

　だけど、私だからわかる。その瞳には、ほんの少しの本音が混ざっていることも。

「まだ探していますよ。僕だけの、秘密のシンデレラを」

　それが、常務の好きな人なの……？

　他の誰かを想ってキラキラと光る常務の笑顔は、私の胸に強烈なイメージとして焼きついた。










手のひら越しの警告




「はあ……ここはどこだろう。もう帰りたい……」

　長い廊下をひとりトボトボと歩きながら、重たいため息を吐き出す。

　今頃、常務と篠崎さんは、舞踏ホールに戻って楽しくおしゃべりでもしているんだろうか。

　篠崎さんが庭園に現れてからすぐに、会場へ戻ろうかという話になった。

　だけど私はあの煌きらびやかな世界に再び飛び込むほどの元気がなくて、お手洗いに行くから先に戻ってほしいと伝えた。

　広い帝国葦原館の中をひとりで歩き回り、お手洗いを見つけ、戻りたくないなぁと思いつつフラフラと歩いているうちに、本当に戻り方がわからなくなってしまったのだ。

　こんな気持ちのまま、『迷子になりました』と常務に電話をかける勇気もなく、結局そのまましばらく館内を徘はい徊かいしている。

　常務には心に決めた女性がいるということが、ショックだった。

　白馬の王子様なんてバカバカしいと言った常務が、実は〝秘密のシンデレラ〟を探していること。その人のことなら、バカバカしいとは思わずに探せるんだということ。それなのに、私にあんなキスをしたこと。

　そして、これほどまでにショックを受ける自分に、いちばん衝撃を受けた。

　私、いつの間に、ここまで常務を好きになっていたんだろうか……。

「はあ……」

　王子様はいつだって、容姿も身分もふさわしいお姫様を見つけてしまうものだ。常務だって、いつかきっと彼の望むシンデレラを探し出してしまうだろう。

　私はもう何度目かわからないため息をついて、長い廊下の途中にある休憩スペースで少し休むことにした。

　半円の形に突き出した休憩スペースの大きな窓からは、葦原館の広大な敷地が窺うかがえる。私は、通路側に背を向けた、背もたれの高いワインレッドのソファをぐるりと回った。

「あれ、先客……？」

　大きな背もたれの影に隠れて見えなかったけど、そのソファには、随分と脚の長い男性が横たわっていた。

　彼は、パーティーの出席者にしてはシンプルなチャコールグレーのスーツに身を包み、蘇芳色のネクタイを緩めて目を閉じている。スーツの胸が小さく上下するたびに、長いまつ毛が頬に落とした影を揺らす。

　先客に気づいて、すぐにここを離れようと思ったのに、あまりに端整な顔の造りについ引き寄せられてしまう。私は腰を屈め、その寝顔をそっと覗き込んだ。

　薄い肉付きの頬に、シャープな顎。まっすぐな鼻筋と、閉じた目の下の微かなクマが冷たい印象を与える。

「うーん、どこかで見たことあるような、ないような……」

　似たような容貌を、最近どこかで見た気がする。この厳しい雰囲気と、キレイすぎて冷たく感じる顔立ち……あ、わかった！　この髪型が余計なんだ。

　眠る男性の黒髪は、サイドが短く刈り上げられ、トップだけにふさふさとボリュームを持たせた、なかなかオシャレなツーブロックだった。

　左手をかざして彼の黒髪を隠し、目をすがめて見る。その目鼻立ちにのみ焦点を合わせ、もう少しで思い出せそうというところで、男性が突然パチリと目を開いた。

「ぅわっ！　……きゃ！」

「バカ！」

　驚いて勢いよく仰け反り、慣れないピンヒールによろけてそのまま尻もちをつきそうになった私の左腕を、力強い手のひらが掴む。

　腕をぐんっと引っぱられ、反対の腕で腰を支えられて、私はなんとか転ばずに済んだ。

「あっ、わ、す、すみません！」

　私が慌てて態勢を整えて頭を下げると、男性はサッと腕を離した。

「いや、別に。ここ、座りたかった？」

　もぞもぞと身を起こした彼は、私のためにスペースを空けてくれる。

　うわー、びっくりした。寝起きにしては俊敏な動きだったけど、眠っていたわけじゃないのかな？　いきなり『バカ』って言われちゃった……。

　私はドキドキと速度を上げる鼓動を聞きながら、ソファに座る男性の整った顔を改めて眺める。

　開かれた瞳はキリッとした切れ長で、伏せられたまつ毛はうんと長い。少しやつれているようにも見える、小さくて痩せた顔と相まって、神経質そうな厳しい印象を醸し出している。

　だけど目の前の男性はどこを見てもキレイなところばかりで、細くて繊細な指先や、イヤミなほどに長い脚は、この人の抗いがたい魅力に拍車をかけている。

　なんていうか、〝大人のオトコ〟って感じだなあ……。すごくセクシーで、ストイックな香りがぷんぷんする。

「……なに？」

「えっ、あ、ごめんなさい……！」

　息を呑のんで彼の顔をまじまじと見つめていたら、鋭い瞳に睨まれたので、慌てて隣に腰を下ろす。

　座ったはいいのだけれど、それきり彼はなにもしゃべらないし、私もなにを言っていいのかわからなくて、いたたまれない静けさが漂う。

　き、気まずい……。わざわざ場所を空けてくれたんだから、邪魔だとは思われてないだろうけど。……思われてない、よね？

「あんたもパーティーとか嫌いな人？」

　微妙な居心地の悪さに、しばらく身を縮こまらせていると、隣の男性が低く尋ねた。

「い、いえ！　すごく素敵で、すごく楽しかったです」

　やっと沈黙から解放され、私は勢い込んで答えた。

　煌びやかな空間に、着飾った人たち、それから群青色のキレイなドレス……。目に入るものすべてがキラキラして見えて、館内はまるでおとぎ話の世界みたいで、いつもよりおめかしした自分もその世界の一部になったかのようだった。

「でも……」

『今日の君はまさにシンデレラだろ？』

　常務の言葉と一緒に、彼がくれた〝シンデレラ〟の味が蘇る。うんと甘かったはずなのに、思い出した味は少しほろ苦い。

「……私じゃやっぱり、彼のシンデレラにはなれなかったんです」

　肩を落としてため息を吐き出すと、さっきまでの重たい気持ちがまた首をもたげる。

　ズーンと落ち込みはじめた私を、隣に座る男性が切れ長の瞳で横目にチラリと見た。

「ふん、なんだそれ。事情はよくわからんが、そんなことを女に思わせるような男はろくなヤツじゃない。『こっちから願い下げだ』と言ってやればいい」

「そんなぁ……」

「その見た目なら、男なんてすぐに寄ってきそうだけどな。シンデレラだか王子だか知らないが、妙な理想は捨てることだ」

　ちょっと辛しん辣らつだけど、これは慰めてくれているのだろうか。

　だけど私は、その低く平へい坦たんな声にブンブンと首を振る。

「彼は……とても素敵な人です」

　ものすごい外面王子ではあるけれど。一週間本性を隠し続けて優しく接しておきながら、本心では私のおっちょこちょいを嘲笑うだなんて、ちょっと腹黒いところもある。信じられない量の礼状書きを命じて音を上げさせようとする、ちょっとＳっ気の強いところもある。

　かと思えば、いきなりキスをしたり、思わせぶりなことを言ったり。そのくせ確かな言葉はくれなくて、彼の心の中にはずっと探している秘密のシンデレラがいる。

　だけど私は、常務が私だけに見せてくれる無邪気な笑顔や、肩の力を抜いた無防備な表情に、自分でも気づかぬうちに惹かれたの。私にキスした熱い唇にも、頬を包んだ少し冷たい手のひらにも……。

　ああ、やっぱりあのキスは、合図だったんだ。ずーっと夢に見ていたおとぎ話のような恋よりも、もっと素敵な恋のはじまりを知らせる合図。

　でも、いくら自分だけの王子様だと思える相手を見つけても、相手にとって自分がお姫様じゃないなら、どうしようもない……。

「ただ、私が彼にはふさわしくなかっただけなんです。私はお姫様じゃないし、王子様も現れないんです」

「なんだよ、忙しいヤツだな。驚いたり、落ち込んだり、ポーッとしたり……。今度は泣くのか？」

「な、泣いでないでず……」

　呆れたような声で言われて、私はズルズルと鼻をすすり、唇を噛かみしめた。

「なんだよ、泣くなよなあ。そうしていれば、そのどっかの王子様とやらが助けてくれんのか？」

　私はブンブンと横に首を振る。

　常務は、自分が思いを寄せる〝秘密のシンデレラ〟が泣いていれば、すぐに来るだろう。王子様モードではない彼であっても、好きな人がピンチなれば、まるで本物の王子様のように颯爽と駆けつけるに違いない。

　だけど、私は常務のシンデレラにはなれなかったのだから、いくら私が泣こうとも彼が現れるはずがない。

　短い黒髪にガシガシと指を差し入れる男性はきっと、厄介な女を隣に座らせてしまったと後悔しているだろう。

　申し訳なく思いながらも、込み上げる気持ちを抑えきれなくて、いよいよ感情が昂たかぶり、涙が溢れそうになる。

　うぅー、初対面の男の人の前なのに！

　すると隣から、よりいっそう深いため息が聞こえてきた。

「はあ……。いいか、俺は無防備で泣き虫な女は苦手だ。妹もそのタイプだが、見ていると、こっちがハラハラするしイライラしてくる。アイツときたら、一見気が強そうなのに実は泣き虫で、そういうところにつけ入ろうとする男がどれほどいることか、本当に俺としては心配で心配で……」

「あ、あなだの、妹ざんの話なんで知りまぜん」

　こっちは失恋決定で思いっきり泣きたい気分だというのに、つらつらと妹さんの話をはじめるから、つい乱暴に遮ってしまった。目の端からこぼれそうになる涙を指先で押さえて、ぐずぐずと盛大に鼻をすする。

「おい」

　突然、力強い手のひらに両肩を掴まれて、キレイな顔と向き合わされた。女の人のように繊細な指先なのに、力の強さはやっぱり男性のものだ。

「その王子様とやらが本当にいるなら、あんたがピンチになれば現れるかもしれないだろ」

「え？」

　涙の溜まった瞳でキョトンと見上げると、鋭く尖った瞳が私を見下ろしていた。そのあまりのキレイさゆえの冷たさに、一瞬ゾクリと震えが走る。

「それで諦めがつくんなら、なってみるか？　ピンチってやつに」

　あっ、と思ったときにはもう、背中を広いソファの上に沈められ、私の身体の上には大きな影が覆いかぶさっていた。押し倒され、端正な顔が迫ってくる。

　キスされる……。

　それは、これから起こることを頭の隅で予測できるくらいには緩やかな動きで、もしも本当に私に王子様がいたなら、その人が助けに入るための時間は充分にあった。

　だけど、王子様は現れなかった。

　薄い唇が触れる瞬間、冷たい手のひらに口を塞がれ、彼は自分の指先に唇を押しつけた。

　直接唇は触れずとも、彼の鋭い瞳はボヤけるほど近くにある。驚いてなにも言えない私としっかり目を合わせてから、彼はゆっくりと上体を起こして離れていく。

　それでも私の身体は動かず、妙に高く見える天井の一点だけを、目を見開いて見つめることしかできなかった。

「その無防備さを改めて、もっと現実を見るんだな。そうすれば、そのいけ好かない男のことも忘れられるし、恋人のひとりやふたり、すぐにできるだろ」

　ソファの上に倒されたまま浅い呼吸を繰り返す私を、彼は冷たい目で見下ろす。そして蘇芳色のネクタイを締め直し、クルリと背を向けて離れていった。

「……そろそろ本腰入れて探すか。アイツもどこかで変な男に捕まってそうだ」

　小さく呟かれた声は私の耳をすり抜け、静かな廊下にポツンと浮かんで消えた。

　溢れだしそうだった涙はすっかり引っ込み、心に空いた穴の中に、ポタポタとこぼれ落ちていくようだった。




　本当は戻ってきたくなんてなかったのに。

　そういうときに限って、このおとぎ話の世界のような屋敷の出口を探して館内をさまよっていたら、あっさりと舞踏ホールまで辿り着いてしまった。

　常務に謝って、今日はもう帰りたいと言おう。

　フラフラと人の波に流されながら、まぶしく見える会場の中で、いつか常務に行き会うのを待っていた。

　私はシンデレラにはなれなかったから、もしかしたら、もう常務を見つけ出せないかもしれない。

　着飾った大勢の人に埋もれながら、わけのわからない不安にさいなまれる。気を抜けば嗚お咽えつが漏れ、迷子の子どものように泣きだしそうだった。

「おっ、そこのお嬢さん。おひとりみたいだけど、誰かとはぐれちゃったのかな？」

　行くあてもなく歩いていると、突然右側から声をかけられ、ぐんっと肩を抱き寄せられた。

「あ、あのっ……」

「せっかくの周年記念パーティーなのに、ひとりじゃ退屈だろう？　お酒を飲んで、語らい合って、出会った男女は手を取り合い踊りだす！　それでこそ、歴史ある葦原家のパーティーさ！」

「は、はあ……」

　ダメだ……。もう振りほどく元気もないよ。

　私は力の入らない身体を男性の腕に任せたまま、その人をそっと見上げた。

　明るいシルバーのタキシードを着て、ミルクティーみたいな髪の色をしている。

　常務と同年代くらいかな？　キラキラモードの常務には遠く及ばないけど、おとぎ話でいえば、〝育ちのいい貴族のお坊ちゃん〟って感じ。カボチャパンツとか似合いそう。

　ニコニコと微笑む顔は人がよさそうで親しみやすい感じだけれど、だいぶお酒を飲んでいるのか、顔が赤い。それでもまっすぐに立っているし、意識もしっかりしているようだ。もともとフレンドリーな性格なんだろう。

「お嬢さん、あまりお酒を飲んでないね」

「まあ……」

　曖昧に頷くと、カボチャパンツ（仮想）の彼は私の右手を取り、その中に小さなカクテルグラスを押しつけてきた。

「それならこれをオススメしよう。キレイな琥こ珀はく色いろだろう？　ほんのり甘口で少し辛味があるが、すぐに酔える！」

　渡されたカクテルグラスを揺すると、強いウィスキーの香りがした。琥珀色がキラキラと揺れて、私を誘惑している。

　強そうなお酒……。これを飲んだら、今夜起こったさまざまなことも、とりあえずは忘れられるだろうか。

「これはチェリーリキュールとウィスキーで作られた、シンプルなカクテルだよ。名前は『ハンター』。ほら、どうぞ」

　私の肩を抱き寄せる男性は、軽快な口調で、さらにカクテルに口をつけるよう勧めてくる。

「は、はんたー」

「そう！　ちなみに〝狩人〟の意味だけど、このハンターは〝都会の夜のハンター〟って意味だ」

　ニヒヒ、と楽しそうに笑う男性。その顔を見ていたら、なんだか、落ち込んでいる自分がバカらしくなってきた。

　そうだ、今日は時間外勤務とはいえ、せっかくのパーティーだ。私はどうせ、シンデレラにはなれなかった、ただの庶民の小娘。それなら庶民は庶民らしく、夢のような一夜を豪遊してやればいいじゃない。

　急に身体中に変なエネルギーが湧き上がって、私は手の中のカクテルグラスを一気に傾け、琥珀色のハンターをすべて口の中に流し込んだ。

　男性がぴゅうっと軽く口笛を吹く。

「お嬢さん、いい飲みっぷりだね。これ、ちょっとウィスキー多めに配合してあるから、度数三十五度じゃ済まないと思うけど……」

　その言葉通り、喉の奥が焼けるようにカッと熱くなり、脈が速くなっていく。フラフラと目が回って、足元がおぼつかなくなる。

「ありゃ、もしかして、あんまりお酒強くない……？」

　少し申し訳なさそうに私の顔色を窺う男性は、フラつく私の肩を強く支える。

　剥き出しの肩に触れた手のひらがもう少し冷たかったら気持ちいいのに。たとえば、私の頬に触れた、常務の手のひらみたいに……。

　男性にしっかりと身体を預けていたはずなのに、私の身体はフラフラと前のめりに倒れていく。同時に、手の中にあったカクテルグラスも消えた。

　なぜか左腕の一部がひんやりと冷たくて気持ちいい。

　前の方から引っぱられるような力に逆らわず、身を任せていると、誰かの胸に受け止められ、背中に力強い腕が回された。

「佐倉さん！　どこに行ってたんだよ、随分と探し……」

　ああ、常務の声だ……。ぷぷぷ。常務の顔、ふたつある。しかも、なぜか私の顔を見たら真っ青になっちゃった。

　私を支えているのと反対の常務の手の中には、いつの間にか、さっきまで私が持っていたカクテルグラスが握られている。

「なにを……？」

　常務が青い顔のまま、カボチャパンツの男性に聞いた。

　ああ、違う違う。カボチャパンツは仮想ね。

「これはこれは、大和さんのお連れでしたか。申し訳ない。素敵なレディがひとりでフラフラしていたもので、つい……」

「なにを飲ませたんですか？」

　あ、ダメですよ、常務。ちょっと素が出てますよ。そんなに怖い顔しないでくださいよ……。

「ハンターですよ。少しばかりウィスキーが強めでしたけど、一杯だけです。そちらのお嬢さん、一気飲みしてしまいましたが……」

「一杯……。ではあなたは、たった今ここで彼女と？」

「ええ、もちろん。ついさっき声をかけたばかりです」

　カボチャパンツの男性が、自分は私になにもしていないと身の潔白を証明するのを聞くと、常務は心配そうな顔をして、私の後頭部へと手をやる。

　なんだろう、ゴミでも付いてたかな。

「……そうですか。彼女を保護してくれてありがとう。僕の大事な人です」

「そうでしたか。ちょっと放心状態でフラフラされていましたけど、大丈夫だと思いますよ。その髪も、たまたま乱れてしまったのでは……？」

　常務は私の後頭部に大きな手のひらを当てて、自分の胸に私の顔を軽く押しつけていた。

　トクトクと、優しい鼓動のリズムが聞こえてくる。目を閉じてその音にそっと耳を傾けていると、ハンターを一気飲みしたせいでガツンと襲ってきためまいは、だいぶ治まってきた。代わりに耳や頬が熱を持ち、頭が少しだけボーッとする。

「彼女、疲れているようなので、今夜はここで失礼します」

　常務はカボチャパンツの男性にそう告げて頭を下げると、私の肩を守るように抱きながら、会場の出口に向かって歩きだした。

　さっき想像した通りの温度で、常務の手のひらが私の肩をひんやりと包み込む。

　私は常務をチラリと見上げてから、そっと後ろを振り返った。

　あの人、絶対いい人だよ。会場内にひとりでポツンとしていた私を心配して、カクテルで元気づけようとしてくれた。それに、そのおかげで常務とも会えたんだから。

　おいしいカクテルをくれた男性にひらひらと手を振ると、彼もニッコリと微笑んで、手を振り返してくれた。










夢がはじまる




「ほら、水飲め」

「……もう酔ってないです」

「いいから黙って飲めよ」

　常務が変だ。妙に優しい。

　あの後、足取りのおぼつかない私は、常務に支えられながら会場を出て、どこからか現れた黒い高級車に乗り込んだ。そして常務の肩に頭をもたせかけ、キラキラとした景色の中をたくさんの車が滑るように走っていくのを見ていた。

　そうこうしているうちに、私と常務を乗せた黒い車は、てっぺんが見えないほどの高層マンションの前で止まり、運転手さんが車のドアを開けた。

　私にハッキリとした理性が戻ってきて、ちゃんと物を考えられるようになったときには、マンションの最上階にある、だだっ広い部屋にいた。

　そこは、クリーム色の壁をはじめ、全体的に優しい色遣いの部屋だった。

　間接照明に照らされ、私の肌はオレンジ色の光を帯びている。白いふかふかのソファに座り、そこから見える大きな窓には、煌びやかな夜景が映っていた。

　常務はもう外面モードではないはずなのに、このソファまでものすごく紳士的に私をエスコートし、壊れ物を扱うようにそっと座らせ、今度は酔い覚ましに水を飲ませようとしてくる。

　なんで私をここへ連れて来たんだろう。心に決めた女性がいるなら、これ以上、私の心を揺らさないでほしいのに。……あーあ、あのまま酔いが覚めなければよかった。

　冷静になれば、すべてを思い出してしまう。

　常務を慕う、美しい女性たち。常務の唇の温度と、低く囁く声の響き。『現実を見ろ』と言った、鋭い目の男の冷たい声。私の身体を支える、常務の力強い腕の感触。

　そして、彼の心の中にいる、秘密のシンデレラのことも。

　常務は私に無理やり水を飲ませ、空になったコップをローテーブルの上に置くと、私の隣にぽすりと腰を下ろした。

　両手で私の二の腕をそっと包み込み、ふたりの身体を向かい合わせる。右手を優しく私の頬に滑らせ、眉を下げて心配そうに私を見つめている。

　私はなんとなくわかっていた。どれだけ意地悪なことを言おうと、本当の常務は、王子様の仮面を被った彼とは比べものにならないくらい優しいんだってこと。ただ、素直に見せてくれないだけ。むやみやたらに優しさを振りまいてはいないだけ。

　それはきっと、本当に大切な人のために、心の中にたっぷりと溜め込まれているんだ。

「そんな泣きそうな顔して……。なにがあった？」

　常務は手のひらを滑らせ、親指で私の目の縁をゆっくりとなぞる。続いて私の髪をなで、大きな手のひらを後頭部に回す。そして反対の腕を背中に当てて、静かに私を抱き寄せた。

　常務の肩におでこを押しつけ、背中を何度もなでられると、身体の力が抜けて自然とまぶたが重くなっていく。

　常務には他に好きな人がいることを知っているんだから、本当なら、この腕を振りほどかなければいけないのに。それでも私は、この温かい胸の中で甘えていたいと思ってしまう。ここが私の居場所なら、どんなにいいだろう。

「髪も変に乱れてるだろ。……どこで、誰に、なにをされた？」

　常務が指先に私の髪を絡めながら、耳たぶに唇を押し当てる。

　低く抑えた声が直接耳の中に注がれ、私の涙腺の蓋はいとも簡単に外されてしまった。

「ふっ、ふぇー……」

　はらはらと涙が頬を伝い、情けない声が唇から漏れる。

　常務のジャケットをキュッと握りしめると、彼は私を落ち着かせるように、少し強めに抱きしめて身体をなでさする。

　彼の心の中に別の女性がいるのをわかっていながら、こんなふうにすがってしまうのは、すごくカッコ悪い。だけど私は、本当の恋に落ちてしまったから。どんなにカッコ悪くても、ただ常務の胸にすがりついて、優しい手のひらが促すままに、ぽろぽろと涙を流すことしかできない。

「な、なんでっ……」

「ん？」

　常務は私を腕の中に閉じ込めながら、葦原館で鋭い目をした男に押し倒されて乱れてしまった髪に、丁寧に唇を落としている。

「なんで、私に、キスなんてするんですか……？」

　常務には、他に好きな人がいるのに。ずっと、心に決めている人が。

「なんでって、そりゃあ……」

　濡れた頬を軽く拭って顔を上げると、常務は少し身体を離し、困惑したように言葉を詰まらせた。

　私は唇を噛みしめる。

　自分の気持ちに気づいてしまった以上、それを抑えるのは難しい。だったら言ってしまうしかないのだ。これ以上、この人に恋する気持ちが加速してしまわないように。

「好きなんです！」

　これは、常務をこれ以上好きにならないための告白だ。

　常務のことが好きだからこそ、ここでちゃんとフッてほしい。そして、これ以上好きにはさせないでほしい。

　私はなるべく迫力が出るように、できる限り眉を寄せて常務を睨みつけ、きっぱりと言った。

　それなのに、驚いて目を丸くする常務の顔を見てしまったら、濡れた頬をさらに涙が滑り落ちた。

　常務は私の気持ちに気づいてもいなかったってこと？　あんなキスをして、こんなに好きにさせたくせに。

「わたっ、私、王子様に憧れてたのに、全然王子様じゃない本当の常務のこと、好きになっちゃったんです！」

「お、おい……」

「だから！　だから、もうあんなことしないでください！」

　ギュッとお腹に力を込めているはずなのに、声が震えてしまう。

「あんなこと、って？　まさか、もうキスするなって言ってんのか？」

　常務の声が少し低くなったような気がする。

　もしかして、嫌われた……？

　そう思ったら、蚊の鳴くような情けない呟きになってしまった。

「心に決めた人がいるなら、お願いだから、もう二度としないで……」

　私はあなたが好きだから。あなたにキスをされたら、拒むことなんてできない。それどころか、もっともっと好きになる。だから、あなたが同じ気持ちを返せないと知っているなら、もうこれ以上好きにはさせないで……。

　常務の表情を見るのが怖くて、唇を噛みしめて俯く。すると……。

「はあ？」

「むぎゅう」

　片手で両頬をガシッと挟まれ、顔を上げて強引に目を合わされる。

　ちょ、ちょっと。人の渾こん身しんの告白に対して『はあ？』って、なに!?　くそう！　手を離せ、乱暴者ー！

「『心に決めた人』って誰だよ。なんの話だ」

「らって、じょーむが、ひ、秘密のシンデレラって……」

　だけど常務は片方の眉の端をクイッと上げて、本当になにを言っているのかわからないという表情をしている。

　しばらく怪け訝げんな顔で思案して、ふと思い出したように、掴んでいた私の頬を解放した。

「まさか、篠崎さんに言ったことか？」

　私は神妙な顔をして、コクリと頷く。

　すると常務は、今度は両手で私の丸い頬をつまんで、ビヨーンと横に引っぱる。

「ムキャアー！　いひゃい！」

「アホか！　お前は俺のなにを見てんだ。あんなのただの言い訳に決まってんだろ！」

「だ、だってぇ……」

　だって、あのときの常務の瞳には、確かに本音の色が浮かんでいたもん。

　ボロボロとこぼれる涙が常務の手を濡らす。

　常務は呆れたような、心底参ったというような顔で、頬を引っぱる手をパッと離した。

「なんで本当だと思った？」

「……なんとなく。常務がまったくのウソを言ってるとは思えませんでした」

　常務は小さくため息をついて、私の頬を優しく拭った。

「そんなアホみたいな話を信じてたのは、もう随分昔のことだ。今はもう、他に目がいかないくらいには、お前に参ってる」

　子どもみたいに泣きベソをかく私を漆黒の瞳に映して、聞き分けのない子にするように、丁寧に言い聞かせる。次いで、私の濡れた右のまぶたにキスをして、反対のまぶたにもキスを落とした。そして……。

「もうお前しか、見えないよ」

　魔法の呪文を囁くトーンで、少しだけ唇を触れさせながら、低くて甘い魅力的な声を直接私に注ぎ込む。

　む、むぅ……。ダメだよ、絵未、まだほだされちゃダメ！

　とろけるようなキスも、常務の甘い言葉も、私の〝好き〟を募らせるけれど、わがままな私は彼からも同じ言葉を返してほしい。

「わ、わかりません」

「あ？」

「ちゃんと言ってくれなきゃ、わかりません！　私、常務はどんな気持ちでキスしたんだろうとか、私のことをどう思ってるのかなとか、散々悩んできたんですから！」

　たったの二文字でいいから。一度でいいから、どうか私に囁いて。

　ギュウッと唇を引き結んで、常務を見上げる。

　彼は私の言いたいことを理解すると、途端にムスッと唇を尖らせて、ヒョイッと顔を背けた。

「だから、もう言ったようなもんだろ。俺だって、お前のこと……」

　言いよどむ常務をじーっと見つめる。

　本当に、秘密のシンデレラがただの言い訳なら。本当に、私のことをそんなふうに思ってくれているなら。確かな言葉を、私にちょうだい。

　常務は引かない様子の私をチラリと見ると、苦い顔になって唸る。だけど覚悟を決めたようにひとつ息を吐くと、真剣な表情でまっすぐに私を見つめた。

　私は息を呑む。漆黒の瞳に吸い込まれ、時間が止まる。

「……好きだ、絵未」

　私はその呪文に震えて、両手で顔を覆い隠した。

　う、うわぁ……ズルい。なにそれ、反則！　『好き』に加えて、初めての名前呼びとか、ダブルパンチだよ。

「おい、なんか言えよ。こっちが恥ずかしくなるだろ」

　手首を掴まれ、顔を覆っていた手をべリッと剥がされる。

　真っ赤な顔で見上げた先で、常務の形のいい耳が同じようにほんのりと赤くなっているのを見て、胸の中に幸せな気持ちがむくむくと膨れ上がる。

「も、もう一回……？」

「二度も言わせんな。鳥肌が立つ」

「……照れ屋？」

「調子にのるな」

　常務は拗ねた顔でキッと私を睨みつけたけど、赤い耳が丸見えなので、全然怖くない。というか、むしろ、ちょっとかわいい。

　フニャフニャと頬がとろけるのを隠すことなく常務を見上げると、彼は呆れたように笑って、私のおでこに小さなキスをひとつ落とした。

「俺、お前のそういうとこ、すげえいいと思うよ。バカみたいに単純で、素直で。怒ったり、はしゃいだり、泣いたり、笑ったり……。見てて飽きない」

「……それって、褒めてます？」

「お前に振り回されるのが楽しいんだ。俺も大概、お前にやられてるってこと」

『振り回されているのはこっちです！』と、声を大にして言いたいところだけど、目の前の常務が見たことないほど優しく眉を下げて笑うので、私はついその笑顔を食い入るように見つめてしまう。

　常務はそんな私の隙をついて、背中と膝の下に腕を回し、ソファからひょいっと私を抱え上げた。

「きっ、キャアー！」

　わー！　わー！　どうしよう！　これってお姫様抱っこだよね!?　なぜ、今!?

「なっ、じょ、常務。なにを……！」

　常務は私を抱いたまま、スタスタと部屋の出口に向かって歩きだす。

　あたふたしながらも、常務の首に腕を回して落ちないように抱きつくと、彼は不敵に笑って私を見下ろした。

「好きだろ？　こういうの」

　すっ、好きだけどー。むしろ大好きですけど！　でも重いですよね!?　脚とかお腹とかプニプニしてますよね!?

　常務は部屋を出ると、さらに広いリビングルームを突っ切り、奥の方にあった部屋のドアを器用に開けた。

　そこは、他の部屋よりも照明が薄暗く抑えられ、壁には一面にカーテンが引かれている。中央には、存在感たっぷりのキングサイズのベッドがでーんと置かれていた。

　この部屋がなんのための部屋かを理解した瞬間、シューッと頭から湯気が出るほど、頬がカッと熱くなる。

「あ、あの、まさか、今から……？」

「心配するな、明日は休みだ。どっちの時間もたっぷりある」

　ちょ、ちょっと待って。『どっちの時間も』って、なに!?　〝なに〟と〝なに〟の時間なんですか！

「あの、で、でも、女の子にはいろいろと準備が必要でして……」

「俺が待てないから却下」

　常務は私の要求をビシッとはねつけ、その口調には似つかわしくなく、そっと私をベッドに横たえる。

「あ、う、じゃ、じゃあ、せめてシャワーを……」

　いそいそと身体を起こしてベッドを出ようとすると、肩を掴まれ、もう一度背中がベッドに沈み込む。

「じゃあ、まずは俺がここで脱がしてやるよ」

　常務の顔には『逃がさない』と書いてあって、獲物を組み敷いたかのようにぺろりと舌で唇を舐める。

　私はそんな仕草ひとつにも、どんどん鼓動のペースを上げられる。

　常務は白い蝶ネクタイを外し、ジャケットを脱いで、ベッドの下に適当に放り投げた。

「こっ恥ずかしいことを言うのは苦手だ。その代わり、不安になる隙もないくらい、ここでたっぷりかわいがってやる」

　常務はそう言って私に覆いかぶさり、おでこに唇を押しつける。

　薄暗い部屋の中で、私を捕らえる漆黒の瞳。その目に見つめられ、剥き出しの肩を指先でなぞられるだけで、ゾクゾクと身体中に甘い毒が回りはじめる。

　さっきまでこのまま肌を重ねることをためらっていた私は瞬時に悩殺されて、彼にギュッと抱きついた。

「どうしよう。カッコよすぎて、心臓爆発しそう……」

「ふん。なんなら、お前の好きな〝王子様モード〟とやらになってやろうか」

　常務が、まるで私が王子様モードの彼のほうがカッコいいと思っているかのように皮肉げに言うので、私はギョッとして常務を見上げた。

「ご、誤解です。私が好きなのは意地悪なほうの常務です！」

　私が勢いよく言うと、常務は少しの間キョトンとして、それからクスクスと上機嫌に笑いだした。

「そうか、それは嬉しいな。朝が来るまで、お前の声が枯れるほど意地悪してやるよ」

　はっ！　違う。間違えた！

「あ、いや、そういうことじゃ……」

　誤解を解こうとして、さらなるとんでもない誤解を招いてしまったことに気づき、慌てて訂正しようと口を開く。だけど、もう手遅れだった。

「んっ……」

　常務は噛みつくように唇を重ね、宣言通り、熱い舌で意地悪に私を翻弄する。捕まえては離し、私の中にたっぷりと、くすぶる火種を植えつける。

　常務の左手は私の右手を握り、ふたりの指先をしっかりと絡ませる。続いて、右手でドレスの上からウエストラインをなでながら、少しずつ群青色のドレスを私から剥がしていった。

　胸を包む手のひら、身体中に触れる唇、内ももに触れた常務の黒髪……そのすべてが私の体温を上げていき、フワフワとした感覚を限界まで膨れ上がらせる。

「あっ……じょーむ、もう……」

　私がはらはらと涙を流しながら降参を告げると、常務は身体を起こして私の左脚を抱え上げる。そして、足首でゆらゆらと揺れるアンクレットに付いた小さなリボンのモチーフに、満足げに口づけをした。

　その仕草に、ドキドキと高鳴る私の胸は、苦しいほどにキューッと締めつけられる。

「本当の俺が好きなら、名前を呼べよ」

　常務は私の、彼を欲しいとねだる部分を、器用な指先で焦らしながらそう言い放ち、余裕の表情で不敵に笑う。

「もっ……いじわる……！」

「それが好きなくせに」

　常務はクスクスと笑ってゆっくりと覆いかぶさり、私の唇をいたずらにペロリと舐めた。

　私の身体にはもう完全に常務の毒が回り、我慢が利かない。

「大和、さん……」

「ん」

　常務はご満悦の表情で頷き、私と両手をしっかりと繋ぎ合わせ、深く深くキスをする。

　私は、憧れた王子様よりも、もっともっと夢中になれる人に出会えた。

　キスに酔いしれながら、その彼に手を伸ばして引き寄せる。

　常務は私の中に身を沈めると、首筋に唇を寄せ、耳の下に吸いついた。

　そうやって初めは私をかわいがることに専念していた彼の表情が、どんどん余裕をなくし、堪えきれない吐息が漏れる瞬間、私の胸はひと際きつく締めつけられる。

　男の人って、一生懸命になにかを堪える姿がいちばんセクシーなんだな……。

　ぼんやりとそんなことを思った。

　常務は私を揺さぶり、何度となく突き上げる。私はそのたびに声にならない声を上げ、彼にしがみついて、目の前で弾けるキラキラとした光に目を細めた。




　私が重たいまぶたを開けたとき、部屋のカーテンの隙間からは柔らかな光が差し込んでいた。

　気だるい身体は力強い腕に抱きしめられ、ベッドの下には群青色のドレスと、ミッドナイトブルーの燕尾服がだらしなく放られている。

　ふと視線を感じて顔を上げると、しっかりと開かれた黒い瞳と目が合った。

「うぎゃ！」

「なんだ、その色気のない反応は」

　常務はププッと笑って私をバカにする。

　だって……！

「お、起きてたなら、声かけてくださいよ。なんでジッと見てるんですか！」

　ひーん。寝顔、すごい見られた！　恥ずかしい～。

「いや、今ちょうど、どんなキスで起こしてやろうか考えてたとこだった」

「普通に起こしてください！」

　私が手のひらで常務の腕をペチッと叩くと、常務は楽しそうに声を上げて笑った。それからチュッとかわいい音を立てて、私の唇にキスをする。

　むっ……。これって、おはようのキス……!?　うぅー、幸せ！

「かわいかったから心配するな。寝顔も、昨日の夜も」

「なっ！」

　頬が一気に熱を持ち、私はそれを隠すように両手で頬を覆った。

　それでも恥ずかしさは収まらなくて、常務にクルリと背を向ける。そのまま広いベッドをコロコロと転がって離れようと思ったとき……。

　一回転したところで常務の腕に捕まり、腰を引き寄せられ、またすぐに後ろからやんわりと抱きしめられる。

「まだ朝早いし、今日は休みだ。どっちの時間もたっぷりあるって言っただろ。次はたっぷり寝る番だ」

　常務は私の頭のてっぺんに口づけて、腕の中に私を囲ったまま、スヤスヤと寝息を立てはじめた。

　うー、なんだか常務、心なしかベタ甘になってませんか？　私、この先心臓がもつのか心配になってきた……。

　とにかく一度離れようと、しばらくもぞもぞと身じろぎしたけれど、私を抱きしめる腕はなかなか逃がしてくれそうにない。

　私はすぐに諦めて、甘くて幸せな朝にニヤニヤしながら目を閉じ、もう一度夢を見たのだった。







第三章　迷子のシンデレラ










飾らないあなたが好き




「お前はなにをやってんだよ」

「キャア！」

　ひとりきりの朝の秘書室。

　始業時間よりもかなり早めに出社していた私は、突然後ろから声をかけられ、飛び上がって勢いよく振り返った。

「じょ、常務！　おはようございます！」

「ああ。で？　なんでお前のデスクにはこんなに落書きがしてあるんだ？」

「あー、ははは」

「ごまかすな、アホ」

　常務は秘書室にふたりきりなのをいいことに、私の頬をつまんで、お餅のようにビヨーンと引っぱる。

　私は観念して、背中に隠した布巾を掲げて白状した。

「先日、電話を取ったとき、ちょうど！　たまたま！　偶然！　メモが見当たらなかったもので……」

「それでデスクに直接メモしたのか？　しかもフェルトペンで？」

　私は自分のデスクに黒いフェルトペンで書かれたメモをチラリと見て、「へへへ」と笑って頷く。

　常務は心底呆れたような眼差しで、ジロリと私を見下ろした。

「相変わらずのへっぽこぶりだな」

「あー、えーっと、常務はどうしてこちらへ？」

　私はデスクの上のメモを常務の視線から隠すように、その上に資料をドサドサと重ねた。

　役員がこんな朝早くに秘書室に現れるなんて、かなり珍しい。今日は大事な役員会議があるから、緊張でもしているんだろうか。

「いや、特に用事はないけど、どうしてるかなと思って。お前今日、アジュールで打ち合わせだろ？」

「あ、はい、そうです」

　常務は役員会議に出席しなくてはならないため、私が代わりにアジュールでの打ち合わせに出かけることになっている。

　いよいよ約二週間後に迫ったオープニングセレモニーのために、プレジの社長である東堂理久さんと会って、最終確認をするのだ。

　役員会議には、葉月さんが常務に付き添って出席する。

　最初は常務が打ち合わせに参加する方向で話を進めていたのだけれど、東堂社長も多忙な方で、なかなかスケジュール調整がうまくいかなかった。

　そういうとき、ボスの代役を務めるのも、秘書の仕事のうちのひとつだ。

　私はまだ会議や会談で常務の代わりを果たせるほどの自信も力量もないけれど、今回は最終確認のための打ち合わせだから、東堂社長の話をしっかり聞いて、余すことなく報告すれば大丈夫だと思っている。

「会議が終わったら連絡するから。なんかあったら言えよ」

「は、はあ……。でも、打ち合わせの内容はちゃんと報告書に……」

　東堂社長との打ち合わせが終わったらすぐに本社に戻ってきて、今日中に報告書を提出するつもりだ。

　常務が報告書に目を通すのは会議後になるはずだし、緊急事態でなければ、わざわざ電話確認なんて必要ないはず。

　そう思って首を傾げると、常務は私の頭をかなり乱暴になでて髪を乱した。

「ああ！　な、なぜ……」

　慌てて常務の腕を掴む。すると常務は私の手首を掴み返し、軽く引き寄せる。

「バーカ。仕事のことを言ってんじゃねえよ。俺は、俺の抜けてる女に言ってんの」

「えっ？」

　そ、それって、つまり……。

　私は目をキラキラさせて、バッと常務を振り仰ぐ。もしも私に尻尾があるなら、全力でブンブン振っているところだ。

　わざわざ秘書室まで来て、そこまで言ったなら、もっとわかりやすく言ってください！　お願い、サービスして!!

　私が期待を込めた眼差しでジッと見つめると、常務はグッと言葉に詰まり、視線を泳がせる。

「お前はやること成すこと、俺の考えも及ばないことだらけだから。上司としての俺には報告できないことでも、その……なにかあったら、言えよって言ってんだよ。お前の、だから……男として」

　きゅ、キュウーン！　もう、常務大好き！

　キュンキュンと胸を高鳴らせる私を前に、目の下を少し赤くさせた常務は居心地が悪そうで、すぐにクルリと背を向けてしまった。

「じゃあな。今はお前の顔を見に来ただけだから」

「はっ、はい！　連絡待ってますっ！」

　私はすぐにでも小躍りしたいのをグッと堪えて、ビシッと敬礼をしながら常務の姿を見送る。

　常務がバタンと秘書室のドアを閉めた瞬間、私はその場で悶もん絶ぜつした。

　私と常務がいわゆる〝恋人同士〟になってから、五日が経っていた。

　はい、そうです。そうなんです。あの夜を過ぎても、魔法は解けなかったんです。夢は覚めなかったんです。バンザーイ!!

「ふふふ、俺の（抜けてる）女だって！」

　フニャフニャととろける頬をそのままに、デスクの上の資料をどかす。力の入らない手で布巾を持って、メモを消す作業を再開した。

　窓から見える青い空も、なんてことないいつものオフィスも、キラキラと輝いて見える。

　恋人同士になっても、常務はぜーっんぜん甘くない。私のほっぺをお餅かなにかのようにぞんざいに伸ばしたりするし、『バカ』とか『アホ』とか平気で言うし。

　でもいいの。まったく気にしない！　ふとした瞬間のさり気ない彼女扱いだけで、私は大・大・大満足！

　日に日に常務に夢中になっていくばかりだ。

「ふーんふっふふーん」

　朝からハイテンションになった私は、上機嫌に鼻唄を歌いながら、デスクの上をピカピカに磨いたのだった。




　その日の午後。

　私はアジュールのロビーでひとり、東堂社長が現れるのを待っていた。

　どんな人なんだろう、緊張する……。

　東堂理久さんはプレジの社長さんで、先日再会した猫丸常連の東堂会長の息子さんだ。そして、あの夜のパーティーで出会った、超絶美少女の小鞠ちゃんのお兄さんでもある。

『噂うわさによると、かなりストイックな人らしいよ。他人には厳しいけど、自分にもとことん厳しいって』と、香乃子さんが言っていた。

　常務の秘書として働きはじめて、さまざまな要人や役員と接する機会があったけど、ひとりきりで会うのはこれが初めてだった。

　常務や夏目さんに、秘書として少しずつ信頼してもらえるようになってきたと思っていいのだろうか。

　常務の代理として少し緊張しながら秘書室を出た私に、香乃子さんが教えてくれた。

『秘書は、ボスの考えを誰よりも理解していなくちゃダメなの。ボスの考えていることを、社内外のさまざまな人に、正確に発信するのも秘書の役目よ』

　だからがんばってね、とかわいらしいウインク付きで送り出されてから、私は何度となく思い出している。

　常務が東堂会長にお願いして、ウエディングプランの料金を下げてもらったこと。そこには、どんな女の子にもおとぎ話のような世界が実在することを知ってほしいという想いが込められていること。

　あの常務がそんなふうに考えていることが嬉しい。彼が創ろうとしているものを私も一緒に創り上げたい。だから、今日はひとりだけどがんばろう。

　そう心の中で決意したとき、ロビーの小さなソファに座る私のすぐ横に、スッと立つ人の気配がした。

　慌てて顔を横に向ければ、濃紺のスーツが目に映る。

　きっ、来た……！

　私は電光石火の速さで立ち上がって、ガバッと勢いよく頭を下げた。

「あっ、は、初めまして！　葦原大和の秘書を務めております、佐倉絵未と申します！　今日はどうぞよろしく……」

「親父とのおかしな約束を条件に、プランの料金を下げろとか言ってきた秘書はお前か！」

「え、えぇ？」

　丁寧に腰を折った上からいきなり雷を落とされ、私は困惑して頭を上げる。

　長い脚に、引き締まった細身の身体。そして、尖った顎に……。

「あ……あっ、ああぁー！」

　こ、ここ、この男は！

「うるさい！　声がデカイんだよ、この泣き虫！」

「なっ、な、泣いてませんっ！」

　常務の前ではちょっと堪え切れなくて泣いてしまったけど、絶対、絶対、この男の前では泣いてない！

　ひょろりと背の高い男は、随分と上のほうから偉そうに、鋭い瞳で私を見下ろしている。

　薄い肉付きの頬と、シャープな顎、高い鼻に、切れ長の冷たい目。厳しく精悍な顔つきをした彼は、帝国葦原館でのパーティーの夜に私をソファに押し倒し、手のひら越しに唇を押しつけ、終いには『現実を見ろ』と捨てゼリフまで吐いた男だった。

「ふん、『王子様』だの『シンデレラ』だの、おめでたいことをぬかすヤツだとは思ったが、お前があのいけ好かない男の秘書だったわけか。どうりでな」

「ちょっと！　『いけ好かない男』って、まさか常務のことを言ってるんですか!?」

　ムキーッ。許さんぞ、この男！　確かにあなたが見ている常務は、腹ん中では黒いこと考えている外面モードの常務でしょうけども！　でもそれは、私の大好きな本当の常務とは違うんだから！

　仁王立ちで見下す男にひるむことなく、私も腕を組んで、下からキッと睨み返す。

　突然バチバチと火花を散らしはじめた私たちを、約二週間後のオープニングセレモニーに向けてロビーで仕事をしていた数名のスタッフが、何事かと遠巻きに見ている。

　オープン前の静かなロビーでは、やいやい言い合う私たちの姿は、完全に浮いていた。

　それにしても信じられない。この冷酷男が、優しくてポワンとした東堂会長の息子だなんて！

　まったく信じたくない事実だけれど、認めざるを得ない。なぜならたった今、その事実を前に、思い出したのだ。

　この男の、厳しい雰囲気を漂わせた精悍な顔つき。東堂会長の痩せてる頃の写真にクリソツだーっ！

「ふん、ちょっと主人の悪口を言われたからって、ギャアギャア吠ほえやがって。犬か」

　冷酷男はそう言ってから、自分の言葉に片方の眉をピクリと上げた。そして、しばらく思案した後、妙に納得したような顔になった。

「……さてはお前、あの男に食われたな？　いい趣味してるぜ。あの仮面みたいな表情でヤることヤってるのかと思うと、ゾッとするわ」

「なっ、く、やや、や……！」

　東堂社長のあまりの言い草に、反論しようと、陸に揚げられた魚のようにパクパクと必死に口を動かすが、上手に酸素を取り込めない。

　この人、うら若き乙女に対して、なんてこと言うの！　ていうか、アノときの常務は、全然『仮面みたいな表情』じゃないんだから。意地悪で、セクシーで、私がへろへろになるとすっごく優しくて、それは全部私だけが知ってる常務で……って、そうじゃなーい！

　怒りと照れでブルブル震える私をひとり残し、東堂社長はクルリと背を向け、二階へと続く大階段に向かってスタスタと歩きだす。

　はっ、速い。くそう。脚が長いからって見せつけてるな！

　私は慌てて荷物を引っ掴み、その後を小走りで追った。

「東堂社長！　常務は、ほんとは……」

「理久と呼べ。東堂の名で呼ばれるのは嫌いだ」

　振り返りもせずに告げて、軽やかに大階段を上がりはじめる。

「り、りり、理久さん！　常務は、ほんとは、ほんとは……！」

　本当は、ムダにキラキラした仮面のような表情ではなく、もっと無邪気に笑う人だ。私への扱いが雑なときもあるけど、それは照れ屋さんだからで、いざというときにはちゃんと大事にしてくれる。甘い言葉は滅多にくれないし、優しくするのが下手な人だけど、本当は、すごくすごく……。

「いい人です！」

　私が胸を張って堂々と言い放ったとき、理久さんはちょうど階段を上がり切ったところで、呆れ返った冷ややかな視線で私を見下ろして言った。

「薄々気づいてはいたが……お前、バカなんだな」

　ムッキー！　なんですか、その哀れんだ瞳は。

「バカじゃないです！　理久さん、さっきから言ってることが失礼ですよ！」

　悔しくてギャアギャアと文句を言いながら追いかけると、理久さんは『うるさい』とでも言うように、これ見よがしに耳を塞ぐ。

　私はその仕草にまたカチンときて、以前野本さんと常務と訪れたときのロマンチックな感動とはかけ離れた気分で、あの披露宴会場へと足を踏み入れた。




「オープニングセレモニーで行われる模擬結婚式では、午前は最上階のチャペルでの挙式、午後からはこのホールで披露宴を行う予定だ」

　私と理久さんは、二階にある大きな披露宴会場の中にいた。

「挙式のほうはまた後で説明するが、料金を下げたから、それに合わせていくつか変更も入れている。当初のものよりも演出や各部のデザインへのこだわりを捨てて、誰でも受け入れやすいものにした」

　理久さんは会場をグルグル見回しながら、長い脚でスタスタと歩き回り、各ゲストテーブルや新郎新婦が座るメインテーブルについて早口で説明を続ける。

「模擬披露宴は立食式のパーティーにする予定だが、よりフランクなものにするために、用意していた演奏隊は楽器の編成を減らすか、常時演奏はやめにするか……」

　そこでふと私を振り返り、もともと肉付きの薄い顔つきで、心底げっそりしたように私を見下ろした。

「なんだよ、その膨れっ面は。そんなガキみたいな顔してると、〝王子様〟に愛想尽かされて捨てられるぞ」

「余計なお世話です！」

　だって、納得いかないんだもん。常務は本当はとっても素敵な人なのに、こんな冷酷な男に、小バカにされるなんて。そして、それをちゃんと説明できないのが、すごくすごく悔しい。だけど常務が隠している以上、私が勝手に彼の本性を暴露するわけにはいかないから……。

「そんな意地悪ばっかり言ってたら、あなたこそ、小鞠ちゃんに愛想尽かされますよ」

　私は悔しまぎれに、高い位置から見下ろす冷たい目に向かって言ってやった。

　ほとんど悪あがきのようなものだったけど、理久さんは意外にもその言葉に反応して、ギョッとしたように私を見る。

「おっ、お前、小鞠を知ってるのか……？」

「え？　ま、まあ、あのパーティーでたまたま会って……。すごくキレイな妹さんですね」

　本当に、びっくりするほどの美少女だった。

　こうして見れば、黒い髪と瞳とか、驚くほど整ったまっすぐな鼻び梁りょうとか、醸し出す雰囲気だとか、理久さんと似ている部分はいくつか見受けられるような気もする。だけど、ひとつ重大な違いがある。小鞠ちゃんには庇ひ護ご欲よくを誘うような儚げな魅力があるけれど、理久さんはひたすら憎たらしいってことだ。

　私が頭の中で若干ひどいことを考えつつ、フッと笑って腕組みをすると、理久さんはなぜかだらしなく頬を緩ませて、フニャリと笑った。

　え……わ、笑った!?

「そうだろう？　小鞠って、めちゃくちゃキレイだよな。ああ見えてかわいいところが多くてな。危なっかしい上に泣き虫だから、俺としては心配で心配で。あのパーティーの夜だって変な男に絡まれてて、俺が助けに行かなきゃ……」

　それから数分間、理久さんによる小鞠ちゃん自慢のマシンガントークは続いた。

　こ、この人、小鞠ちゃんにゾッコンなんだ。そう言えば小鞠ちゃん、『お兄ちゃんから逃げてきた』というようなことを言っていたかもしれない。それに、理久さんとふたりでソファに座っていたときも、この人は熱心に妹さんの話を語っていたような……。こんな〝キケンな男〟みたいな雰囲気を醸し出しておいて、妹さん大好きだなんて。す、ストイックなシスコン……。

　私はなんとなくイケナイものを見てしまったような気分になって、嬉しそうに頬を緩める理久さんから目を逸らし、ひたすらその声を聞き流していた。

　私はなにも見てない！　なにも聞いていない！

　小鞠ちゃんがいかに蠱こ惑わく的てきでかわいらしい妹なのかを聞かされながら、私は頭の隅で別のことを考える。

　本当の常務は、キラキラ王子様ではないものの、充分に魅力的な人だ。ひとりきりで独占したいと思ってしまうほどに。

　確かに王子様常務は素敵だけど、意地悪常務のほうが人間味があって私は好き。心の奥はとっても優しい人だから、仮に常務が周囲に本当の彼を見せたとしても、彼を悪く言う人がいるとは思えない。

　常務の本性が腹黒くて意地悪なただのドＳでないとわかった以上、今となっては不思議でならなかった。

　常務はどうして、本当の自分を隠したりするの……？




「――まあ、ザッとこんな感じだ。プランの料金に合わせて模擬結婚式の内容も少し変わったこと、ちゃんとアイツに伝えておけよ」

「はい、よくわかりました。変更点も、理久さんが小鞠ちゃんにゾッコンだってことも」

　ふたりで披露宴会場とチャペルを回り、当日の進行や細部の確認をして、またロビーまで戻ってきた。

　私が若干白い目を向けても、理久さんはどこ吹く風で否定もしない。

「当然だ。アイツほど手のかかる、かわいい妹はいない」

「……自覚アリなんですね」

　どうやら彼は、胸を張ったシスコンらしい。

　お願いだから、そんな怖い顔で堂々と溺愛宣言しないでください！

「まあ、お前もアイツとうまくやれよ。アイツはきな臭いヤツだ。いつかポイッと捨てられるかもしれないぞ」

「常務はそんな人じゃありませんっ！」

　理久さんがまたもや常務のことを悪く言うから、私は怒った猫のように逆毛を立てて反論する。

「小鞠がアイツに妙に懐いてるのも気に食わん……」

「……まさか理久さん、それが理由で常務のことを嫌ってるわけじゃないですよね？」

　私が冷ややかな視線を向けると、理久さんはプイッと目を逸らした。

　あ、あ、怪しいー！

「そういうの、〝言いがかり〟って言うんですよ！」

「うるさい。黙れ」

　ムキー。なんて横暴な人なの！

　私たちはそうやって終始やいやいと言い合いを続けつつ、アジュールを後にした。




「はあ……」

　駅を出た私は、ため息をつきながら、アパートに向かってトボトボと歩いていた。

　生ぬるい風が髪をなびかせ、何度も吐き出すため息をどこかへ運んでくれる。辺りは薄暗くなりはじめ、夏の短い夜がはじまったばかりだった。

　私はアジュールから本社に戻り、理久さんに言われた通り、いくつかの変更点を盛り込んで報告書を作成した。

　常務に会えるかと思って少し待ってみたけど、役員会議はだいぶ長引いているみたいだった。

　報告書を提出したら帰っていいと言われていたから、常務に会わないまま会社を出てきてしまったけど……。

「会いたい、なあ……」

　なぜ彼が本当の自分を見せないようにしているのか、気になりだしたら止まらなくなってしまった。

　しかも常務が本性を見せる相手って、私が知っている限りでは私と夏目さんと、お父様である葦原会長だけ。どうしてそこまで、頑なに隠そうとするんだろう。

　頭の中が常務のことでいっぱいで、どうしても彼の声が聞きたくなる。そのとき、バッグの中で携帯が着信を告げるのを聞いた。

　はっ！　そう言えば、会議が終わったら連絡くれるって言ってた。きっと、常務からだ。

　慌ててバッグの中をがさごそと漁り、携帯を掴み、相手の確認もそこそこに電話に出る。

「うえーん！　じょーむー！」

《……なんでいきなり半泣きなんだよ》

　電話の相手はやっぱり常務で、私の勢いにちょっと引きつつも、その口調とは裏腹に、いつもより優しい声だった。

《ちゃんと家に着いたか？》

「もうちょっとです、今ちょうど、電車降りたところで……」

　私はグズグズと鼻をすすりながら、たった今聞きたくてたまらなかった、大好きな常務の声を耳元にギューッと押しつけた。

《……なんかあったのか？》

　常務の声が少し低くなり、途端に心配そうな色を濃くする。

　甘やかすようなその声に、私は思いきって聞いてみることにした。

「あの……常務はどうして本当の自分を偽ったりするんですか？」

《あ？》

　私の唐突な質問に、常務は困惑したような声を上げ、電話は少しの間、沈黙となる。

　どうしよう、なんかドキドキする……。

　私はその間、大きく聞こえる自分の心臓の音に耳を傾け、常務の返事をジッと待っていた。

《……偽ってるように、見えるか？》

　小さく返ってきた声に、私はびっくりして目を丸くした。

「えっ、自覚ないんですか!?」

《いや、そういうわけじゃねえけど……。その、俺としては、別に偽ってるつもりはないというか……》

　常務は珍しくモゴモゴと言いよどみ、私はますます混乱してしまった。

　だけど考えがまとまっていないのは常務も同じのようだったので、しばらく黙って待っていると、常務はゴホンとひとつ咳せき払ばらいをして、今度はハッキリと話しはじめる。

《俺の親父に、『公私を混同するな』と昔から言われていたからかもしれない。『しっかり表の顔を使い分けろ』ってな。まあ、葦原の息子ってだけでそこら中に他人の目はあるから、ほとんどの範囲が〝表の顔〟に当てはまってしまった節はある》

「そ、そうなんですか……」

　なるほど……。大企業の御曹司とはそういうものかもしれない。そういえば、いつだったか夏目さんが言っていた。

『常務は裏表が激しいというより、心を許せる人が極端に少ないんだ』って。そしてそれは、『葦原家のひとり息子としての責任も感じていた』からだって。

《あとはまあ、そのほうが便利だってのもある。特に女性は、そっちのほうが喜ぶしな。〝王子様〟好きな誰かさんみたいに》

「あっ、うっ……そ、それは……」

『それは違います！』とすぐに反論したいところだけど、実際、常務の本性を知る前は舞い上がっていたわけだから、否定しにくい。

　あわあわと慌てる私の気配を察したのか、常務が電話の向こうでクスクスと笑っている。

　飾らない、素の常務の笑い声。私をからかって、笑っている。

　まったく、意地悪だなあ……。

　だけど仕方ない。私はそういう常務を、好きになってしまったんだ。

「あの、常務……」

《ん？》

　常務の、子どものように屈託のない表情や不器用な優しさをいっぱいに浴びて、私の心に育った小さな花がある。常務の声を耳元で聞いていたら、その花の香りを、電話の向こうの彼にも伝えたいと思った。

「確かに王子様への憧れはありましたけど、それでも私、本当の常務に恋したんですよ。たとえ本物の王子様が目の前に現れても、私は意地悪な常務を選びますから」

　たとえこの世界のすべての人が、常務に〝偽りの彼〟でいることを求めたとしても、私だけはずっと、本当の常務を見つめている。本当の常務をずっと、好きでいる。この恋は、本物の王子様との恋よりも、ずっとずっと素敵なものになるはずだから。

　日の落ちた、通い慣れた道を歩きながら、胸を張って言い切ると、私の心に立ち込めていたモヤモヤとした霧はすぐに晴れ、気分は今朝のようにうんとハッピーに戻っていた。

《……お前、恥ずかしげもなく、よくそんなこと言えるよな》

　照れ屋な常務は相変わらず甘い言葉を返してはくれなかったけど、心なしか嬉しそうだ。

　私は常務との電話を切った後も、ルンルンと鼻唄を歌いながらアパートへの道のりを歩いて帰った。










手放したもの




　スキップしたい気持ちを懸命に抑えながら、自宅近くまで辿り着いたときだった。

　アパートの斜め前にある小さな公園から、ダボッとしたジャージ姿の大学生らしき男の人が、早足に道路へ出てきた。

　この辺りに住む大学生かな……？

　なんとはなしに横目に公園のほうを見ていると、彼を追って、クルクルと巻かれた亜麻色の髪を揺らしながら制服姿の女の子が現れた。

　あの制服は……近所にある有名お嬢様学校の中等部の制服だ。

「ねえ、待ってよ！　私、なにかした？　いつもがんばってお弁当作ってるし、アキくんが疲れてるときはお洗濯だってするし、お掃除だってしてるじゃない！　もっと会う時間が欲しいなら、お父様にお願いして外泊許可ももらうから、だから別れるなんて……」

「あー、もうやめろよ。そういうのが重いって言ってんの。興味本位でお嬢様と付き合ってみたけど、やっぱなんか合わなかったわ」

　うわ、きっつー……。

　自分が言われたわけじゃないのに、ギュッと胸が痛くなって、思わず顔をしかめる。

　キレイな巻き毛の女の子は、呆ぼう然ぜんと立ち尽くし、男の人が立ち去っていくのを眺めていた。

　かわいそうだけど、私がなにか口出しできる立場ではないし……。

　なにも見なかったフリをして、そーっとアパートに入ろうとする。しかし女の子が黙ってひとすじの涙を流しているのがチラリと視界に入ってしまい、気づくと私はその子に声をかけていた。




　女の子と並んで、公園内の小さなブランコに乗り、辺りが少しずつ夜に飲み込まれていくのを見ていた。

　彼女の名前はエレナちゃんで、中学二年生らしい。

　亜麻色の巻き毛に、少し緑がかった大きな瞳と、長くてくるんとしたまつ毛がフランス人形みたいな容姿のエレナちゃんは、お母さんがノルウェーの出身なんだとか。

　あまりに人目を引くその容姿のせいで、友だちや先生から心ない言葉を浴びせられることもあったようだ。

　だけどそんな中、彼女のことを初めから偏見なしに見てくれたのが、さっきの彼。学校で友だちにひどいことを言われて、ひとりでトボトボと家路を歩いていたエレナちゃんに、彼が優しく声をかけてくれたのがはじまりだった。

　それってただのナンパじゃん！って思ったけど、きっとエレナちゃんもどこかで気づいていたことだと思うから、私は黙って頷きながら聞いていた。

「彼、言ってくれたんです。『エレナの髪はすごくキレイだね』って。あんなふうに、まっすぐに私を見てくれたのは、彼だけだった。だから、彼のことは信じられるような気がしたんです」

「そっかあ……」

　私たちはギコギコとブランコを揺らしながら、ポツポツと気の向くままに話をした。

　エレナちゃんのお母さんが、祖国であるノルウェーで、ある日本人男性と運命的な出会いをしたこと。その彼と恋に落ちて、日本まで追いかけてきたこと。ふたりの間に、エレナちゃんが生まれたこと。

　だからエレナちゃんも、運命の相手と恋に落ちることをずっと夢に見てきたのだそうだ。

「でも、間違ってたってことですよね。彼じゃなかった……」

　エレナちゃんは暗くなった空を見上げて、ポツンと寂しげに呟いた。

　彼女は初めこそ言葉に詰まったり、涙目になったりすることがあったけど、今はもう落ち着いている。

「絵未さんは、恋人がいらっしゃるの？　彼のことを、運命の相手だと思ってる？」

「えー、私？」

　うーん、どうだろう……。

　常務とは、お互いに『好き』だと言い合って、心も身体も繋がり合っている。『付き合いましょう』みたいな言葉はなかったけど、恋人と呼べる関係のはずだ。

　だけど常務はたぶん、運命とか信じてないだろうし。もちろん私は、本当の常務をずっと好きでいたいとは思っているけど……。

　私が首を傾げてしばらく唸っていると、エレナちゃんは悲しい顔で俯き、随分と沈んだ声で呟いた。

「やっぱり、いないのでしょうか。運命の相手なんて、幻想なんですかね……」

　ブランコに揺られるエレナちゃんは、夜の闇に吸い込まれそうなほど弱々しく見えた。

「……あっ、そうだ！」

　いいこと思いついた！

　私は小さく揺らしていたブランコを止めて、自分の左足首に着いていたアンクレットを外した。

　立ち上がり、隣のブランコに乗るエレナちゃんの前にしゃがみ込む。

「これ、エレナちゃんにあげるよ」

「え？」

　私はエレナちゃんの白くてキレイな手を取って、その中に、小さなリボンのモチーフがついたピンクゴールドのアンクレットを置いた。

「え、いいんですか？」

「うん、いいよ。それ、私がお母さんから子どもの頃にもらったものなの」

「え……そ、そんな大事なもの、もらえないですよ！」

　慌ててアンクレットを返そうとするエレナちゃんに、私は笑って首を振った。

　もし本当に運命というものがあるとすれば、神様が私とエレナちゃんを会わせたのは、このためなんじゃないかと思うんだ。

「リボンのモチーフにはね、好きな人と永遠に結ばれるって意味があるんだって、ある人に教えてもらったの。これを身に着けていれば、きっとエレナちゃんにも永遠に結ばれる相手が現れると思う」

「で、でも……」

　私はエレナちゃんの手の中からアンクレットを取り、彼女の華奢な足首にそれを着けてあげた。

　月明かりの中、黒いベストの男の子とワルツを踊る夢を見たときから、なんとなく御守りのように大事に着けていた。

『いつか、あなたの王子様が現れるといいね』と言いながら、お母さんが私にくれたアンクレット。引き出しにしまったまま身に着けるタイミングを掴めずにいたアンクレットが夢に出てきたのは、もしかしたら、なにか意味があるのかもしれないと思ったから。

　だけど、もういいんだ。

「私はもういいの。ちゃんと出会えたから」

　憧れた恋よりも、もっと素敵な恋ができる相手。夢に見た王子様よりも、もっと大好きになれる相手。

　私は、目の前の常務をずっと好きでいようって決めているから。

「絵未さん……」

「エレナちゃんも、いつか結ばれるといいね。すごくすごく好きになれて、エレナちゃんのことを誰よりも大事にしてくれる相手と」

「ほんとにいいんですか？」

　エレナちゃんはまだ少し戸惑っている様子だったけど、緑色の瞳はキラキラと輝きを取り戻し、いつか出会える運命の相手を探そうとしているみたいだった。

　辺りは完全に暗くなり、エレナちゃんの亜麻色の髪は月明かりを浴びて柔らかく光っている。

　エレナちゃんはまだ中学生なんだし、さすがにもう帰ろうと言おうとしたとき、私のバッグの中で携帯の着信音が鳴った。

「あ……ちょっと、ごめんね」

　エレナちゃんに断ってバッグの中から携帯を取り出し、相手を確認する。その予想外の相手に驚いて、携帯を落としそうになってしまった。

「えっ！　ウソ、常務!?」

　さっき電話を切ったばっかりなのに！

　常務は電話やメールをまめにする人ではないし、そもそも電話がかかってくること自体珍しい。しかも一日に二回なんて、レアだ。激レアだよ。

「もっ、もしもし！」

　私はドキドキする胸を押さえて、上ずる声で電話に出た。

《ああ、悪い。お前のアパートって、お前が俺の背中にぶつかってズッコケた駅の近くだろ？》

「え、そ、そうですけど……」

『ズッコケた』って……なにかもっと別の言い方にしてくれればいいのに。『初めて出会った夜』とか言ってくれれば、ロマンチックなのになあ。まあ、常務にロマンチックは期待できないか。

　私が心の中でこっそりひどいことを呟いていると、電話の向こうの常務は、思ってもみなかった言葉で不意打ちを仕掛けてきた。

《ちょっと顔見せろよ。お前に会いたいと思って、駅まで来てるから》

「え……？」

　わ、私に会いたい……？　いやいや、いかんよ絵未ちゃん。常務がそんなかわいいこと言うわけないよ。たぶん、なにか仕事の用でもあるんだ。

　期待に舞い上がろうとする胸をなんとか押さえ込んで、常務が私に会いに来なくてはいけないような理由を探した。

「あ、あの、報告書に不備でも……？」

《はあ？　あれは明日の朝にでも目を通す。あれを今日読んでたら、会える時間がもっと短くなるだろ》

「そ、それって……」

　本当に仕事とか関係なしに、ただ恋人として、常務は私に会いに来てくれたの？　少しでも長く一緒にいられるように、仕事を早めに切り上げて？

　膨れ上がる胸のドキドキを抑えきれず、声に期待が混じるのを止められない。

《……なんだよ。別に、お前に会いに行くことに理由なんかいらないだろ》

　少しぶっきらぼうに言い放つ常務に、私の胸はついに鎖を解かれて、嬉しさにぴゅーんと舞い上がる。

　はうぅー！　なにそれ。不意打ちすぎる。でも、嬉しいー！

「常務、大好き！　今すぐ行きますっ！」

　私は弾む声で電話を切り、エレナちゃんを駅まで送ってから、近くで待っている常務のところへウキウキしながら駆けていった。




　日中に太陽をたっぷり浴びた草木の匂いが鼻先をくすぐる。蒸し上がった大地を月と夜風が少しずつ冷ましていく。

　そっと指先を触れさせると、常務の左手は優しく私の右手を包み込んでくれた。

　穏やかな雰囲気の中、私たちはゆっくり歩いてアパートまで帰ってきた。

　しかし私が玄関のドアを開けた瞬間、中に押し込まれ、いきなり噛みつくようにキスをされた。

　常務は崩れ落ちそうになる私を強く抱きしめて、ちゃっかり玄関ドアの鍵を閉める。そして準備万端とばかりに、私をドアに押しつけて、むしゃむしゃと食い尽くすように唇を重ねた。

　荒々しく、だけど甘ったるい情熱的なキスに呼吸が乱れ、常務の胸にすがりつくことしかできない。

「んっ……も、う……無理」

「まだだ」

　常務は私がなんとか息を吸い込んだのを確認すると、またすぐに唇を塞ぐ。

　激しいキスに翻弄され、なにがなんだかわからなくなった頃、常務は私の下唇を食み、引っぱりながらチュッと音を立てて、ようやく離れていった。

　肩で息をする私を、常務はギューッときつく抱きしめる。

　すっぽりと包まれた私は、ホッとして彼の胸に顔を埋めた。

「……悪い、こんなガキみたいにサカって。でもお前が電話で散々煽るから、抑えがきかなかった」

　常務の声が首筋に触れ、私はぶるりと身震いする。

　それから常務は少し身体を離して、拗ねたような瞳で私を見下ろした。

「お前、俺を玄関に上げた時点でいろいろ覚悟しろよ」

「へ？」

　常務は戸惑う私の手を引き、短い廊下の先にある小さな部屋のドアを開けた。

　わ、私の部屋なのに、エスコートされてしまってる……。

　常務は部屋をぐるりと見回し、ドアの横にあった電気のスイッチを入れた。白い明るさに目を細める。

　八畳一間の小さな部屋には、左の壁際に本棚とパソコン用のデスク、中央にローテーブルが置かれている。右の壁際にある十九型のテレビは薄いピンク色で、ひとり暮らしをはじめるときに買ったものだ。

　部屋の奥に見えるのは、狭いシングルベッドと、バルコニーへ続く大きな窓を覆う白いカーテンだった。

「顔見たら帰るって言ったのに、俺をのこのことアパートまで連れてきたのはお前だからな」

「わっ！」

　常務は繋いだ右手をぐんっと引っぱって、よろけた私を硬い胸で受け止める。

　慌てて顔を上げると、常務はニヤッといたずらっ子のような笑みを浮かべ、私をもう一度腕の中に閉じ込めた。

「襲い放題だろ？」

　低く甘く、私の心を震わせるように響いたその声は、さっきのキスで火照らされた身体を一気に熱くする。

「じっ、自重してください！」

　かあっと赤くなった顔でキッと睨んでみても、常務はクスクスと笑うばかり。

　私だけが見られる、本当の常務の無防備な笑顔。その瞳がすごく優しく私を見つめていたから、私の頬はさらに熱くなって、胸がきゅうきゅうと締めつけられる。

　薄々は気づいていたけど、常務って、いわゆるむっつりってやつなんじゃあ……。だって、王子様モードの常務はいつも涼しい顔だし、本当の常務は甘いムードなんて大の苦手。燃え尽くすような熱いキスも、ベッドの中で私を翻弄する指先も、どちらの常務からもあんまり想像がつかないようなものだと思う。

　常務ってもう三十歳なのに、オトナの余裕に加えて底抜けの体力なんて、ちょっと卑ひ怯きょうだよね……。

　常務は私の腰に手を添えたまま、狭い部屋の中をまるでワルツを踊るかのようにクルクルと回って移動する。

　部屋がぐるんぐるんと回転して、ハッと気づいたときには小さなベッドに押し倒されていた。

　驚く間もなく、常務はすぐに私の首すじに唇を寄せる。その温度を鎖骨に感じたとき、さっきのキスで燻くすぶった種火が一気に燃え上がって、私の身を焦がした。

　大きな手のひらがスーツの上を滑っていくだけで、フニャフニャと溶けていきそう。

　常務の手が私のジャケットの下に滑り込む。ブラウスの上から肌を包み込まれて、私は小さく声を上げた。

「あっ……あの、電気を……」

「ん？　ああ、別にいいだろ。俺しか見てないんだし。お前のかわいいとこ、全部見せろ」

　私の胸元に唇を寄せながら常務はサラリと言って、私の鼓動をさらに速める。

　ぐぬっ……！　なんか前回も思ったんですけど、あなた妙に手慣れてません!?　いつもは甘い言葉なんてくれないくせに、こういうときだけちゃっかりしてるし、意外と手が早いというか……。

　そりゃあ、それだけカッコよくて三十歳にもなれば山ほど経験はおありでしょうけど、大抵の女性の前では王子様モードなことを考えれば、なんだかものすごく違和感がある。そのスキル、どうやって身につけたの……？

「……常務ってまさか、妄想とか激しいタイプですか？」

「はあ？　なにをわけのわからんこと言ってんだ」

　ビクビクしながら尋ねた私に、常務の呆れたような声が返ってくる。

　くっ……そうか、妄想で予行練習してるんじゃないなら、これはもう天性の才能としか思えない。

　気づけば、常務は私の服をするすると剥いて、呆気なく下着姿にしてしまった。ベッドの下に次々と服が重なり、その上に常務が自分のスーツをだらしなく放った。

　反射的に身体を隠そうとする私の手首を優しく掴んで、手のひらにキスを落とす。

　常務の熱っぽい視線に身体の芯が震え、いたたまれなくなって顔を逸らした。

　今、絶対リンゴみたいになってる。

　涙目で顔を真っ赤にする私を見下ろして、常務が意地悪く笑っている。

「あの……でも、やっぱ、ベッドとか小さいし……」

　常務の甘い毒に犯され、身体はもう彼の熱に触れたくて仕方ないのに、気恥ずかしさが抜けなくて気を逸らすようなことを言ってしまう。

　だって自分の部屋だし、電気ついてるし、帰って早々にこんなこと……。

　そんな状況なのに、これほどまでに常務を求めていることを知られたら、はしたないと思われないだろうか。

「じゃあ、床でする？」

「えっ、いや、あの、その……」

　手首を握られているせいで、赤くなった頬も、込み上げる涙も、隠す術すべがない。

　常務は、組み敷かれた私が自分の下でブルブルと震えるのを見て、一瞬、とても優しい眼差しで私を見つめた。だけどその黒い瞳はすぐにかまぼこみたいな形でニヤリと笑い、私をからかうように、噛みしめた唇をペロリと舐めた。

「心配すんな。お前が落ちない程度に激しくする」

「しっ、心配ですー！」

　な、なな、なんですか、その危険な宣言！

　あたふたする私を見て、常務は上機嫌に喉を鳴らして笑っている。それから私の手首を離したかと思うと、二本の力強い腕でギューッと私を抱きしめた。

「俺、お前から目ぇ離せそうにない。かわいくて仕方ない」

「くっ……」

　なんなの、なんなの、なんなの!?　今日の常務はおかしいよ。これはいったい〝なにモード〟なの!?

　もうすでにお手上げ状態の私。常務はそんな私の身体をさらに火照らせ、少しずつフワフワと風船のように浮かせていく。指先や唇や大きな手のひらが、その膨らみをつつき、揺らし、気を抜けばすぐにでも弾けてしまいそうだ。

　むせかえるほど甘く濃厚な空気の中、肌は汗ばみ、息が上がる。ときどき触れる常務の胸から、私と同じリズムを刻む鼓動が聞こえてくると、身体のずっと奥の方がキュンと高鳴った。

「んあっ……常務……」

　熱に浮かされ、震える声で彼を呼べば、叱るように鼻先をかぷりと食べられた。

「なあ、いい加減、ふたりきりのときは名前で呼べよ」

「で、でも、常務だって、いつも私のこと『お前』とか……」

「あ？」

　常務は不満そうな声を上げて、私をいたぶる手をいったん止める。

　むんっ……。そんな顔しても、私だってそう簡単には思い通りになってあげないんだから。

「私だって、まだ一回しか呼んでもらってないですよ」

　負けずに私も唇を尖らせて常務を見上げると、眉を寄せた彼はフイッと視線を逸らした。

「チッ……」

　えっ、舌打ち!?　なんですか、その『バレたか……』みたいな顔。まさか自分だけごまかせるとでも思ってたの？

　目を丸くして見上げると、常務は拗ねた瞳を私に向け、私の鼻の先をキュッとつまんだ。

「お前はズルいよ。俺ばっかり、バカみたいにお前に惚ほれてる。だけど……それでも、お前には全部見せてもいいやって思わされる」

　常務は少し目を伏せ、私の鼻をつまんでいた手を離した。小鳥が身体を震わせるように、扇形に広がった長いまつ毛が小さく揺れている。ゆっくりとまぶたが持ち上がり、濡れたように光る切なげな瞳が、まっすぐに私を射抜いた。

「絵未。俺にも、お前の全部をちょうだい」

　常務の形のいい唇が、彼の視線に釘付けにされた私にキスをする。

　ああ、やっぱりこの人が好き。

　意地悪で、子どもっぽくて、全然甘ったるくはない。滅多に名前も呼んでくれないし、優しくするのが下手くそだし。ずっと憧れていた、いつか出会う〝王子様〟とはかけ離れている気がするのに、私の想像も及ばないほどにこの胸を疼うずかせる。息もできぬほど、ドキドキする。

「大和さん……。大好き」

「ん」

　私が小さな声で彼の名前を呼ぶと、常務は満足げに頷いて身体を起こした。そっと私の左脚を持ち上げ、膝のてっぺんに熱い唇を柔らかく押しつける。

　脚の先に向けて優しく滑るキスの感覚にうっとりして目を閉じた。そして、彼の唇が左足首に触れたとき……。

　常務の身体が突然凍りつき、鋭く息を呑む音が聞こえた。

　私は驚いて目を開ける。

　黒い瞳は驚愕に見開かれ、なんだかショックを受けているようにも見える。心なしか色をなくした表情に、私の心臓もイヤな音をひとつ鳴らした。

「……お前、アンクレットはどうした」

「え？」

　常務はゆっくり私と視線を合わせ、低い声で恐る恐る尋ねた。目には焦りの色が浮かび、私の答えを急かすように畳みかける。

「いつも同じのを着けてただろ！　リボンが付いたピンクゴールドのアンクレット！」

「あっ……えっと……」

　彼の悲鳴のような叫びに驚いて、すぐには言葉が出てこなかった。

　常務は私が着けていたアンクレットの詳しいデザインまで記憶していて、しかも毎日同じものを着けていることに気づいてたの？

　そしてなぜか、それがなくなったことにものすごく動揺している。

「あの、それは、さっき……」

　私は身体を起こしてシーツを巻きつけ、おずおずと話しはじめた。

　常務がなににショックを受けて、なにを聞きたいのかがよくわからない。だから常務に出会った日の前夜に見た夢のことから、エレナちゃんに会って、あれを手放そうと思ったことまでを順番に説明した。

　常務は初めこそ取り乱して困惑した様子だったけど、私の話を聞くうちに少しずついつもの彼に戻っていった。

「……だから私、私だけはずっと本当の常務を見つめていられるようにって……。あのアンクレットを手放したのは、いつか迎えに来てくれると夢見ていた憧れの王子様とは、もうお別れしようって思ったからで……」

　常務が落ち着くのに反比例して、なんだか私のほうが混乱してしまう。

　私はなにかいけないことをしてしまったんだろうか。だってあれは、小さい頃から引き出しの中にしまっていた、お母さんのアンクレットのはずなのに……。

　わけもわからずジワジワと涙目になると、それに気づいた常務が優しく抱き寄せて髪をなでてくれた。

「悪い、驚かせたな。なんでもないんだ。俺もあれを気に入ってたから、ちょっと驚いただけだ」

　私はパタパタと瞬きをして、なんとか涙を散らそうとする。

　常務は私の両頬を包んで上を向かせると、目の端に丁寧にキスを落とした。

「あれがなくても、絵未は絵未だよ」

　慈しむようにキスを降らせ優しく慰められると、私の涙は引っ込むどころか、とうとう溢れてきてしまった。泣く必要なんてないとわかっているのに、涙を止められない。

　常務は苦笑して、頬を包む指先で、その涙を拭う。

「泣くなよ」

「ご、ごめんなさい、でも……」

　なぜかはわからないけど、溢れた涙が止まらないの。

　どうして私は、こんなに悲しい気持ちになるんだろう。どうして常務は、そんなに寂しそうな顔をしているんだろう。

「嬉しかった。お前が俺とのことをそんなふうに思ってくれてるの」

「だ、だって、じょ……大和さんは、王子様なんてバカバカしいって、言ってたし……」

　私は子どものように泣きベソをかいて、ぐすんと鼻をすすった。

「だけど、お前といて、ときどき思うよ。もし本当に運命の相手がいるとしたら、俺にとって、それは……」

　常務が眉を下げて、優しく微笑み、私を見つめる。そして途切れた言葉の続きを教えるように、泣き顔の私にそっとキスをした。

　小さなドキドキを伴う、ほかほかと温まるような甘いキス。

　私の胸はキュンと締めつけられるのに、涙の味がふたりの間にほんの少しの切なさを残した。










魔法が解ける




　それから二日後の午前中。

　私は夏目さんに呼ばれ、秘書室から会長室へと続く廊下を歩いていた。

　ど、どうしよう……。会長室に呼び出しなんて初めてだ。

　葦原会長とは入社時の挨拶以来、ほとんどお話しできていない。帝国葦原館で行われたパーティーのときですら、お忙しい様子の会長には挨拶もままならなかった。

「あの、私はどうして会長に呼ばれたのでしょうか……？」

　数歩前を颯さっ爽そうと歩く夏目さんに恐る恐る聞いてみた。

「そうですねえ……。まあ中に入っていただけばわかると思いますが、心の準備も必要でしょう」

　夏目さんは会長室の重厚なドアの少し手前で立ち止まり、私と向き合った。

　仕事中の夏目さんは、彫りの深い目元にさらに厳しさが増し、近寄りがたい雰囲気を醸し出している。

　うぅ、なんだろう。なんだか本物の刑事さんに連行される気分だよ……。

「中にはすでに常務がいらっしゃいます。先日アジュールで東堂社長と打ち合わせをされましたよね？　その件で、常務と東堂社長の間に食い違いがあったのです」

「え……？」

　食い違い？　どうしよう、それって私が常務の代理で行った打ち合わせのことだよね？

「まあ今回のことは、いろいろと悪いことが重なってしまったゆえのトラブルですがね。東堂社長と常務は、もともとお互いにあまり印象がよくありませんから」

　トラブル……。どうやら、この先の部屋で私を待っているのは、到底いい話ではないみたい。

　心臓がイヤな音を立てはじめ、肌にヒヤリと冷たいものを押しつけられたように寒気がする。

「あなたも常務もまだお若いですから。ほんの少し叱しっ咤た激励を浴びると思ってください。詳しいことは、会長からお話がありますよ」

　夏目さんはわずかに目元を緩めて、私を慰めるように笑ってくれた。

　でも……全然、気休めにならない！

「心の準備はいいですか？」と言って、会長室のドアの前に立つ夏目さん。同情しているようにも、憐あわれんでいるようにも見える、なんとも言えない表情だ。

　ふえーん、どうしよう。いつものおっちょこちょいなら、常務か夏目さんに、子どもをしつけるみたいな怒られ方をして終わりだったのに。私、ついにとんでもないことをやらかしてしまったんだろうか……。

　私は極度の緊張でめまいを感じながら、夏目さんに導かれて会長室へと足を踏み入れた。

「……要するに、お前と東堂社長との間に適切な信頼関係が築かれていないから、こういう事態を招いたんじゃないのか？」

　夏目さんがドアを開けるとすぐに、会長の渋くて貫かん禄ろくのある、落ち着いた声が聞こえてきた。

　部屋の奥に置かれた黒いプレジデントチェアに腰かけた会長は、デスクの上に両肘をついて、顔の下で手を組み合わせている。デスクの前に立つのは、濃いグレーのスーツを着た常務だった。

「君たちがもっと緊密に連絡を取り合える仲なら、こうはならなかった」

　少し白髪が交じる短い黒髪と、意志の強そうなまっすぐな瞳。その虹彩は常務と同じ色をしていて、スッと通った鼻筋は常務との血の繋がりを確かに感じさせる。葦原会長は、私の知っている本当の常務から、意地悪で子どもっぽい要素をごっそり抜き取ったような人だ。

　会長は部屋に入ってきた私と夏目さんに気づくと、一瞬夏目さんと目を合わせてから、鈍く光る黒い瞳で私を見据えた。

「佐倉さん、早速だが、こちらへ」

「はっ、はい……！」

　会長に呼ばれて、私はカチコチになりながら常務の隣に立つ。

「詳しい話は君のボスから聞いてくれ。こうなったことの責任は彼にある。ただ、私から君に確認したいことがあるんだ」

　葦原会長のオーラを至近距離でビシバシと感じ、私はゴクリと息を呑んだ。

「はい。なんでしょうか」

「アジュールでのウエディングプランの料金を下げたことで、東堂社長は模擬結婚式にいくつかの変更を加えたそうだね。そこまでは君も理解しているね？」

　私を甘く捕らえる、濡れたように光る常務の黒い瞳と同じ色のはずなのに、会長の瞳は鈍く強い光をたたえ、重たい視線で私を捕らえる。

「はい」

　私は会長の言葉にコクリと頷いた。

　東堂社長が言っていた変更点は、すべて報告書に記載したはずだ。

　どれもプランの料金の値下げに合わせて、当初予定していた格調高く厳かなものから、誰にでも受け入れやすいカジュアルなものに変更された。

　チャペルや披露宴会場の細かい色遣いやセッティングに関することだったり、パーティーで予定されていた管弦楽器による演奏に関することだったり……。ひとつひとつは小さなことだったけど、全体の雰囲気としては、よくも悪くも明るく開放的でお手軽な結婚式という印象だった。

「その変更は、受け入れてはいけないものだったんだよ。現に、君の報告書を読んで訂正を求めた大和のもとに、東堂社長からお怒りの電話が届いた」

「え……？」

　会長の言葉の意味をすぐに理解することができなくて、困惑する。

　どういうこと？　理久さんの話をちゃんと聞いて、漏らすことなく報告するだけではダメだったの……？

　ピシリと固まった私の様子を見て、常務が手短に状況を説明してくれた。

　アジュールでのウエディングプランは、あの厳かで上品な会場に見合った、格式高いものにする予定だった。凝った演出が端々まで施された、日常からは切り離されたような世界で、カップルがその日の主役となれるように。

　もちろんそのウエディングの模擬結婚式なわけだから、オープニングセレモニーでも、コンセプトに合ったものを計画していたようだ。そして常務は、女の子の夢や憧れを体現したような結婚式を、なるべく多くのカップルに届けたくて、プランの料金を下げることを提案したのだ。

　しかしそのことを理久さんに伝えたのは常務ではなく、東堂会長だった。そのせいで食い違いが生じ、理久さんはその肝心な演出までもカジュアルなものへ、ことごとく変更させてしまった。

　それは、これまで常務やセレモニーの準備に関わった人たちが築いてきたコンセプトからは離れたものだったのに、私がそれを受け入れてしてしまったのだ。一度了解したことを覆せば、理久さんが怒るのも当然だった。

「君はなぜ、大和の考えを把握していなかったんだ？　秘書というのはボスの考えを誰よりも理解し、知ろうと努力するものだ。相手もそういうものだと思っている」

　私を見据えてゆっくりと語りかける会長は、決して怒っているわけではないだろう。だけどその口調は重く、事の重大さをヒシヒシと思い知らせる。

　香乃子さんが言ってたのは、こういうことだったんだ……。

『秘書は、ボスの考えを誰よりも理解していなくちゃダメなの。ボスの考えていることを、社内外のさまざまな人に、正確に発信するのも秘書の役目よ』

　あの打ち合わせの日に、香乃子さんがなにげなくかけてくれた言葉を思い出して、その意味をやっと本当に理解した。

　私はあのとき、香乃子さんの言葉の意味をそれほどまで深くは受け止めていなかった。もっとよく考えれば、常務が求めていることにも気づけたはずなのに……。

「秘書が了解したことを覆すということは、ボスの信頼に関わる問題だよ。夏目に突然連れてこられて君も大変だとは思うが、そこら辺のことはちゃんとわかっているのかい？」

　会長の厳しい声に、返せる言葉はなにもない。慌てて腰を折って頭を下げた。

「あっ、あの、申し訳ありませんでした。私、なにも考えずに、ただあの場にいただけで……」

　本当は、それじゃいけなかったんだ。常務の代理なんだから、常務の考えに基づいて、常務がするのと同じように打ち合わせを進めてこなくてはいけなかった。

「……おい」

　すると、それまで無表情で私の横に立っていた常務が一歩踏み出し、私の肩に触れて顔を上げさせた。

　眉を寄せ、鋭く細めた黒い瞳は、まっすぐに葦原会長へと向かっている。

「コイツは悪くないだろ。なにも伝えなかった俺の責任だ。俺から東堂社長にも謝る。親父だって、さっきはそう言ったじゃねえか」

　しかし、威嚇するような常務の視線を会長はサラリと受け止め、冷たく感じるほど無機質な声で言った。

「お前は佐倉さんに随分と心を許し、特別にかわいがっているようだね。夏目からよく聞いている。プライベートでなにをしようと勝手だが、公私混同はするな」

「してねえだろ！　ボスが秘書を庇かばって、どこが公私混同なんだよ！」

　会長の言葉に常務はサッと顔色を変え、声を荒げる。それは聞く人の胸すら締めつけるような、随分と切ない声だった。

「そうやって感情を剥き出しにするお前が、そもそもプライベートのお前だろう。お前はもう、彼女をかなり私的な部分に受け入れているんじゃないのか。そしてクールな仮面を脱ぎ捨て、会長である私に対して怒鳴っているじゃないか。グループの会長に対する常務取締役の態度として、非常識な姿だ」

　突き放すような言い方をした会長には、常務の父親としての慈悲は微み塵じんもない。熱くなる常務とは対照的に、ただ淡々と葦原ホールディングスのトップに立つ者として、その考えを述べている。そして会長の仰ることは、どれも正当だと思えた。

　隣に立つ常務の肩が、小刻みに震えている。その姿はひどく寂しそうで、知らない街に放り出された迷子の男の子のようだった。

　常務は怒ってるんじゃない。すごく悲しんでるんだ。

　なんとなくそう感じて、常務の手を握ってあげたくなったけど、会長の冷静な言葉は容赦なく続く。

「だから公私は分けなさいと、前々から言っているんだ。お前の行動ひとつひとつが、葦原に関わるすべての人の生活を左右することにも繋がりかねない。それだけの地位と権力を持つ者なら、安易に私情を挟むな。簡単に本当の自分を出すな」

　私はハッとして息を呑んだ。

　ひどく傷つけられたような顔をする常務が、私の隣に佇んでいる。常務の心が深く抉えぐられる様子が、目の前に鮮明に浮かんだ。

　私の大好きな、意地悪な常務。甘いものが好きな常務。私の前で肩の力を抜く、無防備な常務。そのすべてが色のない声に否定され、ガタガタと崩れていくような気がする。

　私が『どうして本当の自分を偽ったりするんですか』と常務に電話で聞いたとき、彼は言った。

『俺の親父に、「公私を混同するな」と昔から言われていたからかもしれない。「しっかり表の顔を使い分けろ」ってな』

　その声が耳に蘇った瞬間、常務が本当の自分を押し殺し、私にすらその姿を見せてくれなくなるんじゃないかと怖くなって、私は彼に向かって右手を伸ばした。

　だけど手が触れる前に、底冷えするほど感情のない声が聞こえてきて、私の衝動を一気に打ち消す。

「ああ、そうだな。確かに親父は、昔からそう言い続けていた」

　静かな声に身震いし、彼の表情を振り仰ぐ。しかし予想外に、常務の黒い瞳は強い光をたたえて、まっすぐに会長を見据えていた。

「だが、あんたがやってることは公私の分離なんかじゃねえよ。ただ大事なもんを切り捨ててるだけだろうが。そうやって母さんの想いも踏みにじったんだろ！」

　今度の常務の叫びには確かな怒りが感じられ、ピリピリと肌に伝わってくる。

　私はギュッと喉の奥を閉じて、自分の手を握りしめ、ただ成り行きを見守ることしかできない。

「お前は、なにを……！」

　今までほとんど動揺を見せなかった会長が驚いて目を見開き、言葉を探している。

「母さんは常々言ってたよ。家庭を顧みず、仕事ばっかりの親父を『運命の相手なんだ』ってな。そして若くして病気で死んでいった。それが母さんの運命だなんて、俺は信じてねえよ！」

「きゃ！」

　常務は会長を睨みつけたまま私のほうへ手を伸ばし、腕を掴んで強く引き寄せた。右腕をギューッと痛いほど掴まれ、私は無意識に唇を噛みしめる。

　私が身体を固くしたのを感じたのか、常務は手のひらの力を少し抜いて、自分を落ち着かせるように小さく息を吐いた。そして、怒りを抑えた、しかし強い意志を感じさせる声で、会長を見据えて宣言する。

「いいか、コイツはお前とは違って、本当の俺を真っ正面から受け止めてくれる女だ。公私混同だろうがなんだろうが、コイツを必要以上に傷つけることは許さねえからな」

　それだけ言うと、会長の答えを待つことなく背を向ける。厳しい顔つきで立っていた夏目さんの横をすり抜けて、会長室を飛び出した。

　会長室のドアがバタンと閉じる音が、廊下に響く。常務は私の腕を強く掴んだまま、廊下をズンズンと進んでいく。

　これまで常務と会長が特別仲よしだと感じたことはなかったけど、大人になった息子と父親として、普通の距離感を保っていると思っていた。

　でも違ったんだ。常務は、会長が亡くなったお母さんの一途な想いを顧みず、無視したと思って怒ってるんだ。だから『コイツを必要以上に傷つけることは許さねえ』なんて、怒ってくれたんだよね？　だけど今回のことに関して悪いのは私だし、責められたって仕方のないことなのに……。

「あの、常務？　私、大丈夫ですから。会長と仲直りしてください。会長の仰ったことは正しいです。私に自覚が足りなかったんです」

　私の腕を引いて前を歩く背中にそっと話しかけた。だけど常務は、私の腕を放そうとしないのに、振り向いてはくれない。

　私はなんとかして、常務の強ばった心を解いてあげたかった。

「会長、常務のお母さんのことを言われたとき、とても悲しそうなお顔をされてましたよ」

　あれほど冷静だった会長が、その話題を出されたときはショックで表情が凍りつき、言葉も出てこない様子だった。

　常務が、白馬の王子様なんてバカバカしいと思う理由も、運命を信じたくないと思う理由も、お母さんのことを思えば、なんとなくわかる気がする。だけど常務はこの前、私に言ってくれたもん。

『お前といて、ときどき思うよ。もし本当に運命の相手がいるとしたら、俺にとって、それは……』

　そして常務がくれた甘いキスは、すごく温かくて、すごく優しかった。

　常務だって本当は、お母さんが信じた〝運命〟を同じように信じてみたいって、思ってるんじゃないの？

「会長とお母さんのことだって、常務のお母さんが運命だと仰ったなら、きっとおふたりにしかわからないなにかが……」

「うるせえな！」

　怒りと怯おびえが入り混じったような常務の叫び声が廊下にこだまし、掴まれていた腕は勢いよく放された。

「俺は、運命だとかおめでたいこと言ってるヤツは嫌いなんだよ！　心底腹が立つ。そうやって現実を見ないから、傷つけられてボロボロになるんだろ！」

　常務はそう声を荒らげて振り向き、私の顔を見てひどく傷つけられたような顔をした。まるで、今の私の表情をそのまま鏡に映したみたいに。

　常務に突きつけられた言葉が鋭く喉に突き刺さり、私から声を奪ってしまう。

　常務も自分が言ったことにショックを受けたように、苦しそうに顔を歪め、私から目を逸らした。

「俺はもともとこういう男だ。運命とか、信じる質たちじゃねえんだよ」

　常務はなにかに怯える子どものように声を震わせ、ギュッと目を閉じる。それからゆっくりと目を開くと、自嘲するように笑って、投げやりに言葉を吐き出した。

「お前と出会って、忘れてたわ。正直、ちょっと期待してた。でも……」

　その漆黒の瞳に、私は映っていない。

　やめて、ダメ。それ以上言わないで……！

　私は手を伸ばし、常務の腕にすがりついた。なにか言わなくちゃと思うのに、唇は震えるばかりで、言葉を紡ごうとしない。

　そんな私を見下ろして、常務は哀しげに笑った。

「俺とお前も、運命とか、全然そういうのじゃないかもな」

　魔法が、解けてしまう。

　私は必死に首を振って、常務の腕を掴む手に力を込める。

「お前もいい加減に目を覚ませよ。じゃないと、いつか俺にボロボロに壊されるかもしれねえぞ」

　常務は私の手を掴んでそっと腕から外し、悲しいほど優しく告げると、ゆっくり背を向けた。

　私にかけられた魔法は解かれ、目の前の世界がボヤけていく。まるで水の中に深く沈んでしまったかのように見えた。







第四章　彼の秘密のシンデレラ










恋する気持ち




　黒いベストを着た男の子が泣いている。

　この一週間、私は毎晩同じ夢を見ているのに、どうすることもできないでいた。

　男の子の手の中にあったはずのアンクレットは、もうどこにもない。

　きっと、私がそれを手放してしまったからだ。

　だから私には男の子を泣き止ませる方法がわからなくて、その手を握ってあげることすらできなかった。

　だって、魔法は解けてしまったから……。

　目が覚めるといつも、私の頬は夢の中の男の子と同じように涙で濡れていた。
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「絵未ちゃん、大丈夫？」

「え？」

　気がつくと、随分と疲れた顔の私と目が合う。

　密かにコンプレックスだった丸い頬は、若干すっきり……というか、げっそりした。だけどこの一週間、常務が私の頬に触れてお餅のようにビヨーンと伸ばしたり、ムニッと押しつぶしたりすることは一度もなかった。

「もう帰るって言ってたのに、ちっともお手洗いから出てこないんだもん」

「あ……すみません、ちょっとボーッとしちゃって」

　心配して様子を見に来てくれた香乃子さんに、なるべく明るく見えるような笑顔を向ける。だけど、洗面台の鏡に映る私の顔は、相変わらず青白かった。

「いい加減、元気出さなきゃダメだよ。常務も絵未ちゃんも、この一週間、見ていてこっちがハラハラするくらい痛々しいよ」

　隣に立つ香乃子さんは怒ったような口調で言ったけど、眉を下げて心配そうな表情で私を見ていた。

「とにかく、早く帰ってゆっくり休みなさい！　会長に怒られたことだけで、そんなに落ち込んでるわけじゃないんでしょ？」

「はい……。すみません」

　会長に呼び出されたあの日から、香乃子さんはさり気なく私を気遣いながらも、いつも通りに接してくれる。

　ありがたいと思っているし、なるべく普通に振る舞っているつもりなんだけど、全然隠しきれていないみたいだ。

「早くキラキラした絵未ちゃんに戻ってね」

　そう言って元気づけてくれる香乃子さんに私は力なく微笑んで、重たい足取りで葦原ホールディングスの本社ビルを出た。

　蒸し上がるように暑い夏の夜。むわっとした風が鎖骨の下で切り揃えた私の髪を持ち上げる。私は駅に向かって、トボトボと歩きはじめた。

　常務はあの後、模擬結婚式の演出に関して、理久さんと小まめに連絡を取り合っているらしい。だけど一週間後に迫ったオープニングセレモニーまでに、一度変更になったプランを立て直すのは難しくて、交渉はかなり難航しているみたい。

　責任の一端は秘書である私にもあるのだし、なにか私にできることがあるなら、もっと常務の負担が減るように手伝いたいと思っている。だけど常務はあの日から無邪気に笑うこともなくなったし、会社の外でふたりきりで会うこともない。

　なんだか壁を作られているような気がして、私はなかなか踏み込めずにいた。このままじゃダメだとわかっているのに、私の腕を振り払った常務の表情が忘れられなくて、あれ以上拒絶されるのが怖くてたまらない。

　私は本当の常務に恋したのだから、もう白馬の王子様にはこだわってない。それでも、常務に『俺とお前も、運命とか、全然そういうのじゃないかもな』と言われたことは、やっぱり少しこたえた。常務の気持ちを思えばそれも仕方ないと思うのに、なんだかふたりの関係まで否定された気分になってしまう。

　そんなことないのに。たとえおとぎ話のような恋ではなくたって、ただ常務が側にいてくれるなら、それだけで幸せなはずなのに。

　頭の中にグルグル渦巻く思いをなんとか振り切ろうと、ブンブンと首を振って顔を上げた。そのとき……。

　あっ、あの女の子って……。

　私の目に飛び込んできたのは、黒髪の美少女だった。制服を着てもなお、普通の中学生というには大人びている。

　駅の正面口に立つ彼女の周りには、かぐわしい花の匂いに吸い寄せられたミツバチのように、高校生らしき男の子たちが群がっている。

「あれを放っておいたら、理久さんに怒られるだろうなぁ……」

　私は少し迷ってから、恐る恐るミツバチの群れに近づいていった。

　集団の側まで来ると、男の子たちの声がはっきりと聞こえてきて、ひとりひとりの雰囲気や顔立ちもわかるようになってきた。

「ねえ、その制服、有名なお嬢様学校のやつでしょ？　名前、なんていうの？」

「うるさいわね。いいから、黙ってそこに立っててよ」

　男の子たちは軽いノリで話しかけているけれど、女の子のほうは適当にあしらっているだけで相手にしていないようだ。だけど逃げる気も追い払う気もないようで、私は首を傾げる。

「あのぉ……小鞠ちゃん。こんなとこでなにしてるの？」

　おずおずと声をかけると、十個以上の瞳が一斉にこちらを向いた。

　あわわ。なんかみんな、目がキラキラしてる。

　その中でも特別魅力的な黒い瞳を持った小鞠ちゃんは、心底待ちくたびれたという表情で私を見た。

「やっと来た。あなたがここを通るんじゃないかと思って、待ってたの」

「えっ、私？」

　あまりに予想外の答えに目が点になる。

「私が待ってたの、この人。もういいよ」

　ん？　『もういいよ』……？

　小鞠ちゃんは腕を組んで顎をツンと上げ、周りに群がっていた男の子たちに向かって、そう言い放った。

　すると彼らは、その言葉を合図にわらわらと背中を向けて散りはじめる。

「またいつでも声かけてね」

「ええー！　俺、あのおねーさんのほうがタイプ！　遊びたい～」

「お前、ほんと年上好きだよな」

　小鞠ちゃんに解散命令を出された男の子たちは、わいわい騒ぎながらも、あっさりと雑踏の中に溶け込んでいく。

「えーっと、あの人たちは？」

　彼らの背中が人の波に完全に飲み込まれるのを見届けてから、呆気に取られながら小鞠ちゃんに聞くと、彼女はごく当然のことのようにサラリと言った。

「ここにいると次から次へと男の人が寄ってきてうるさかったから、声をかけてきた彼らにちょっと立っててもらっただけ。声をかけられるのをいちいち断るの、めんどくさかったから」

　ちょっと立っててもらった、だけ……。な、なるほど。

　尊大な物言いに若干、理久さんの影を感じなくもないけれど、私はなんだか妙に納得してしまった。

　やっぱり小鞠ちゃんは、ツンとして見えるのに、誰に対しても保護欲を誘うような魅力がある。だってあの男の子たちも、『立ってて』と言われたきり相手にされなくても、全然迷惑そうじゃなかったし。

　私がまたもや小鞠ちゃんの放つオーラに圧倒されていると、彼女は私の全身にさっと視線を巡らせた。

　初めは足元をジッと見つめてから、スッと目線を上げていき、私の顔に行き着いたときにはなぜか苦い顔をしていた。

　うっ……。な、なんだろう。小鞠ちゃんの美少女っぷりに比べたら、私なんて相当ちんちくりんに見えるんだろうけど。

　私が勝手に卑屈な思考に陥って落胆していると……。

「アンクレットはどうしたんですか？」

　小鞠ちゃんはまっすぐに私を見つめ、率直に尋ねた。

「え？　あー、えーっと……」

　思わぬ指摘に驚いて、視線を足元に落とす。

　初めて常務に会ったあの日から、ずっと左の足首に着けていたリボンのアンクレットは、今はそこにはない。

　そう言えば小鞠ちゃん、この前のパーティーで『アンクレットは素敵だね』って言ってくれてたもんなあ。あれが私の私物だったってこと、覚えていてくれたんだ。

「この前、ある女の子にあげちゃったの」

　私は、落胆の響きが声にこもらないよう、「ハハハ」と笑って言った。

　エレナちゃんにアンクレットをあげたことは、本当に後悔してない。あのときはそうするべきだと思ったし、エレナちゃんの嬉しそうな顔を思い出せば、間違いじゃなかったと思える。

　だって私には、もう常務がいるんだもん。

「私ね、あれを着けていたら、白馬の王子様が迎えに来てくれるんじゃないかって思い込んでたの。でも、もういいんだ。今の私には好きな人がいるし。私がいつまでもおとぎ話に憧れて夢を見ていたら、その人のことをちゃんと見てあげられなくなるから……」

　私は飾らないままの、本当の常務が好き。そんな彼をいつまでも見ていたい。それを常務にもわかってほしい。それなのに、『運命とか、全然そういうのじゃない』と言った常務の言葉に傷つくのは、おかしなことかな。

　彼が亡くなったお母さんのことを想って、そう言ったということは充分理解しているつもりだし、運命とかを肯定したくない気持ちもわかっている。だけどやっぱり私にとって常務はたったひとりの大好きな人で、常務にも同じように思ってほしいし、それを〝運命〟だと信じたい。

　私、矛盾してるのかな。常務がふたりの間に運命を感じるようになってくれればいいだなんて、わがままかな……。

　どよんとした気分で俯く私を前に、小鞠ちゃんがフンッと鼻で笑う。

　そういうところ、やっぱりお兄さんに似てますね……。

　小鞠ちゃんはツンと顎を上げて、まっすぐに私を見た。夏の夜風に、彼女の黒髪がサラリと揺れる。今夜はこんなに蒸し暑いのに、平然と立つ彼女の周りだけ妙に涼しそうだ。

「あのね、女の子はいくつになっても夢を見るのよ」

　腕を組んで背筋を伸ばした小鞠ちゃんが言った。

「え？」

「大和が言ってたの」

「ええっ!?」

　あまりにびっくりして、バッグを落としそうになった。

　あの常務が、そんなこと言ったの？　……あれ、でもそれって王子様モードの常務が言ったこと？

　困惑する私をよそに、小鞠ちゃんは駅前の雑踏へ目を向ける。

「まあ正確には、大和のお母さんの口癖だったらしいけど。『ツラくても苦しくても夢を見られるのは、女の子の特権なのよ』って」

「あっ……」

　そうなんだ……。

　運命なんて信じないと言ったくせに、お母さんのその口癖を覚えている常務のことを思うと、胸の奥がキュッと苦しくなる。

「私はそれを信じてる。まだ子どもだからって言われるかもしれないけど、ツラくて苦しいことがあるからこそ、絶対に夢見る心を忘れたりしない」

　小鞠ちゃんの飾り気のない落ち着いた声が、私の心のモヤモヤを晴らしていく。

　誰かを探すように人混みに視線を投げかける小鞠ちゃんは、きっといつか、この中から運命の人を探し出すに違いない。

　私はなぜかそう確信した。

「だって夢見ることを忘れたら、永遠に出会えないもの。私は、私の人生における〝たったひとりの王子様〟を見つける。それが誰なのかを決めるのは私で、出会えると思っていなければ、出会えたことにさえ気づけないでしょ」

　小鞠ちゃんはそう言ってから、ゆっくりと私に瞳を戻し、呆ほうける私の様子を確認すると、クルリと背を向けた。そしてスタスタと歩きだす。

「じゃあ、私の用は済んだから、これで」

「えっ！　あ、お、お家まで送ろうか？」

　ひとりじゃ危ないよ。絶対、理久さんに怒られるし！

　後を追おうと慌てて足を踏み出すと、肩越しに半分だけ振り返った小鞠ちゃんがひらひらと手を振った。

「いいの。すぐそこに迎えがいるから」

　うっ、さ、さすがお嬢様……。

　小鞠ちゃんは上品で育ちのいい黒猫の如く、人の間をするりするりと縫って、雑踏の奥へと消えていった。

　結局、小鞠ちゃんの用事って、いったいなんだったんだろう。アンクレットを人にあげた話くらいしか、してないような気がするんだけど……。

　私は小鞠ちゃんの背中が溶け込んだ人混みをしばらくボーッと見ていた。

　それにしても、クールな雰囲気の小鞠ちゃんがあんなことを言うなんて、少し驚いた。

『私は、私の人生における〝たったひとりの王子様〟を見つける。それが誰なのかを決めるのは私で、出会えると思っていなければ、出会えたことにさえ気づけないでしょ』

　彼女の言葉を反はん芻すうする。

　たったひとりの王子様は、私が決めていいんだ……。

　おとぎ話のような恋に憧れることをやめたとしても、夢見る気持ちを捨てる必要はない。私が運命の王子様だと思うのは常務ただひとりで、それなら彼と夢のような恋をするだけ。私はそんなふうに、彼を好きでいたいんだ。

　霧がかかったようだった視界が、みるみるうちに開けていく。

　たとえ常務が私に心を閉ざすことがあっても、ふたりの間の運命を信じていなかったとしても、私にとってこれは、一世一代の夢のような恋。これからも、ずっとずっと常務にドキドキしていたい。

　その瞬間、心に巣食うモヤモヤとした雲が弾けて消えた。

　目が覚めたようにクリアになっていく世界。それは、キラキラと鮮明な白い光を帯びて輝いているように見える。

　そのとき、パチパチと瞬きをする私の視界の隅で、本当に白いものがもぞもぞと動いた。

　うっ……目が変になったかも。街を行く人の足元に、白くて丸々としたものが見える！

　私は一度ギューッと目をつぶって、パッと開いてみた。

　や、やっぱりいる。なんか白いものが動いてる！

　だけどそう思った瞬間、その白いものは、忙しそうに行き交う人の足元でフッと消えてしまった。

「な、なんだったんだろう、今の白いの」

　首を傾げたけれど、ひとつだけ心当たりがあった。

　……いや、でもね。まさかね。だって私の住むアパートの最寄り駅は、ここから五つも先の駅だもん。

　白いものの正体は気になったけど、ブンブンと首を振って、その疑問を振り切るように歩きだした。

　今日はもう帰ろう。きっと疲れてるんだ。香乃子さんの言う通り、早く帰ってゆっくり休んで、来週からはもう一度常務とまっすぐに向き合うんだ。だって今日は……。

「あ……今日、金曜日だ……」

　私はそのことにハッと気がつき、さっきの白いものに引き寄せられるように、アパートに帰る前に寄り道することを決めた。




　電車を降りて、アパートの最寄り駅を出る。アパートとは反対の方向へ歩いて目指すのは、かつてのバイト先であるラーメン猫丸だった。

　駅前から一直線に続く、多くの飲食店が並ぶ通りから少し外れると、隠れ家のように明かりを灯すお店が見えてきた。

「や、やっぱり……」

　なんとなく、私を待っているような気がしていた。

　店先には、猫のマルがデーンと構えて座っていて、私を出迎えてくれた。

　雑踏に消えた白くて丸々としたものが、このマルなわけはない。五つも先の駅まで電車に乗ってきた私より、猫のマルのほうが先に着くはずがないもん。

　自分にそう説明しつつも、やっぱりさっき見たのはこのマルだったような気がしてならない。

　私が「うーん」と首を捻っていると、マルがのそっと立ち上がる。尻尾をぴーんと立て、スタスタと店に向かって歩きだした。

「あっ、待ってマル！」

　慌てて追いかけると、マルは一瞬振り返って顎をくいっと動かし『ついてきな』とでも言うように足早に駆け出す。

　ま、マル……。いつも店先で寝てるだけだったのに、あんなに速く走れるんだ！

　私はでっぷりとしたマルの意外なほどの俊敏さに驚きながらも、マルの後を追って、久しぶりにラーメン猫丸の暖簾をくぐった。

「こ、こんばんはぁ……」

　猫丸へ来るのは、ここを辞めた日以来だ。ちょっぴり緊張しながら店内を覗くと、カウンターの奥に立っていた店長がチラリとこちらを見た。店長は相変わらず無口だったけど、まるで私がここに来ることなど初めからわかっていたとでも言うように、コクリと頷いた。

　店長にペコリと頭を下げる私の横を通ってマルが店の中にのそのそと入り、役目は終えたとばかりにカウンター席に飛び乗って丸くなった。

　店内には、三人のお客さんがいた。そのうちふたりは、三つしかないボックス席のうちのひとつを使い、湯気を立てるラーメンを食べている。

　そして残りのひとりは、もうラーメンは食べ終えたのか、いつものようにカウンター席で日本酒を飲んでいた。ぽっちゃりとしたお腹の彼が、なにげない様子でゆっくりと振り返る。

「おや、絵未ちゃんじゃないか！」

「東堂会長！」

　やっぱりいた。だって今日は、東堂会長が猫丸に現れる金曜日だもん！

　私は東堂会長の隣の席までぴゅーんと飛んでいって、すかさずお酌をする。

　会長は目を糸のように細くして、ニコニコと嬉しそうに笑った。

「久しぶりだねえ、絵未ちゃん。大和くんのとこは辞めて、お店に戻ってくる気になったのかい？」

　会長はたぷたぷとした顎をなでながら、上機嫌に言った。

「い、いえ！　まだ常務のところでがんばってます」

　最近はちょっと気まずい感じになっちゃってるけど……。でも、それも今日で終わりだ！　次に会うときは、私はこれまで通り普通に接するんだ。それで、常務がどう思っていようと、私は本当の彼に一世一代の恋をしているのだと伝えるの。

　何度あなたが壁の向こう側に隠れようとも、私だけは本当のあなたを見つめ続ける。逃げようとしたって、そう簡単にはいかない。だって私、本当の――ふたりきりのときにだけ見せてくれる、無防備な常務のことが大好きだもん。

　だけど、だからこそ、葦原ホールディングスの取締役として、葦原家のひとり息子として、人前に立つ常務を支えてあげたい。常務が気を許せる相手であり、信頼できる相手でありたい。そしていつか、本当の彼をみんなが好きになってくれるように、誰よりも近くで彼を愛し続けたいの。

「そうかそうか。そういえば最近、仕事でウチの息子に会ったみたいだね。アイツ、捻くれ者だよねえ。誰に似たんだか」

　東堂会長は大きな身体を揺すって、「ムホホ」と笑う。

　……うーん、でも、厳しそうな雰囲気とか、精悍な顔つきとか、お若い頃の会長とクリソツでしたけど。顔の造りや雰囲気からして、小鞠ちゃんはお母さん似なのかなと思うところもあるけど、理久さんは絶対にお父さん似だと思う。

　あの性格ももしかしたら会長譲りなのではという気がするけど、ここはグッと飲み込んで深呼吸をする。

「あの、東堂会長。そのことで、会長にお願いがあるんですけど……」

　私がおずおずと上目遣いに様子を窺うと、会長は人の好い顔でニッコリと微笑んでお猪ちょ口こを置いた。

「なんだい？」

　私はカウンターの椅子からピョンと飛び下りて、背筋をまっすぐに伸ばしてからガバッと頭を下げた。

「私を、息子さんに……理久さんに、会わせてください!!」

　いつか葦原家の当主として、葦原ホールディングスのトップに立つ常務。そんな彼の秘書として、胸を張って彼の隣に立てるように、私は今の私にできることを精一杯やってみせる。

「ふむ」

　人が少ないのをいいことに大きな声で叫んだ私のせいで、しーんと静まり返る店内。ボックス席のふたりも、カウンター席に座るマルも、私の声に驚いてこちらを見ている。

　その沈黙の中に、静かな声が落とされる。

「いいだろう。葦原ホールディングス常務取締役の秘書である佐倉さんを、我が東堂家本邸にご招待しよう」

　恐る恐る顔を上げると、東堂会長は目元を緩めて優しく笑っていた。そして、たっぷりとお肉の付いた自分のお腹を満足そうにポヨンと叩いた。










王様にお願い




「あ、あの、いきなり入っていいんですか？　いや、よくないですよね。いきなりはマズいですよね」

「えぇー、だって絵未ちゃんが理久に会いたいって言ったんだよ」

　シンと静まる廊下で、立派な両開きのドアの前に立ち、コソコソと話す私と東堂会長。会長はぶーぶーと唇を尖らせているけれど……。

『えぇー』じゃないよ、まったく。普通、応接室とかどこか適当なところで会うでしょうが。むしろ、ここじゃないなら玄関先でもなんでも全然気にしないから！

　ラーメン猫丸から東堂家本邸へやってきた私は、会長に連れられて立派なお家のやけに奥の方まで進み、このドアの前に立たされた。

　ノックしようとする会長を一応止めて確認してみたところ、なんとここは理久さんの個人部屋だった。

「大丈夫、理久は絵未ちゃんのこと、嫌いじゃないと思うよ」

「嫌いです。絶対嫌いですよ、あの人」

　私が真顔でそっこう否定しても、会長は笑うばかりで取り合ってくれない。

「大和くんには悪いけど、私も絵未ちゃんがお気に入りなんだよ。ウチの嫁に欲しいくらいにね」

　東堂会長はいたずらっぽく笑ってウインクをし、ついにそのドアをノックした。

「はい」

　静かな廊下にノックの音が小気味よく響くと、部屋の中から凛りんとした声が返ってくる。

「私だ」

「……どうぞ」

　東堂会長がわざとらしくマジメくさった硬い声で言うと、少し間を空けて理久さんの声が聞こえ、会長は「ニヒヒ」といたずらっ子のように笑った。

　会長が『さあ行け！』と目で合図をするので、私は少し迷った末に両開きのドアを押し開けた。

　ええい、もうどうにでもなれ！　もともと私が理久さんに直談判に来ること自体が無謀なんだから。

　小さな音を立てて、ドアを開ける。その瞬間、目に飛び込んできたものに息を呑んだ。

　な、なんて素敵な部屋なの……！

　理久さんのお部屋は広々としていて、アンティーク調の家具や小物が揃えてあり、まるでヨーロッパのお城の一室のようだった。

　向かって左側にはクッションがたくさん重なった大きなベッドがあり、立派な天蓋に囲まれている。右側には大きな窓があり、その隣の本棚には外国語で書かれた背表紙がズラリと並んでいた。さらに奥の壁には小さな暖炉までついていて、写真や絵画が飾られている。

　部屋の真ん中にはテーブルセットが置いてあり、理久さんはこちらに背を向けてふたりがけのソファに座っていた。

「なんの用だよ。珍しいな、こんな時間に」

　理久さんはお父さんに対しても、いつもこんな尊大な物言いをするみたいで、ソファに座って本を読み、左肘を肘かけについたまま、こちらを見ずに言った。

　お、王様みたいだ……。この部屋も、その立ち居振る舞いも、あの態度も全部、まるで王様だよ。

　ドアがバタンと閉まる音がして、それでも私が黙っていたから、さすがに不審に思ったのか理久さんが眉をひそめて振り向く。そして切れ長の鋭い瞳を、これ以上ないほどまん丸にした。

「お前……！　どっから入ってきやがった、この小娘！」

　ひえー。いきなり小娘扱い……。

　理久さんは本当に驚いたみたいで、ソファから立ち上がり、こちらを凝視したまま立ちすくんでいる。

　私はもうすでに逃げ帰りたい気分になっていたけど、なんとかその場に踏んばった。

「あ、あの、東堂会長に、ここまで連れてきていただいて……」

「はあ？　なんで親父がお前を連れてくるんだよ。この家までどうやってきた」

「あー、えーっと、その……」

　私がひとりで東堂家へ押しかけてきたわけではなくて、猫丸で会った東堂会長に、このお家まで案内してもらったんだけどなあ。

　でもそのことを説明するには、私がラーメン猫丸でアルバイトをしていたことや、東堂会長がそこの常連さんであることを話さなくちゃいけない。

　東堂会長は、ご家族には内緒で猫丸に通ってるのかな？　言ってもいいのかな……。ええい、めんどくさいから省略！

「あっ、あの！　私、理久さんにお願いがあって来たんです！」

　ギュッとこぶしを握って理久さんのほうへずんずん進むと、彼はまだ衝撃から抜け出せないのか、私の勢いに気圧されたように一歩後ずさった。

　理久さんが座っていたソファをぐるりと回って向き合う。

　彼は黒のカットソーに細身のジーンズをはいていて、足元はスリッパだった。バリッと着こなしたスーツ姿より若干気の抜けた感じがあって、ストイックな雰囲気が和らいでいる。

「お、お願い？」

　理久さんは状況についてこられていない様子で、片方の眉をクイッと上げる。

　私はコクリと力強く頷いてから、勢いよく頭を下げた。

「お願いします！　アジュールのオープニングセレモニーの演出を、変更前のものに戻してください！」

　私は今すぐに常務の役に立つ敏腕秘書になれるわけじゃないけれど、こうやって自分の持てる力を使って、お願いすることならできる。ちょっと強引でカッコつかないやり方だけど、なりふりかまっていられない！

「ああ……なんだ、そのことか」

　理久さんはやっと状況を理解して、ホッとしたような、少し残念がっているような声で小さく呟いた。

「えっ」

　思わず顔を上げる。

「それはもうお前のボスから再三聞いてる。あれだけ料金が低けりゃ普通は式もカジュアルなものだ。打ち合わせのときだってお前はなにも言わないし、いきなり元に戻せと言われて、こっちは驚いたぞ」

「うっ……ご、ごめんなさい……」

　理久さんに呆れ返ったように言われて、さっきまでの勢いがしゅるしゅると萎しぼんでいく。

　でも、ここで引いちゃダメだ。私が悪かったことは承知で、こんなところまで連れてきてもらったんだから。

　王様に許しを乞こう家臣の気分で、精一杯の想いを込めて言い募る。

「あの、それは本当に、申し訳ありませんでした。私に自覚が足りなくて……。だけど、常務が目指してきたものを、なんとか実現させたいんです」

　私の殊勝な態度に、理久さんが怪訝な顔をする。

『生意気な小娘が急にしおらしくなった』とか思ってるんだろうな……。でも堪えるのよ、絵未。理久さんが私のお願いを聞いて常務に協力してくれるなら、いくらでもしおらしくなってやる！

　唇をキュッと引き結んで、背の高い理久さんを見上げると、彼はしばらく真顔で私を見下ろしてから、鋭い目を細めてニヤリと笑った。

　に、人相が悪い……。まさに暴君だ！

　だけど、ものすごく人の悪い顔で微笑んだ理久さんの表情は、鳥肌が立つほどキレイだった。

「お前、もともと格式高く行うつもりだったものをカジュアルにするために働きまくった俺に、また元に戻すためにさらに働けって言ってんのか？」

「む、無理は承知です」

「あのいけ好かない王子様のために、わざわざ家にまで乗り込んできたと？」

　ゾッとするほど美しく微笑む理久さんは、切れ長の瞳に私を映しながら、少しずつ距離を詰めてくる。

「もっ、もちろん、私にできることはなんでもお手伝いさせていただきます」

「ほーう。なんでもするのか？」

　迫りくる迫力満点の精悍な顔つきに息を呑む。

「くっ……な、なんでもします！」

　この人は、初対面の私をソファに押し倒して、いきなり手のひら越しに唇を押しつけてくるような男だ。『なんでも』なんて言ったら、きっとひどく屈辱的なことをさせるに違いない。だけど、ここで後ずさったら負けだ！

　背筋をぴんと伸ばして胸を張り、随分と高い位置から見下ろす瞳をまっすぐに見上げると、薄く笑った理久さんの細くて繊細な指先が私の顎にかかった。人差し指一本でクイッと顎をすくい上げ、鋭い瞳が私を射抜く。

「それなら、俺の余計な労働費はカラダで払ってもらおうか。もちろん……」

　顎に添えた指をサッと放し、両手を私の肩に置くと、そのままクルリと身体の向きを変えさせる。そして私の後ろから耳元に唇を寄せ、妖しく囁いた。

「ベッドの上で、だ」

　私はその低い囁きと、目の前の天蓋付きの立派な王様ベッドに、ゴクリと息を呑んだ。




「いいぞ、だいぶうまくなった……。俺の、いいとこっ……ようやくわかってきたじゃねえか……」

　妙に掠れたセクシーな声で理久さんが囁く。

「ふっ……んんっ……」

「なんだ、もう疲れたのか？　アイツはお前にこういうことさせないのか？」

　ふかふかのベッドの上に横たわる理久さんは、彼の足元でもぞもぞと動く私に優雅に問う。

「常務は……くっ……こんなこと、させません……！」

「ふん、そうか。……おい、今度は強すぎだ」

　ムキーッ。こんなことをさせておいて尊大に注文までつけてくるなんて、どれだけワガママな王様なの！

　私は、ごく丁寧に、絶妙な力加減で触れるようにと指導された手の中のものに、無性に食らいついてやりたい気分になった。

「……くそっ、やっぱ下手くそだな、お前。もっと気持ちよくさせろよ」

　常務のためになんでもやろうと覚悟したはずの私だけど、この言葉にはついに堪忍袋の緒が切れた。

　くそー！　私だって、こんな慣れないことを一生懸命やってるのに！

　堪えきれなくなった私は、手の中にあるものにガブリと噛みついた。

「おい、やめろ！　歯を立てるな！」

　私はこのベッドの上で、もう四半刻にも渡って、足裏の気持ちいいツボがどこにあり、どれほどの力で押すのがいちばんいいのかを教え込まれ、腕がパンパンになるほど足裏マッサージをしていた。

　普段は人には見られないところだというのに、ムダにキレイな理久さんの足の裏。臭くないし、とても清潔そうだったので、私は怒りに任せて、右手の中にある足の親指に噛みついてやったのだ。

「アホかお前は！」

　腹筋を使って勢いよく上体を起こした理久さんが、私の首根っこを掴もうと手を伸ばしてくる。

「だって、もう腕が限界なんですー！」

　私はその腕から逃れようと、理久さんの両足首を掴んで、むちゃくちゃに暴れる。

『ベッドの上で』とは言われたけど、まさか団子虫のように丸まって足裏のマッサージをさせられるだなんて！　いや、そりゃ理久さんとどうにかさせられるよりいいけども。

　よくわからないムシャクシャに突き動かされ、私がその衝動のままに掴んだ両足首をぐわっと広げて持ち上げると、バランスを崩した理久さんがベッドの上に肘をつく。

「おい、やめろ変態。いますぐその手を放さないと、本当にカラダで支払わせるぞ！」

「変態はどっちですか！　いちいち、いかがわしい言い方して」

「うるさい！　俺のどこがいかがわしいんだよ！」

「だいたい、あなたはあのパーティーの夜だって、意味もなく私を……！」

　理久さんとギャアギャア言い合いながらも、彼に捕まえられないように暴れたけど、本気を出されたら敵わない。気がつけば、手首を強く掴まれていた。もう片方の手は私の腰に回り、両方を一気に強く引かれる。

　ふかふかとしたベッドに背中が沈み、なんとか逃れようとすると、両手首をガシッと拘束された。理久さんはそれらをひとまとめにして、片手で私の頭の上に押さえ込む。それでもなお暴れる両足の上に馬乗りになり、ものの三秒で私の動きを封じてしまった。

「せっかく穏便に済ませてやろうとしてるのに、お前ってヤツは……」

「んむっ」

　理久さんは片方の眉をピクピクさせながら、空いている手で私の頬を掴んで視線を合わせる。

「そのパーティーの夜に、無防備さを改めろと教えてやったはずだろう。あんな半端な脅しじゃ足りなかったか？」

　理久さんの瞳が鋭く光って、私を見下ろす。

　ヤバい、本気だ。

　そう直感したけど、もうこの態勢ではどうすることもできない。絶体絶命の状況に息を呑んだとき……。

　バタンと大きな音を立てて、部屋のドアが開かれた。

「えっ!?」

「なっ、お前……！」

　私と理久さんはドアを開けた人物を見て、同時に目を丸くする。そしてその人も、ベッドの上でもつれ合う私たちを黒い瞳に映し、大きく見開いた。肩で息をする彼の驚いた表情は、みるみるうちに凶悪な色を帯びる。

「東堂理久。今すぐそこから下りろ」

　常務は地を這うような低い声を出し、眉をグッと寄せて、鋭い視線で理久さんのことを睨みつけた。

　……ウソ。どうして常務がここに!?

「ちっ……小鞠か……」

　理久さんが私の疑問に答えるように、いまいましそうに小さく呟く。

　あ、そうか……。きっと小鞠ちゃんが、私がこの家に来ていることに気づいて、常務に連絡を入れたんだ。

　理久さんは掴んでいた私の両手と頬を放し、上体を起こした。私の脚の上に跨またがったまま、常務のほうを向いて皮肉っぽく口の端を歪める。

「きな臭いヤツだと前々から思っていたが、それが本性か？」

　私はハッとして常務を見つめた。

　そうだ。常務ってば、思いっきり本性さらけ出してるじゃん！　い、いいの？　大丈夫なの？

「おい、聞こえなかったのか？　絵未から離れろって言ってるんだ。今すぐだ」

　ハラハラしているのは私だけで、常務の身体からは怒りのオーラがヒシヒシと溢れ出ている。

　理久さんはどこか楽しそうに鋭い瞳を光らせて、ベッドからゆっくり下りる。すると、ドアの前に立っていた常務が大股で近づいてきた。

　私が慌てて身体を起こす間にも常務はずんずん進んでベッドまで辿り着き、私の腕を掴んで引き下ろす。そして私をその場に立たせると、眉間にシワを寄せた真剣な表情で、すばやく私の全身に視線を走らせた。

　私の服は少し乱れていたけれど、それは理久さんが乱したのではなくて、私が勝手に暴れたせいだ。

　常務は私の服に大した乱れがないことを確認すると、両腕を伸ばして私を思いっきり抱きしめた。

「じょっ、常務……？」

　骨が軋きしむほどきつく抱きしめられ、常務が私の肩口に顔を埋める。

　この一週間、ここまで常務に近づくことはなかった。

　私の胸は久しぶりにキュンと小さく高鳴ったけど、それ以上に驚きのほうが大きかった。

　常務は絶対、人前でこんなことするタイプじゃないのに。そもそも、理久さんがいるのも関係なしに素を見せちゃうなんて。それに……。

「なにもされてないな？」

　私が他の男性とベッドの上にいたことを、こんなふうに真剣な顔で怒ったり、心配してくれたりするなんて、ちょっと予想外だった。

　私の想像では、せいぜい『バカ』とか『アホ』とか言われて呆れられるくらいだと思っていた。しかも一週間も壁を作られていたところだったし……。

「はい、あの……大丈夫です」

　常務は片腕で私をしっかりと囲ったまま、ふたりの間にほとんど隙間を作らずに私の髪をそっとなでる。その仕草や優しい声にドギマギしてしまって、私はただ身体を固くすることしかできない。

　そんな私たちの様子を少し離れて見ていた理久さんが、挑発するように鼻で笑う。

「ふん。心配するな。ソイツのキスなら、とっくにもらってるぞ」

「んだと……？」

　私を抱く腕にさらに力がこもり、再び険悪なオーラを出しはじめた常務が、理久さんをギロリと睨む。

　ここ一週間すっかり落ち込んでいた私の胸キュンセンサーは完全に復活し、感情を剥き出しにして怒ってくれる常務に、キュウーンと胸が締めつけられる。

　常務……！　それってジェラシーですか？　私が他の男にキスされたら、そんなふうに本気で怒ってくれるんですか？

　なんだかジーンときてしまい、メロメロになりながら常務を見上げたけど、ものすごい形相で理久さんを睨みつける彼の表情にハッとして、慌てて訂正する。

「あっ、ち、違うんです！　危なかったけど、キスはされてないです！」

　手のひら越しだったから、全然キスじゃないよ！

　だけど誤解を解いてあげようとする私の気遣いなどお構いなしに、理久さんはさらに常務を煽るようなことを言う。

「ふん、あれはもらったも同然だろ」

「もう、理久さん！　なんでそんなややこしくなるようなこと言うんですか」

　こんな常務を見せてくれたことにはちょっと、ほんのちょっとだけ感謝するけど、これ以上挑発する必要はないって！　せっかく私のお願いを聞いてくれそうだったのに、肝心の常務と理久さんがケンカしちゃったら意味がない。

　あわあわと慌てる私の様子を見て、私を抱きしめる常務の腕がピクリと反応する。そしてなぜか、さっきまで理久さんに向けられていた黒い瞳をジロリと私に向けた。

「お前、コイツのこと『理久』って呼んでんのか……？」

「えっ!?」

「……俺のことですら、最近ようやく名前で呼ぶようになったばかりなのに？」

　ひゃあぁ！　ジェラシーモードの常務は、そんなところにまで反応しちゃうの!?

「当たり前だろ。キスも済ませて、これからコトに及ぼうとしてた仲だ。なあ、エリ？」

　理久さんがムダに意味深な視線を私に寄こす。

　理久さんってば、またわけのわからないウソで挑発して！

「ふ……ざけんなよ、てめえ！」

　ついに常務が私から腕を放し、肩をいからせて理久さんに近づいていく。

「キャー！　ダメ。常務やめて！　それに理久さん、私、エリじゃなくて絵未です！」

　常務の背中に必死にしがみついて止めようとするけど、ずるずると引きずられてしまう。

「ふむ、こっちのほうが人間味があっていいじゃないか」

　理久さんは自分の顎に手を当て、煽りに煽った常務のことを興味深そうに見ている。

「おもしろがってないで、ウソだと言ってください！」

　誰か、あの人の口を塞いでー！

「止めるな絵未！　殴らせろ！」

　常務が理久さんの胸ぐらを掴んだとき……。

「ふん、静まれアホ共」

　ひとしきり愉快そうに笑った理久さんは、常務の手を振り払い、ギャアギャアと騒ぐ私たちに冷ややかな視線を浴びせた。

　な、なんなんですか、その温度差……。

「いいか、そこの秘書。オープニングセレモニーの件は当然、すでに対応を進めている」

「え？」

　そ、そうなの？　それならそうと言ってくれればいいのに！

　私はポカーンと口を開けて、常務にしがみつく腕の力も抜けてしまった。常務は理久さんを睨んだまま、グルグルと喉を鳴らして威嚇している。

　理久さんは、そんな常務を顎で指す。

「コイツは、散々俺を振り回した末に、自分の女がどれだけ素直で純粋でまっすぐなヤツなのかを自慢してきた」

「えっ？」

　わ、私のことを自慢……？

　どういう経緯でそうなったのかはわからないし、理久さんがまた適当なことを言っているだけかもしれないけれど、私の頬は正直に反応してボンッと赤くなった。

「おい、デタラメ言うな。俺はただ、コイツの言うような夢みたいな世界をセレモニーで体現したいと……」

　常務は理久さんを睨みつけたまま、怒った声で理久さんの言葉を訂正する。

「同じことだろ。俺にはノロケにしか聞こえなかったぞ」

　な、なんだ、そういうことか。常務は普通に理久さんを説得しようとしただけじゃん。理久さんってば、やっぱり適当なことを……。

「……だが、今ならその気持ちも少しはわかる」

　目の前に立つ私たちを見ながら、理久さんがポツリと言った。

「は？」

「え？」

　私と常務が同時にマヌケな声を上げると、理久さんがププッと吹き出した。

　わ、すごい……。理久さんが自然に笑ってる。

「最初は〝王子様〟だの〝シンデレラ〟だのと、おめでたいバカな女だと呆れたがな。まっすぐで素直で、それがコイツのいいところだと、今では思っている。お前が惚れる理由も、模擬結婚式の演出を変えたいと言いだした理由もわかる」

「えっ……」

　ウソ、理久さんが私のこと褒めてる!?

　すごくびっくりするけど、嬉しくないわけはない。私が思わず目を輝かせて理久さんを見上げると、その視線を遮るように常務がふたりの間に割り入ってきた。

「おい、どんなに頼んだってコイツのことは譲らねえぞ。まさかてめえ、本気でコイツを……」

「ふん、勘違いするな。今の俺は小鞠をかわいがることで手いっぱいでな」

　じょ、常務ってば、まさか理久さんが私を好きになったと思ったの？　そんなわけないじゃん！　よりによって、この理久さんが！

　だけど、『コイツのことは譲らねえ』と言ってくれたことは嬉しくてたまらない。運命じゃないかもなんて言いつつも、常務がちゃんと私を想ってくれているんだと思うと、頬が熱くなる。

　私は赤くなった頬を隠すように少し俯きながら、未だに理久さんを疑っているのか、今にも彼に詰め寄りそうな常務の腕を引っぱって私の隣に戻した。

「葦原大和。お前、もっと自分の女を大事にしたほうがいいんじゃないのか。その気になれば、俺はもう二度、その女を襲ってる」

　クスクスと愉快そうに笑う理久さんからは厳しさやストイックさが抜けていて、とても自然に頬を緩ませている。

　すると常務は拗ねた子どものように、少し唇を尖らせた。

「言われなくても、どんな女よりもいちばんに大事にしてるつもりだ」

　キャアア！　常務、今日はちょっと私にサービスしすぎですよ。胸キュンセンサーの休止明け間もないんだから、いきなりそんなにとばさないで！

　ひとりドタバタする私と、ぶっきらぼうに言う常務を見て、理久さんはますます瞳を細めて笑う。

　あ……その表情、東堂会長の優しい微笑みにそっくりだ。

「俺、仮面みたいな表情をしているいつものお前より、ガキみたいな今のお前のほうがいいと思うぞ。その女が、そうさせてるんだろ？」

　理久さんは東堂会長の面影をそのまま映したような顔で微笑んだけど、すぐにその笑顔を引っ込めて、いつもの精悍な顔つきに戻った。

　彼の言葉に、とてつもなく喜びを感じる。

　本当の常務を知る人がまたひとり増えて、しかもその常務のほうがいいと言ってくれた。よかった……。こうやって少しずつ、本当の常務を認めてくれる人が増えていったらいいな。

　常務も理久さんの言葉を意外に思ったのか、ちょっと目を見開いて、キョトンとした顔をしている。

「だが、俺に余計な労働を強いたお前らには、それなりに責任をとってもらう」

　理久さんはすっかりいつもの調子に戻って、腕を組んで仁王立ちをした。

「せ、責任……？」

　今度はなにを言いだすの!?

　理久さんの不敵な微笑みに身構え、息を呑んで次の言葉を待つ。

　すると、常務よりも少し背の高い理久さんは、私たちを見下ろして、尊大に言い放った。

「この先一週間、セレモニーを成功させたかったら馬車馬のように働けよ」

　はっ！　そ、そのセリフ、どこかで聞いたことありますー！

　私はその強烈なデジャビュに身震いする。だけど、あれは私が本当の常務と出会った瞬間だったと思うと、ここからまたなにかがはじまりそうな予感に、小さく胸を高鳴らせた。










もうひとつの魔法




　この日、日本有数の旧財閥系企業である葦原ホールディングスがニューオープンするホテル、アジュールでは、オープニングセレモニーとして模擬結婚式が行われていた。

「あ、あの、ほんっとうに私でいいんでしょうか……？」

「なにを今さら。この一週間、なんのために準備してきたと思ってる」

　ここまできて弱腰になる私に、理久さんが呆れたような目を向ける。

「そ、そうなんですけど……」

　それはわかっている。この一週間でいちばん大変だったのは、変更に合わせてキャンセルしてしまったものをもう一度用意しなければいけないことで、この役目もそのひとつだ。

「危惧していた演奏者の手配は、すべて葦原がしてくれたしな。なんでも、葦原会長の懇意の方らしくて、二十年前から何度も演奏会を企画してやってるんだと」

「に、二十年前……」

　私なんてまだ三歳だよ。

「だから、肝心のお前が今さら怖気づいてどうすんだよ」

　理久さんは私を見下ろして、げんなりした表情で言っているけど、今ならわかる。これは、彼なりに励ましてくれているのだ。

「で、でも、午前中の小鞠ちゃんがそのまま披露宴に出てもよかったんじゃ……？」

　だって小鞠ちゃん、相変わらず中学生とは思えないほどキレイだったし。

「ふん。午前の挙式の部は、アイツがゲストの接待でどうしても新郎役をできないと言うし、他の男とは模擬だろうがお前を花嫁にしたくないとか言い張るから、仕方なく小鞠を出してやったんだ。午後のパーティーには、もっと人が集まる。これ以上、小鞠のあんなかわいい姿をどこの馬の骨とも知れん男たちに見せてたまるか」

「あ……はい。ですよね」

　やっぱりそういう理由!?　確かに小鞠ちゃんのドレス姿はすごく素敵だったけど、溺愛がすぎると嫌われるよ！

　私がなんとも言えない苦い顔で理久さんを見上げると、彼は鋭い瞳を緩めて私を見下ろした。

　東堂会長に似たこの優しい微笑みを、ここ数日は何度か見るようになった。だから私は、小鞠ちゃんがなんだかんだ言いつつも、このお兄さんを嫌いにはなれない理由がわかってしまう。

「心配するな。お前も充分キレイだよ」

「え？」

　理久さんが私のことをお世辞でも『キレイだ』と言うなんて信じられなくて、私は目を丸くしてパチパチと瞬きをした。

　私は、新婦役の真っ白なウエディングドレスを着ている。ベルラインドレスといって、ウエストから下がベルのようにふんわりと広がったシルエットになっている。ウエストから上はビスチェタイプのぴったりフィットとしたもので、ヘッドドレスとしてティアラを着けてもらった。

　なんでも、中世ヨーロッパの舞踏会で流行した衣装なんだとか。

　これから向かう、その時代をイメージした披露宴会場の雰囲気にすごく合っていて、まるで今日だけ本当のお姫様になるような気分だった。

　そ、そうか……。理久さんですら褒めてくれるということは、心の中でこっそりとなら、今日の私はお姫様に近づけているって思い上がっても許されるかな？

　ちょっと調子のいいことを思い浮かべて瞳を輝かせる私に、理久さんが冷たい声で現実を突きつける。

「まあ、小鞠には遠く及ばないがな」

「…………」

　ヤバいよ。余計なお世話だけど、この人、恋人とかちゃんとできるのかな。

「ほら、そろそろ行くぞ。むこうも準備できた頃だろ」

　理久さんが私の背中にそっと手を添えて、ドアの前に立たせる。

「うっ……い、行きます！」

　私が緊張で顔を強ばらせながらも力強く頷いたのを見て、理久さんが控え室のドアを押し開けた。




「か……カッコいい……！」

　一分後。

　常務の控え室へやってきた私は、さっきの緊張感などすっかり忘れていた。目の前の新郎様にメロメロになって、思わず本音をポロリとこぼしてしまう。

　常務は午後から行われるパーティーのために、新郎役の衣装を着ている。上品な濃紺のタキシードは常務によく似合っていて、襟とベストは彼の瞳と同じ漆黒ですごくオシャレ。さらに胸元には、私が持つブーケとお揃いの色の花のブローチがついている。

　常務の控え室へ歩いてくるまでに理久さんから渡されたブーケは、常務のタキシードに合わせて、深い群青色と水色と白の三色からなるバラの花束だった。

「お前も……その、よく似合ってる」

　カッコいい新郎様にポカーンと見とれる私を、常務もまた少し呆けたような顔で見ていた。

　そんな私たちに、理久さんがげんなりした表情を浮かべる。

「そこは素直にキレイだと言えよ」

「うるさいな、お前と一緒にするなよ。お前いつか絶対、小鞠に嫌われるからな」

　そう言って、ほんの少し照れたように目の下を赤くして視線を逸らす常務に、私の頬は自然に緩む。思わずニヤニヤと笑ってしまった。

　常務は、今ではもうすっかり理久さんと打ち解けてしまった。

　私がちょっと嫉妬しちゃうくらい、肩の力を抜いているのがわかるんだ。

「ほら、お互い見とれ合うのも大概にしろ。時間だ」

　理久さんは『世話の焼けるヤツら』とでも言いたそうな顔だったけど、私はもう全然気にならない。

　だって常務ってば、本当に本当に素敵なんだもんっ！

「じゃあ行くか」

　常務が引き締まった顔つきに戻り、私にそっと腕を差し出した。

「はい！」

　私はニッコリとして頷き、その腕に手を添える。

　理久さんが控え室のドアを開け、私たちはパーティーが行われている披露宴会場へと足を向けた。




　午前の部の挙式はチャペルで行われ、本番さながらの厳かな雰囲気だった。だけど午後の部はパーティーがメインだから、私と常務は、新郎新婦役として皆さんにこの姿をお披露目しつつ会場をグルグルと回っていればいい。

　要するに、この衣装のことさえ気にしなければ、常務にとっては慣れたもので、すっかりリラックスしているのだ。隣に立ってどこかの社長さんと会話をする姿は、ホールの柔らかな光に包まれて、いつも以上にキラキラして見える。

　一方、私はホールに入ってたくさんの人と挨拶を交わすうちに、帝国葦原館の周年記念パーティーと同じくらいカチコチに緊張してしまっていた。

　なんかズルくない？　私ばっかりこんなに緊張して。

　私は子どものように唇を尖らせて、広い会場にそっと視線を巡らせる。

　中世ヨーロッパの舞踏会会場をイメージしたホールには、上品で主張しすぎない飾りつけが施されている。テーブルには薄いピンクのシンプルなクロスがかけられ、食事以外には白いバラが飾られているだけ。シャンデリアの照明も抑えられ、ステンドグラスを通した淡い光が満ちている。

「あっ！」

　グルグルと辺りを見回していたとき、珍しく自分でも知った顔を探し当てて、途端に嬉しくなった。

　あの人、この前の……！

　私はこっそり常務の隣を離れ、今日もカクテルグラスを片手に陽気に笑う、カボチャパンツが似合いそうな人物に近づく。

「あっ、あの、こんにちは！」

「ん？」

　葦原館の周年記念パーティーの夜に、フラフラしていた私にカクテルのハンターを勧めてくれた男性が、私の声に反応して振り返った。

「おや、あなたは大和さんのかわいい人ではありませんか。今日は一段とおキレイですね。お酒にはくれぐれもご注意を」

　カボチャパンツの彼は最後の部分だけ小声で言って、「ニヒヒ」といたずらっぽく笑った。

「あ、うっ、その節は大変ご迷惑を……」

　私はいたたまれなさに身体を小さくする。

「いえ、迷惑などではありませんよ。あんなふうに焦る大和さんを見たのは初めてでしたしね」

　あの日の常務の様子を思い出しているのか、愉快そうに目をかまぼこのような形にする。

　やっぱりこの人、すごくいい人だ。ミルクティーみたいな髪の色とか、ゴールドみたいな派手な色遣いのタキシードとか、ちょっと軽薄そうに見えるけど……。でも、この人もきっと、本当の常務を好きになってくれる人のような気がする。

「あっ、あの、失礼ですが、お名前を……」

「草そう十じゅう郎ろうくん」

　こんなに親切な人をいつまでもカボチャパンツ呼ばわりするのは良心がとがめるので、彼に名前を問おうとすると、後ろから聞き覚えのある渋い声が飛んできた。

　こ、この声は……！

　私はハッとして振り向く。

　そこにいたのは、チャコールグレーのタキシードで正装した葦原会長と、その後ろに控えた夏目さんだった。

　私は慌てて頭を下げる。

「葦原会長、お久しぶりです」

　隣に立っていたカボチャパンツの彼は優雅に腰を折り、会長に挨拶をする。

「先ほど、日向ひゅうが社長にお会いしたよ。お元気なようだね」

「ははは、父はあの歳になっても元気すぎるくらい元気ですよ」

　日向社長……。確か、葦原ホールディングスの関連会社である不動産会社の社長だ。その方がお父様ということは、この人の名前は日向草十郎で、『日向ひゅうが不ふ動どう産さん』の御曹司。カボチャパンツの似合う中世ヨーロッパ貴族どころか、戦国武将のような名前だったなんて。に、似合わない……！

　頭の中の勝手なイメージを覆されて、軽くショックを受けていると……。

「佐倉さん」

「はっ、はい！」

　突然会長に呼ばれ、私は飛び上がって返事をした。

「しばらく大和とケンカをしていたらしいね。仲直りしたみたいでよかった」

「あ、あの……はい」

　会長の後ろでいつも通り厳しい表情をしていた夏目さんが、いたずらっ子のようにニヤリと笑った。

　夏目さんってば、そんなことまで会長に報告しなくていいのに。それにケンカっていうか、その、ちょっと距離を置いていただけだし……。

　私は気まずくなって俯く。

「大和が私以外の誰かとケンカをするなんて、ひどく久しぶりのことだったよ」

　そんな私に、会長が小さく微笑んで話しかけた。

「え？」

　少し驚いて見上げれば、そこには葦原ホールディングスの会長ではなく、常務のお父様としての表情をした男の人が立っている。

「ありがとう」

　常務と同じ黒い瞳が、優しい色を帯びて私を見つめている。

　そんなことにお礼を言われるだなんて、思ってもみなかった。でも、会長や夏目さんがこんなに穏やかに笑うのは、常務のことを本当に大切に思っているからだよね。

　私はなんだかジーンと感動してしまって、コクコクと何度も頷くことしかできなかった。

　だって、しゃべったら泣いちゃいそうなんだもん。

　その後、会長と夏目さんは草十郎さんと少し話をして、また人の波間に溶け込んでいく。

「絵未！」

　ふたりの後ろ姿をぼんやりと見つめていると、いきなり名前を呼ばれてガシッと右腕を掴まれた。見上げると、ちょっと焦った顔をした常務がいる。

「頼むから、フラフラと目の届かないところに行く癖やめてくれよ。危なっかしいヤツだな」

「うっ、ご、ごめんなさい」

　子どもをしつけるような言い方だけど、心当たりがあるので言い返せない。

　私って、いつまで経ってもへっぽこ秘書を卒業できないんだろうか。

「ふむ。大和さん、なんだか少し雰囲気が変わりましたね」

　パチパチと瞬きをした草十郎さんが、私を叱る常務を見て小さく呟く。

　私は思わず息を呑んだけれど、草十郎さんはまったく気にしない様子でまた陽気に微笑んだ。

「絵未さんというお名前なんですね。てっきりサクラが下の名前なのかと思っていましたよ」

「あ、佐倉絵未といいます、よろしくお願いします！」

　ガバッと頭を下げる。

　すると、私の隣に立つ常務を見て、草十郎さんがなにかを思いついたようにポンッと手を叩いた。

「せっかく中世の舞踏会へも出席できそうなほど素敵なおふたりですから、ワルツを踊りましょう！」

「へ？」

　ポカーンと口を開ける私をよそに、「立派な演奏隊もいることですし」と、草十郎さんがウインクをする。

「お酒を飲んで、語らい合って、出会った男女は手を取り合い踊りだす！　それがパーティーの醍だい醐ご味みさ！」

　腕を広げて高らかに宣言した草十郎さんは、ホールの隅にいる演奏隊のほうへぴゅーんと走っていった。

　私と常務がお互いに目を合わせて首を傾げていると、しばらくしてから小さく流れていた演奏が止み、少しの間を置いて優雅なワルツがはじまる。

　この曲は、私でも知っている。チャイコフスキーの有名なバレエで演奏されるワルツだ。母がよく、プリンセスが登場するそのお話を幼い私にしてくれて、バレエのＣＤも家で聴かせてくれた。

　だから確かに、この曲は聞き覚えがある。だけど、それだけじゃない……。

　なにかもっと強烈な印象をまとう音楽として、私の心を小さく揺らしはじめた。

　そうこうしているうちに、ぞろぞろと人が動いて、ホールの真ん中にスペースができる。人々の視線は当然のごとく、このパーティーの主役たる衣装で着飾った私と常務に注がれていた。

　え……なに……本気なの？　本当にワルツとか踊るの？

　おろおろして逃げ腰になる私の右手を、常務がそっと握る。黒い瞳がまっすぐに私を見つめている。

　こ、ここは逃げちゃいます？　逃げますよね？

　私は祈るような気持ちで常務を見返したのに、常務は満面の笑みで無邪気にニヒッと笑った。

「踊るか！」

「ええっ！　む、無理無理無理。無理です！　私、ワルツとか踊れません。意味わかりません！」

　しかし、なぜかルンルンと上機嫌になってしまった常務は、私が持っていたブーケを取り上げて、近くにいた人に適当に押しつけると、私の手を引いてホールの中心へ進む。そして、ブンブンと首を振って拒否する私にお構いなしで、背中に手を添え、クルクルと回りだした。

　会場中の視線が背中に集まり、私はさらに緊張して息ができなくなる。

　て、手汗かきそう……！

　だけど常務は私の手をギュッと握りしめ、放してくれそうにない。本気でワルツを踊るつもりらしい。

「できてるじゃないか。お前にしては、なかなか器用だ」

　すぐ近くから私を見下ろす常務は、意地悪く笑って、からかうように言った。

「ぜ、絶対すぐに足踏んじゃいますから。怒らないでくださいね！」

　緊張と羞恥で混乱しながら涙目で言い返しても、常務は楽しそうに笑うばかりだ。

　管弦楽器が紡ぐ、糸のように繊細な音は、やがて束になって力強く流麗な音楽になり、私の足を弾ませる。

　上品に飾りつけられたホールと、そこに響き渡るロマンチックなワルツ。踊っているのが自分じゃなければ、私もうっとりしてしまうようなシーンだったに違いない。

　最近めっきりガードの緩くなった常務は、みんなの輪の中で私をクルクルと回しながら無防備に笑っている。

　少し前まで、その姿を見せられたのは会長と夏目さんの前だけだった。でも、私に続いて理久さんにまで本性がバレてしまって、しかもそれがふたつともいい方向に進んだから、本当の自分を見せても大丈夫だと思えているのかもしれない。

　このまま少しずつ、本当の常務を好きになってくれる人が増えたらいいね。

　おとぎ話に出てきそうなほど素敵な会場をワルツが満たしていく中、淡い光を浴びた常務が間近で私を見下ろしている。

　ああ、まただ。また、この感じがする。柔らかな光の中で私を見つめる常務を、どこかで見たような気がする。

　もしかして私は、こうして常務と一緒に踊ったことがあるんじゃないだろうか。

　そう思った瞬間、常務の黒い瞳が優しく微笑むのを見て、その漆黒に吸い込まれるような感覚と共に、幼い頃の記憶が突然蘇った。




　――あれは、私が三歳の頃。母に連れられて、ある教会で行われたリサイタルに行ったことがある。

　だけど幼かった私にはクラシックなんて退屈なだけだったから、じっとしていられなくて、演奏中にこっそりと教会を抜け出したのだった。

　母が怒って追いかけてくるんじゃないかと、後ろを気にしながら外に出た私は、夢に出てきたあの黒いベストの男の子の背中にぶつかって転んでしまった。ちょうど常務が三十歳になったあの夜に、私が彼の背中にぶつかって転んだように。

　振り向いた男の子は、私に手を差し伸べた。

「なんだよ、お前、大丈夫か？　ひとりで抜け出してきたのか？」

「うん！　つまんないから、お城から逃げてきたの」

「バカだなあ、お前。これはお城じゃなくて教会だぞ」

　そう言って笑うと、男の子は私を立たせてくれた。

　教会の中からワルツが漏れ聞こえてくる。それが大好きなプリンセスの登場するバレエの音楽だと知っていたから、私は嬉しくなって男の子の手を取り、ワルツに合わせてクルクルと踊った――。




　……あれは夢じゃなかったんだ。

　今ならわかる。柔らかな月明かりの中、私を見つめる漆黒の瞳の男の子は、十歳の頃の常務だ。




「――俺、この子にする！」

　ワルツが終わると、側に立って幼い常務を見守っていた男の人――たぶん若い頃の夏目さん――が、常務に声をかけられて細長い箱を差し出す。

　常務はその箱を受け取ると、中から華奢なピンクゴールドのアンクレットを取り出した。

「これ、さっきお母さんがくれたんだ。運命の人と永遠に結ばれますようにって魔法がかけてあるらしい。特注だから、この世にひとつしかないんだって。もし俺が運命の相手を見つけたら、その子に渡しなさいって言ってたんだ。だからこれ、お前にやるよ」

　そう言った小さな常務は、リボンのモチーフが付いたアンクレットを私に差し出す。

「運命の相手……？」

　男の子の言っていることはよくわからなかったけど、キラキラと光るキレイな輪っかにつられて、私はそれを受け取った。

「お前を、俺だけのお姫様にしてやるってことだよ」

　小さな常務は、ニヒッと得意げに笑った――。




　私は幼すぎてその意味もわからずにアンクレットを受け取ったし、常務だってそこまで深く考えずに勢いで私にあげてしまったのかもしれない。

　そういえば私はその夜、キラキラしたピンク色の輪っかのようなそれの使い方がわからず、母にあげようとしたんだった。

『これはあなたが持っているべきものだから、大事に引き出しにしまっておきなさい。いつか、あなたの王子様が現れるといいね』

　母がそう言いながら、私の小さな手の中にアンクレットを戻してくれたのを思い出す。

　そっか、だから私、あのアンクレットはお母さんがくれたものだとばかり……。ということは、常務も夏目さんも、私がそのときの女の子だと初めから知っていたんだ。だって常務は、脱げてしまったハイヒールを履かせてくれた。アンクレットのついた、私の左足に。

　ワルツが終わり、小さな静寂に包まれたホールの中で、私は呆然として常務を見上げていた。

「どうして、教えてくれなかったんですか？　あのアンクレットは、常務がくれたものだって……」

　私がため息をつくように小さな声で問うと、常務は目を丸くして私を見下ろし、それから満足そうに微笑む。

「おせーよ」

　やっと思い出したのか、と言って笑う常務が、記憶の中の黒いベストの男の子とぴったりと重なる。

「だ、だって！　私、あのときはまだ小さくて……。初めから気づいていたなら、言ってくれればよかったのに」

　私が手のひらでペシッと常務のタキシードの胸を叩くと、その襟元から黒いベストがチラリと覗く。

　ああ、もう。なんで私、今の今まで気がつかなかったんだろう。私がアンクレットをエレナちゃんにあげたときの常務の取り乱し方なんて、普通じゃなかったのに……。

　ガーンとショックを受ける私の手を取り、常務が困ったように眉を下げる。

「それはほら、俺、もう運命とか信じてなかったし。だからあの夜、俺はお前の連絡先を聞くのをやめた。母さんのこともあったから、心のどこかでは運命なんて肯定したくなくて、お前とは関わらないほうがいいと思ったのかもしれない。だからそれで終わりのはずだったんだ。……夏目が、二十年前の俺の直感を根拠に、お前を秘書として連れてこなければ」

　常務は肩越しに後ろを振り返り、参ったという顔で小さく笑った。

　そこには、見覚えのある細長い箱を手に持った夏目さんと、黒いミニドレスを着た小鞠ちゃんが立っている。

　夏目さんが黙ってその箱を差し出すと、常務は中から、照明を浴びてサラサラと輝くアンクレットを取り出した。

「俺は確かにあのとき、お前が〝運命の相手〟で、この先すげえ好きになるんじゃないかって思ったから、このアンクレットを渡した。だけど今の俺は、アンクレットをあげた小さな女の子じゃなくて、秘書として俺の前にもう一度現れたお前をちゃんと好きになったんだ。根拠のない直感じゃない」

　そう言って、リボンのモチーフが付いたピンクゴールドのアンクレットを私に差し出す。

「な、なな、なんでこれ……！」

　エレナちゃんにあげたはずなのに、なんで夏目さんが持ってるの!?

　いろんなことを次々と思い出して、ひどく混乱した私は、アンクレットを受け取ることもできずに一歩後ずさる。

「あなた、それ、エレナにあげたんでしょ？」

　おろおろする私の疑問に答えたのは、夏目さんと並んで立つ小鞠ちゃんだ。

　午前中のウエディングドレス姿もすごく素敵だったけど、やっぱり小鞠ちゃんには黒がよく似合う。真っ黒なドレスと髪が、彼女のしなやかな手足や雪のように白い肌を際立たせている。

「エレナが『ある人からアンクレットをもらった』って嬉しそうにしてたから、気になって聞いてみたの。彼女、同級生だから」

　腕を組んで淡々と説明する姿は、理久さんにそっくりだ。

　言われてみれば、エレナちゃんの着ていたお嬢様学校の制服と、駅で会ったときの小鞠ちゃんの制服は同じだったかもしれない……。

　小鞠ちゃんは私が着けていたアンクレットのことを覚えていたし、あの日駅で会った私がひどく落ち込んでいたから、エレナちゃんにお願いしてアンクレットを返してもらったらしい。エレナちゃんはすっかり元気になっていて、私のためならと、快く渡してくれたんだって。

「これ、母さんの特注で、俺の十歳の誕生日だったあのリサイタルの日にくれたものなんだ。運命の相手だと思える人と出会ったら、渡してほしいって」

　固まったままアンクレットを受け取ろうとしない私を見て、常務が一歩近づいた。そして繊細な指先で器用に金具を外そうとしている。

「このリボンにはもちろん、〝贈った相手と永遠に結ばれる〟って願いも込められているけど、それともうひとつ……」

　まだ衝撃から抜け出せない私を置いてけぼりにして、常務はどこかウキウキとした様子で話し続ける。

　私は、そんなに大事なものを、勝手に手放してしまったの……？

　常務のお母さんが、小さな常務を想って特別に作ったアンクレット。それを二十年前のあの日、常務は私にプレゼントしてくれた。そして、ふたりが結ばれるように魔法がかけられたリボンのアンクレットは、私と常務をもう一度引き合わせてくれた。

　なのに、私はなにも知らないで勝手に……！

「あっ、こら！　絵未！」

　あまりの混乱に押しつぶされそうになった私は、とっさに常務の前から逃げ出すことを選んだ。ドレスの裾を持ち上げて、広いホールを全速力で駆けていく。

「このやろう。逃げんな！」

　常務が後ろから慌てて追いかけてくる。

　素を丸出しにした口調で叫ぶから、すれ違うパーティーの出席者たちがみんな一様に目を丸くしている。

　私はそんな驚き顔の人たちの間を縫って、出口を目指してひた走った。

　披露宴会場を飛び出して、人のいない廊下を走り抜け、迷うことなく一階のロビーへと続く大階段を下りはじめる。大きな螺ら旋せん階段を全力で駆け下りていく。

「待て！　絵未！」

　階段の中腹あたりまで下りたところで、追いかけてきた常務の声がロビーの吹き抜けに響いて、こだました。そのとき……。

「あっ！」

　さらにスピードを上げようとした私の足はもつれ、片方のパンプスが脱げてしまった。

　つま先にリボンがあしらわれた白いハイヒールが目に映る。

　ああっ！　またここにもリボン！

　偶然そこにリボンが使われていたことにさえ驚いてしまう。

　そのまま片方のハイヒールを階段の途中に残して数段下りたはいいけれど、走りにくくて仕方ない。

「ええい！」

　おとぎ話のシンデレラって、よくこんな状態でガラスの靴を片方だけ持って帰ったね。

　そう思った私は、ええいままよとばかりに、もう片方のハイヒールもポーンと脱ぎ捨て、その場に放り出した。

　身軽！　ちょー身軽！

　私はそのまま勢いよく階段を下りきり、エントランスに向かって走り出そうとしたけれど……。

「捕まえた」

　私がおとぎ話のシンデレラよりもどんくさいのか、それとも常務が王子様より走るのが速いのか。大階段を下りたところで、後ろからウエストに力強い腕が回され、とうとう常務に捕まってしまった。

「まったく、両方脱ぎ捨てて逃げるシンデレラがどこにいるんだよ」

「キャア！」

　呆れ返ったように言う常務は、私の膝とお尻の下に手を回して、ひょいっと抱き上げてしまった。片方の手にはちゃっかり、私が脱ぎ捨てたハイヒールを持っている。

「じょ、じょーむ……」

　捕まってしまったことで私はなぜか泣きそうになり、情けない声を上げて常務の首にしがみつく。

　なにも知らないで、勝手にアンクレットを手放しちゃってごめんなさい。

　私がぐずぐずと鼻をすする間にも常務はスタスタと進み、ロビーの端にあるソファに私を下ろして座らせる。

「別に怒っちゃいねえよ。言っただろ。これがなくたって、お前はお前だって」

　そう言いながら私の前にしゃがみ込んだ常務は、私にハイヒールを履かせ、ポケットからアンクレットを取り出した。

　再会した夜、私の左の足首にそのアンクレットがあったおかげで、常務は私があのときの女の子だと気づいた。なのに、私を引き止めはしなかった。それどころか、秘書になった後でさえ、本気でクビにしようとした。

　だけどそれは、常務が過去のこととは関係なく、私を見てくれていた証拠。今の私だけを見て、好きだと言ってくれているんだ。

　私はそれを、運命だと思ってもいい……？

「ただ、母さん曰いわく、このアンクレットには『贈った相手と永遠に結ばれる』って魔法の他に、もうひとつの魔法がかかってて……」

　常務は少し拗ねたような顔で、私の左足首にピンクゴールドのアンクレットを着け直した。

　久しぶりに、くるぶしの上をリボンのモチーフが滑り落ちる。

「もうひとつの、魔法……？」

　すっかり涙の膜が張った瞳で見つめると、常務は意を決して小さく息をつき、私の左手を取った。目を閉じ、跪き、指先に唇を寄せる。

「俺の心の結び目を解けるのは、あなただけです」

　まるで秘密の呪文を唱えるように大事に呟きながら、私の指先に小さなキスをした。

　それから私を見上げ、はにかんで微笑む。漆黒の瞳が、キラキラと輝く。

「母さんは、俺がどんなに捻くれたヤツになっても、アンクレットを贈った相手なら俺の心の結び目を解いてくれるって魔法をかけたんだ。だから本当は、俺がお前をこのアンクレットの魔法にかけたんじゃない。魔法にかけられたのは、俺のほうだ」

　その瞬間、私の鼓動は釘付けにされる。そして再び動きだしたときには、ドキドキと今まで聞いたことがないような不思議な音を立てはじめた。

　私は本当に、出会ったんだ。私だけの、たったひとりの王子様に。

「この前はひどいことを言った。悪かった。だけど俺はお前ほどまっすぐじゃないし、やっぱり運命とか、いまいちピンとこないところもある。だけど……」

　常務は私の左手をしっかりと握ったまま、真剣な表情で眉を寄せて言う。

　私がコクコクと頷くと、照れたように笑ってから、子どもみたいに唇を尖らせた。

　あ、その顔、ちょっとかわいい……。

「俺はお前を二度も見つけた。だからこれから先も、たとえ何度見失うことがあっても、そのたびに見つけ出す」

　まっすぐに告げられた言葉に、私はついにボロボロと涙を流して常務に抱きついた。

「じょーむー！」

「ぉわっ」

　勢いよく飛びついた私を受け止めて、常務が床に尻もちをつく。

　わんわんと泣く私の背中を、常務の大きな手のひらが優しくなでる。

「だからお前、いい加減その『常務』ってのを……」

「大和さん大好き！」

　文句を言おうとする常務を遮って、すかさずギュッと抱きつく腕に力を込める。

「くっ……」

　常務はピシリと固まってから盛大にため息をつき、せっかくキレイにセットしてもらった私の髪に指を差し入れる。

「俺は、みんなの王子様はもうごめんだけど、その、なんだ……」

　私は常務の胸に顔を埋めたまま、言いにくそうに話しだした常務の様子を視線だけで窺う。

　常務はほんの少しだけ耳を赤くして、苦い顔をしながら続けた。

「お前だけの、あれだ……王子様ってやつになら、なってもいいぞ」

　思いがけない言葉に驚いて、ハッと顔を上げる。

　自分で言いだしたくせに、常務はなぜか悔しそうに私を睨んでいるけれど、赤い耳のせいで怖くもなんともない。

　私は感動して、なんと言っていいかわからず、パクパクと口を動かして言葉を探す。

「以上」

　そんなふうに強引に話を締めくくった常務は、私の唇をキスで塞いだ。

　噛みつくようにして無理やりはじまったキスだけど、すぐに甘く優しく私を翻弄する。

　うっとりする私の頬を常務の大きな手のひらが包み込む。私たちは床に座り込んだまま、長い長いキスを交わした。

　私、常務のことが大好きだ。

　意地悪で、子どもっぽくて、だけど実は照れ屋で、見かけに寄らず不器用な性格をしている常務。恋人同士でも滅多に甘いセリフは言ってくれないし、優しくするのが下手だし。やっと『絵未』と呼んでくれるようになったけど、まだ『お前』と言われることのほうが多いし。そのくせ私が他の男の人を名前で呼ぶと、ヤキモチを妬いたりする。

　私が憧れていたおとぎ話の王子様とは、ちょっと違うけれど……。それでも私は思うの。

　この人が、この人だけが、私の運命の人。私だけの、たったひとりの王子様だって。

　ゆっくりと唇を離した常務が、コツンとおでこを合わせて呟く。

「好きだよ、絵未」

「……私も、大好き」

　私は嬉しくなってニッコリと微笑み、今度は自分からキスをした。




「あの、本当にいいんですか？　パーティー抜け出したままで……。理久さん、絶対怒りますよ」

「知るかよ、そんなの」

　フンッとなぜか勝ち誇ったように笑う常務。

　まさか、この前ちょっと騙された腹いせとか？　……こ、子どもっぽすぎる！

「だいたい挨拶は済ませたし、ワルツまで踊って見世物になってやったんだ。充分だろ」

　そう言って私の手を引く常務は、エントランスに駐まっていた真っ白い車に私を導き、ドアを開けて後部座席に押し込んだ。

　私の左足首で、アンクレットについたリボンがサラリと揺れる。

「お待ちしておりましたよ」

　周囲の目を引く車の運転席に座っていたのは、葦原会長とパーティーに出席していたはずの夏目さんだった。

「えっ、なんで夏目さん!?」

「会長には許可をいただいておりますから、ご心配なく」

　おろおろする私をさらに奥に押し込んで、常務も隣へ乗り込んでくる。

「まあ、あの親父もたまには物わかりがいいところもあるってことだ」

　常務がムスッととしながらドアを閉めると、夏目さんが薄く微笑んで車を発進させる。

　私はふと気になって、頭の中で計算をする。

　夏目さんは確か、大学を卒業してから就職して、その数年後に秘書室に配属になったと言っていた。会長の第二秘書として働きはじめたのが若くても二十代半ばだったとして、二十年前のあの日にも常務の側にいたということは、この人、少なくとも四十歳以上ってことだよね……？　み、見えない！

　私が新たな事実に軽く衝撃を受けている間にも、車はホテルの敷地を出て、迷うことなく進んでいく。

「あ、あの、どこに行くんですか？」

　あれからわけもわからず常務に手を引かれてホテルを出た私には、行き先がさっぱりわからない。

　もうこれ以上、予想外のことは起きてほしくなくて、なんとなく不安になりながら常務を見ると、彼はニヤリと不敵に笑う。そして指で私の顎をすくい上げ、妖しく囁いた。

「決まってんだろ」

「んっ……」

　運転席には夏目さんがいるというのに、突然キスをする常務に驚いて目を見開く。

　これでは、夏目さんからも、リアウインドウからも、ふたりがキスをしているのは丸見えだ。

「もちろん、常務のマンションへ向かいますよ」

　キスに忙しい常務の代わりに、夏目さんが答える。

　チラリと見たルームミラーに映る夏目さんは、いたずらっぽく、だけどいつもよりうんと嬉しそうに笑っていた。

「おとぎ話のシンデレラは、馬車で王子様のお城に戻るものと、決まっていますからね」







終章　魔法にかけられたシンデレラ










王子様が見つけたもの




「ええー、俺、ゲームがいいって言ったじゃん」

　今日は俺のせっかくの十歳の誕生日だというのに、よくわからない教会のリサイタルに連れてこられた。

　なんか、とーちゃんの仲よしの人がやるから、行ってこいとかって。

「ゲームはお家に帰ったら、お父さんにもらいなさい。お母さんからは、これよ」

　ルンルンと子どもみたいに笑うお母さんは『特注の誕生日プレゼントよ』と、もったいつけながら、ピンクゴールドのへんてこな輪っかを俺にくれた。

「これはね、アンクレットというのよ。ほら見て、リボンが付いてるでしょ？　このリボンにはね、大和が『好きな人と永遠に結ばれますように』って魔法をかけておいたの。だから、もし大和に運命の人が現れたら、これをその子に渡してあげてね」

「ふーん」

　俺がそのアンクレットとやらを指でつまんで唇を尖らせると、お母さんが俺の前にしゃがみ込んでポンポンと頭をなでる。

　なんだよ、やめろよな。ここは他の人もいっぱいいるんだゾ。ガキみたいで、恥ずかしいだろ。

「あのね、大和は今日十歳になって、これから葦原の息子として肩肘張るような思いも、苦しい思いも、たくさんするかもしれない」

　いつもは世話の焼けるお母さんだけど、珍しく母親っぽい顔をしている。

「だけど、大和が運命の人と出会えたとき、その人が必ず大和の心の結び目を解いてくれるから」

　そして俺の手にアンクレットをしっかりと握らせて、両手でその手を包み込んだ。

「あなたの心の結び目を解けるのは、あなたの運命の相手だけよ」

　フニャリと笑うお母さんは、魔法の呪文を伝えるように囁いた。

「ふーん、運命ねえ……」

「あ、今バカにしたでしょ？」

「だってバカみてえだもん」

　リサイタルがはじまる前のガヤガヤした教会で、俺は受け取ったアンクレットを細長い箱にしまった。

　後で夏目に渡しておこう。俺がその〝運命の相手〟とやらに出会うのは、もう少し先のことかもしれないしな。それまで失くさないようにしねえと。

　夏目は、最近とーちゃんの秘書になったばかりの若造で、まずは俺のお守りを任されたらしい。ふん、お守りされてやってんのは、こっちだってーの。

「今に見てなさい。大和だっていつか『この人しかいない！』って思える相手を見つけるんだから。もちろん、お母さんにとって運命の相手はお父さんよ。お父さんって、ああ見えて本当はすごく優しくて……」

「はいはい、わかったよ。本当はすごく優しいのに、優しくするのが下手くそなんだろ。それは何回も聞いたよ」

　いつもの調子で子どもみたいなことを言うお母さんの言葉を、げんなりして遮った。

　お母さんは大人のくせに、いつまでも夢みたいなこと言ってる人なんだ。お母さんの口癖は、『女の子はいくつになっても夢を見られるのよ』と、『お父さんは優しくするのが下手なだけなの』だ。

　もう何回聞かされたことか……。ほんとに世話が焼けるぜ。でもまあ、お母さんにこんな幸せそうな顔をさせるんだから、とーちゃんも案外いいヤツなのかもしれない。いっつも仕事ばっかりだし、すーぐ怖い顔して怒るけどな。

　それから俺は、リサイタルがはじまる前に『トイレに行く』と言ってこっそり抜け出し、夏目を連れて教会の前で空を見上げていた。

「俺もいつか、うんめーの相手を見つけられると思うか？」

　さっきのアンクレットが入った箱を預けながら参考までに聞くと、夏目はちょっと考え込む。

　まったく、まじめなヤツだな。

「そうですねえ、僕も出会ったことがないので、なんとも言えませんが……。僕も大和さんの運命の相手を一緒に探しますよ」

　俺はその言葉に顔をしかめる。

　ダメだ、コイツ。とーちゃん、こんなへっぽこ秘書は早く替えたほうがいいぞ。

「バカか、お前。そういうのは自分で見つけないと意味ないんだよ」

　俺がそう教えてやると、夏目はキョトンと目を丸くしてからクスクスと笑った。

　なんだ、失礼なヤツ。

「お母様がそう仰られたのですか？」

「はあ!?　ちげーよ、ジョーシキだよ！　ジョーシキ！」

　そんな、俺がお母さんに影響されまくってるみたいに言うなよな。それじゃ俺がお母さんのこと、大好きみてえじゃねえか。

　俺は動きにくいジャケットが邪魔になったので、それを脱いで夏目に預け、黒いベストとシャツだけになった。ふうっとため息をついて、もう一度空を見上げる。

　風に流されて雲が動き、隙間から月が顔を出す。背後にある教会ではリサイタルがはじまっていて、演奏曲目が変わり、有名なワルツが聞こえてくる。

　俺はお母さんの好きなそのワルツを聴きながら、アンクレットを渡してくれたときの顔を思い出す。

　お母さんはニコニコ笑って、俺もきっといつか運命の相手と出会えると、信じて疑わない様子だった。だけど、そんな確証はどこにもないじゃないか。だいたい、相手が運命の人だって、どうやったらわかるんだよ。もしかしたら、出会ったことにすら気づかないかもしれないだろ。

　そういえば、お母さんはとーちゃんのことが大好きになって、自分から猛アタックしたんだって、いつも言ってるな。やっぱり、運命の相手ってのは、自分で探さなくちゃダメなんだな。

　俺だって、ただ待ってるだけの、おとなしい男じゃねえ。だから俺は、もし自分だけのお姫様にしてやろうと思える相手が見つかったら、ためらわずにあのアンクレットを渡してやろう。俺が決めたなら、ソイツが俺の運命の相手だ。ふん、俺だって、きっとすぐに見つけ出してやるからな。

　あーなんか、そう思ったら、今すぐにでも出会えそうな気がしてきた。

「いたっ！」

　そのとき、俺の背中に小さな衝撃があり、後ろで女の子の声がした。

　くそう、なんだよ。今俺が、自分で運命の相手を見つけてやるって決意した、いい場面だったのによ。

「いってーな、まったく。誰だよ」

　俺はその女の子の声に誘われるまま、胸に不思議な予感と高鳴りを秘め、ゆっくりと振り返った。







番外編　その後のシンデレラ










お城での一夜




　私はお城にある寝室の窓辺に立ち、家々に灯る明かりを見下ろした。

　大きな窓ガラスに、そっと手を添える。

「ああ、なんて素敵なお城なんでしょう。いつかこんなお城に住んでみたいと、夢に見ていました。ですが、もうこの先何事をも望みはしません。私は幸せなのです。大和王子の側にいられるだけで……なんちゃって！」

　きゃうーん！　ああ、どうしよう。幸せすぎてフワフワ浮いてるみたい！

「……アホか、お前は。恥ずかしくないのかよ」

　私と大和さんはアジュールでのオープニングセレモニーを抜け出し、夏目さんの運転する馬車（車）で王子様のお城（大和さんのマンション）へ帰ってきた。

　マンションへ着いた頃には辺りは薄暗くなり、ふたりの足は自然とこの寝室へ向かっていた。

　私はお姫様のようなベルラインドレスを着ていて、左足首にはリボンのモチーフのアンクレットが揺れている。

　隣を見上げればタキシードを着た、大好きな大和さん。私にアンクレットを授けてくれた張本人だ。

　離れ離れになったふたりだけど、二十年の月日を経てもう一度巡り会い、恋に落ちた。

　なんてロマンチックなの！

　うっとりせずにはいられない夜なのに、ハイテンションな私とは対照的に、げんなりと疲れた様子の大和さんは、蝶ネクタイを外してドサリとベッドの上に腰を下ろす。

　私はぶーぶーと唇を尖らせながら、柔らかい間接照明が灯された寝室を歩き、彼の隣に座った。

「大和さんだって、自分から王子様になるって言ったくせに……」

「おいお前、二度とそれを言うな。次に言ったら撤回してやる」

　大和さんは眉間にシワを寄せて、心底イヤそうな顔をする。

　ほらね、聞いた？　自分のことは『大和さん』って呼ばせるくせに、私のことは『お前』って呼ぶなんて……。大和さんはやればできるんだから、少しくらい甘い王子様になってくれてもいいのに。そうだなあ、いきなりベタ甘な王子様は難しいかもしれないけど、たとえば……。

「そうですねえ。大和さんは、最初は第二王子あたりがちょうどいいと思うんですよ」

「なんの話だ」

「うーん」と真剣に妄想を炸さく裂れつさせる私を、大和さんが呆れた顔で見ている。

「とある国の第一王子が理久さんだとして、私は理久さんのお妃候補である隣国のお姫様なんです。このままでは王位は理久さんに渡ってしまうんです」

　そうそう、大和さんには、第一王子の暗殺を企む第二王子みたいな、ちょっと悪い役が似合うと思うんだよね。相手が理久さんなら、気分ものってくるんじゃない？　あなたは第一王子を蹴落とそうとしている、腹黒い第二王子よ！

「そこで大和さんは、理久さんの恋人である私をたぶらかし、第一王子に恥をかかせてやろうと……」

「ふざけんな」

　大和さんの不機嫌な声が私の妄想を切り裂き、いきなり身体を引き寄せられた。腰と背中に回された力強い両腕が、私たちの間の隙間をなくす。

　驚いて顔を上げれば、拗ねた顔の大和さんが私を見下ろしていた。

「誰が誰の恋人だって？　お前が他の男のもんだって考えただけで虫唾が走る」

「……え？」

　えっ……えぇっ!?　普段は私の妄想をアホみたいだと取り合ってくれないくせに、そんなとこには嫉妬するの!?　大和さんって相当なヤキモチ妬きなんだ！

　ポカーンと口を開けて見上げつつも、きっと私の頬は赤くなっている。

　だって、いつもはあっさりしている大和さんが、そんなふうにヤキモチを妬いてくれるなんて。そして、それをストレートに伝えてくれることが、すごくすごく嬉しい。

　大和さんは自分の腕の中で、感動と照れでぷるぷる震える私を見下ろして、一瞬キョトンとする。

　私がどうして喜んでるのか、たぶんわかっていないんだろうなあ。

　だけどすぐに口の端を歪めてニヤリとし、キラーンと効果音がつきそうなほど不敵な笑みを浮かべると、一気に広いベッドに押し倒した。

「え！」

　突然身体を沈められて、あたふたする。

　そりゃ、この部屋へ来たからには覚悟はできてますけど、なぜこのタイミング!?

　大和さんは漆黒の瞳をかまぼこのような形にして、ニンマリといやらしい顔をする。

「絵未王女。お前は俺のもんだって、いやというほど教えてやるよ」

　そう言って、まるで誰かのものになってしまった私を取り返そうとするみたいに、噛みつくように唇を重ねた。

　ぴぎゃー！　意外とノリノリかよ！

　私は心の中でこっそりツッコミを入れてから、甘く激しいキスに身を委ねる。

　無事、王子様と結ばれたシンデレラ。

　これからは、午前〇時を過ぎても、鐘の音が響こうとも、ふたりにかかった魔法はきっと解けない。










たとえそこに魔法がなくても




「は？　今、なんて言った？」

　フローリングに敷かれたカーペットの上に座り、部屋の主である大和さんが腰かける大きなソファに背中を預けていた。

　ふたりが恋人同士になってから半年が経ち、取るに足らないことでときどきケンカをしたり、私が一方的に拗ねちゃったりするものの、ふたりの仲はいたって良好だと思っている。

　最近は、よく大和さんがなにか言いたそうな、難しい顔をするのが少しだけ気になるけど、私はいつもの週末と変わらず彼の部屋に遊びに来て、ゆったりとテレビを見ているところだった。

　くくく。おもしろいなあ、この芸人さん。

　私は今、お腹もいっぱいに満たされて、テレビのバラエティ番組を見るのに忙しい。だからテレビ画面に視線を定めて、後ろを振り返ることなく、さっきと同じ説明を繰り返した。

「だから、理久さんに言ってみたんです。……ふふふ。……私もアジュールで甘～い夜を過ごしてみたいなあって。あははっ……。そしたら、理久さん、ディナーもお部屋も全部ふたり分、予約してくれて」

「……ふたり分？」

「はい、もちろん。だって、ひとりで行くより、ふたりで行ったほうが断然楽しいじゃないですか」

　堪えきれない笑い声を含みながら、大和さんの声に応える。

　だけどそれきり返事が返ってこなくて、私はようやく、なんだか様子がおかしいことに気づいた。クルリと後ろを振り返り、ソファに座る大和さんを見上げる。

「……え」

　見上げた先の大和さんは、なんとも言えない、困惑したような表情を浮かべていた。

　なっ、なんですか。その、迷子の子どもみたいなお顔！

　眉を下げて、なにかを言いたそうな大和さん。なんと言っていいのかわからないというように小さく何度か息を吸ってから、絞り出すように言った。

「……行くな」

　行くな……って、なにが？　……はっ。ま、まさか！

「ちっ、違いますよ！　そんなの、理久さんと行くわけないじゃないですか！　一緒に行きましょうって、大和さんのことを誘ってるんですよ」

　そりゃ私の言葉もちょっと足りなかったかもしれないけど、なんでそこを勘違いしちゃうの!?　私が甘い夜を一緒に過ごしたいのは、大和さんしかいないのに。ていうか理久さんとじゃ、ひたすら小鞠ちゃんの自慢話を聞かされるのがオチだよ！

　大和さんのあまりの勘違いに大慌てで否定すると、彼は明らかにホッとしたように息をつく。だけどすぐに「……わかってる」とだけ拗ねたように口にして、ソファに仰向けに寝っ転がった。いつも私を優しく抱きしめてくれる腕で、目元を覆っている。

　大和さんの様子がちょっと変だ。どうしたんだろう。

　私はテレビを消して膝を揃え、ソファに横たわる彼に向き合った。

　すると、目元を覆っているのとは反対の腕が伸びてきて、私の後頭部を捉えると優しく引き寄せる。

　大和さんの硬い胸から伝わる柔らかい鼓動に耳を澄まして、そっと目を閉じた。

「……キリがねえな。お前が他の男と話すのを見れば腹が立つし、笑いかければ焦りさえする。お前の口から他の男の名前を聞くだけで、カッコわりいほど動揺する。嫉妬して、そのたびにお前が逃げていくかもって怖くなる」

　まるで心の奥から絞り出されたようなその声に、私は頬が熱くなるのを感じながら、チラリと大和さんを見上げた。

　普段の大和さんは、ふたりきりになっても滅多に甘いセリフなんて言ってくれない人だ。だからこれも、私を喜ばせようと思って言っているわけじゃないとわかっているけど……。

　どうしても頬が緩むのを止められない。

「最近、そんなことばかりなんだ。もうこの先、お前から目ぇ離せないんじゃないかって、自分が恐ろしいよ」

　それは私に聞かせるためというより、ただ彼の身体から溢れて、唇からこぼれ落ちたように響く。

「……好きなんだ」

　私は息を呑んで、その言葉が宙に浮くのを見つめていた。

　ズルいなあ、大和さん。いつもはお願いしたって言ってくれないくせに。実は小悪魔なんじゃないかな。

「この先ずっと、目を離す必要なんてないじゃないですか」

　小さく呟いて、大和さんの胸からゆっくりと顔を起こす。彼の目元を隠す腕をそっとどかして、その黒い瞳が物憂げに私を見下ろすのを確認してから、目を閉じて彼の唇にキスを落とした。

　優しく触れ合ったふたりの吐息が離れると、大和さんは私の脇の下に両手を差し入れて、子どものように抱き上げる。ソファに横たわる大和さんの上で、ぴったりと重なった。

「大好きですよ」

「ん」

　彼の身体の上で想いを伝えれば、そんな素っ気ない返事とは裏腹に、力強い腕が巻きついてきて、『離さない』とでも言うように抱きしめられる。

　きっと一生懸命、カッコ悪いとこを見せないようにしてるんだろうな。だって、なんか顔、怖いもん。

　妙にしかめっ面な大和さんがおかしくて、ついクスクスと笑ってしまう。

「……笑うな」

「大和さん大好き！」

　もう、身悶えしちゃいたいくらい好き！

　フニャフニャと笑って彼の上で小さく暴れていると、大和さんの表情に残っていた最後の強ばりが解けて、彼は脱力したように深く息を吐いた。

「なんか俺、相当お前に参ってるかも」

「ふふふ、今頃気づいたんですか？　もう骨抜きなんじゃないですか？」

「……おい、図星すぎて腹立つ。調子に乗るな」

　自分がからかわれることに慣れないのか、大和さんは不機嫌そうに唇を尖らせる。

「キャ！」

　だけどそれも一瞬のことで、ソファの上でクルリと態勢が入れ替わる。

　いつものように彼を見上げれば、いつものように意地悪な顔をした大和さんが私を見下ろしていた。

「あっ……待って……！」

　大和さんの手が、私の服の上を確かな意志を持って滑っていく。耳たぶを唇で挟まれれば、身体が小さく震えて体温を上げる。

　ま、まだお風呂入ってないのにー！

「というかお前、いつの間にアイツと連絡をとった」

「あ、アイツって、理久さんのことですか……あっ！」

　首すじに軽く噛みつかれて、いとも簡単に上がる自分の甘い声に、恥ずかしくて涙が込み上げる。

「こうしてるときに他の男の名前を呼ぶな」

　大和さんはそう言って、まるで私が悪いと言わんばかりに攻撃の手を強める。

　もう！　はじめたのも、理久さんの話を持ち出したのも、どっちも自分のくせに。このヤキモチ妬き!!

　心の中で文句を言ってみたけど、私の両腕はもう大和さんを求めていて、彼の背中にしがみついている。小さく引き寄せてみれば、深くて優しいキスをくれる。

　意地悪で、甘い言葉なんて言ってくれないくせに、実はかなりのヤキモチ妬き。だけどそれを認めようとしない、ちょっぴり頑固な私の王子様。

　わがままなところも、子どもっぽいところも、たまに不安になったりするところも、もっともっと私に見せ続けて。カッコ悪いところだって、誰よりも好きでいたいから。

　たとえそこに魔法がなくても、あなたとなら、もう大丈夫。

　目の前で揺れる漆黒の瞳は、今夜も私を捕らえて離さない。
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あとがき




　こんにちは、ふじさわさほです。このたびは『俺様常務とシンデレラ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。




　そして皆様、突然ですが、ロマンチックなおとぎ話はお好きですか？　私は大好きです。幼い頃は私にも、いつかは王子様のように素敵な男性が現れるのだと夢に見ていました。少しずつ大人になるにつれて、痛いことも苦しいことも、思い通りにはいかないこともたくさん経験します。だけど、そんな毎日だからこそ、あの頃の夢見る気持ちを忘れたくない。そんな思いから生まれたのが、本作の主人公である絵未です。

　ちょっと抜けていて、お気楽なへっぽこの絵未は、おとぎ話に憧れる女の子です。彼女がもし、おとぎ話のシンデレラなら、きっとガラスの靴は両方とも脱ぎ捨てて逃げてしまうような主人公です。だけど、そんな絵未だからこそ、彼女の見るものはすべてロマンチックでキラキラしていたのだと思います。

　絵未と大和をつないだアンクレットのように、小さな出会いにも、いつも素敵な何かが隠されていたらいいなと願います。本作と読者の皆様の出会いが、そして皆様を包む、いくつものつながりのひとつひとつが、いつでも夢のようにキラキラしたかけがえのないものでありますように。




　今回の書籍化にあたり、お世話になりましたすべての方に深くお礼申しあげます。編集担当の倉持様、そして編集協力のヨダ様の丁寧で的確なご指導のおかげで、よりよい物語に仕上がりました。イラストレーターのｐｏｔｏ様、私のイメージ以上に素敵な絵未と大和を描いていただき、前作に引き続きニヤニヤの止まらないかわいらしいイラストで表紙を飾ってくださいました。表紙を見ていると、へっぽこ秘書の絵未が今度はいったい何をやらかしたのだろうと、妄想が膨らみます。

　そして何より、連載中から応援してくださった皆様、この本をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございました。皆様に少しでも楽しんで、ドキドキしていただけることが何よりも嬉しいです。

　皆様の毎日に、キラキラした幸せが訪れますように。
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